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表紙写真の説明
昭和４０年卒業の徳永道彦先生より送られた写真で昭和３９年東京オリンピック
が開かれた年の水道橋あたりの写真だそうです。「二度目の東京オリンピッ
ク開催決定を嬉しく思い送ります。」とのことでした。



近年ゆるキャラ「くまモン」で
有名になった熊本だが，本稿では
小生のふるさとである天草を紹介
させていただこうと思う。天草諸
島は有明海と東シナ海に面し，北
に長崎県島原の普賢岳を望み，南
は鹿児島県の長島へフェリーで３０
分と熊本県の西に位置している。
熊本市内からはおよそ９０キロ，車
で２時間ほどであるが，鉄道は途
中の三角半島までしか通っておら
ず不便な土地柄ではあったが，平
成１２年に天草エアラインが就航し
福岡空港からは空路３０分となっ

た。
四方を海に囲まれた天草ゆえに
風光明媚な海岸線は変化に富んで
おり，有明海に朝日がのぼり，夕
日は東シナ海に沈んでいく。食卓
にあがる魚介類も種類が豊富であ
り，季節ごとの山海の食材は毎日
の楽しみとなっている。また時と
して小生のようなサンデーアング
ラーにも小さな幸せを恵んでくれ
る豊饒の海なのである。
さて，天草といえばキリシタン
と南蛮文化であろう。特に天草西
海岸は明治４０年に与謝野鉄幹夫妻

や北原白秋ら５人の紀行文「五足
の靴」の題材となったところであ
るが，山あいの集落から眺望する
東シナ海や漁師町にたたずむ教会

ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

「日本の宝島，天草」

熊 本 県

有明海からのぼる朝日。有明海は干満の差が大きく，潮が満ちてくるとこの小島は陸続きではなくなってしまう。

時として小生のようなサンデーアング
ラーにも大鯛を恵んでくれる豊饒なる
海である。



の風景は現在でも１００年前当時を
偲ばせてくれる。また我々TDC
同窓生にとって北原白秋は校歌を
作詞した人物となれば一層感慨深
いものがある。
また，西海岸を訪れた際には是
非とも訪れていただきたいのが，
寿芳窯（高浜焼）である。１７世紀
に採掘された「天草陶石」は高品

質の白磁原料として有田や瀬戸へ
と伝えられたが，当時の第六代目
庄屋，上田伝五右衛門武弼が肥前
より陶工を招き焼き始めたのが元
祖である。それらの焼物は遠くは
オランダまで輸出され，当時天草
西端のひなびた村からこれだけの
産業が育っていったのには驚きを
も覚える。また，隣接している上

田家庄屋屋敷も必見であろう。約
千坪の敷地に２００年前に建てられ
た屋敷は与謝野鉄幹夫妻も逗留し
たものであるが，その庭園は京
都，奈良の古寺にも匹敵する文化
財であろう。
温暖な気候，南蛮文化とキリシ
タンの歴史探訪や新鮮な食材。見
どころ，食べどころ数多なる「日
本の宝島」天草。ぜひともTDC
同窓諸兄においでいただきたいも
のである。

（昭和６０年卒 松田光正）

天草町の展望台から東シナ海を望む。

天草陶石を使った高浜焼。江戸時代中
み る も ん

期に描かれていた海松紋も復刻され
た。

漁師町にたたずむ崎津天主堂。現在でも地域の人々の信仰の場となっている。

ふるさと自慢



直井友紀さんのご紹介

直井友紀さんは，同窓会の準会員で現在大学３年に在学しており，勉強と野球の両立に一生懸命頑張っ
ておられます。今回のインタビューも忙しい中，放課後に特別に時間を取っていただきました。とても
ボーイッシュで明るくはきはきとしたお嬢さんで，さすがに“世界一”を奪取するべき“何か”をお持ち
だと感じられ，楽しい取材の時を過ごさせていただきました。
会員往来では準会員第一弾の直井友紀さんをご紹介します。 （広報委員会 小池 修）

直井さんインタビュー

先日，２０１２年の女子野球ワール
ドカップのメンバーで，キャッ
チャーとして優勝に貢献した本学
３年生の直井友紀さんにインタ
ビューさせていただきました。メ
ンバーは，直井さんが１年生の時
の担任の橋本貞充先生，広報部広
報委員会委員長の臼田 準先生，
広報部担当理事の小池 修先生と
私。水道橋校舎新館のロビーで待
ち合わせの時間に，元気で明るそ
うな，でも目力があり意志の強そ
うな女性がやってきて，それが
直井さんでした。一人暮らしで学

業と野球を両立させ，本当に忙し
そうなところ快く話を聞かせてく
れ，時々おもしろいエピソードで
私たちを笑わせてくれました。
女子野球の世界一を決めるワー
ルドカップは２００４年から２年ごと
に行われており，直井さんは前回
初めて日本代表のセレクションに
挑戦し，みごと代表に選ばれたそ
うです。

野球について
小学生の頃少しやっていたが，
中学校では女子が野球をできる環
境がなかったためバスケットボー

ルをやっていた。本格的に始めた
のは高校生になってからで，野球
がやりたくて女子野球部のある埼
玉栄高校に進学し，寮で生活して
いた。高校１年生の頃は上下関係
がとても厳しく体重が激減してし
まったほど。それでも野球が好き
な気持ちで乗り越え，卒業してか
らはクラブチーム「侍」に所属。
前回のトライアウト（＝日本代表
セレクション）も初めから受ける
つもりだったわけではなく，チー
ムのメンバーから進められて受け
てみたら選ばれた。ゆくゆくは指
導者になりたい。

会 員 往 来

中列右側



歯科大へ
以前，家族が顔面に怪我をして
歯を折るなどしたために，口腔外
科の先生にも接する機会があり，
それから漠然と将来医療系に進み
たいと思うようになった。そして
実際に進路を決める時に歯科大に
入ることを決めた。
小さい頃から歯医者は好きで，
治療も嫌がらずに通っていた。大
学に入り実習でアルジネートの匂
いをかいだ時，小さい頃に歯科医
院でかいだ好きな匂いの正体はこ
れだったのか，と判明したとい
う。
お父さんが社会福祉の施設を経
営しているので，障害者医療に興
味を持っている。

『支』
高校３年生の時後輩から，「支」

という文字を書いたホームベース
型のお守りをもらった。その頃
ちょうどいろいろと辛いことが
あったが人に言える性格ではな
く，ひとりで耐えていたためその
「支」の文字が心に響いた。後輩
にしてみたら，チームを支えてき
た，という意味でこの文字を選ん
でくれたようだが，家族やまわり
の人を支えたいという気持ちと，
自分も人から支えられているんだ
という感謝の気持ちを思いおこ
し，常にこの漢字が頭の片隅にあ
る。
現在は，平日は大学の授業後に
家の近所で自主練習，土日はチー
ムの練習か試合があり，更に一人
暮らしで家事もこなしレポートな
どもあってとても多忙なようで
す。実家にもなかなか帰れないそ
うですが，ご両親が試合のたびに

宇都宮から応援に駆けつけてくれ
るそうで，とても仲の良い素敵な
家族という印象を受けました。
宇都宮出身ということで，餃子
が好きなのか？ という質問には
「苦手！」との返答で，焼肉好きだ
そうです。なかでも特にユッケが
好きで，３月の寒空の下でも半袖
でトライアウトに臨んだ元気の源
はユッケだったようです。
今年の３月にはオーストラリア
に１ヵ月留学したり，夏にはアメ
リカの IMGアカデミーという学
校にスポーツ留学をしたりと，国
際感覚も身につけているそうで
す。そのためなのか，一語一語を
はっきりと，人の目をみてしっか
りとした話し方をする人だと思い
ました。これからも是非応援した
いです。

（広報部 小貫飛鳥 記）

写真提供 報知新聞社

会 員 往 来



い な げ

（昭和５６年卒業 橋本貞充 写真 広報部 佐々木葉子 記）



い な げ



東京歯科大学は長い歴史の地である水道橋に移転
してまいりました。時を同じくして２０２０年の東京オ
リンピックの招致も決定し，長らく低迷しておりま
す日本社会も，新たな目標に向かって動きが始まる
この時期に母校が東京へ移転したことは，未来への
明るい希望を感じさせることです。誠に多くの同窓
の皆さまからの貴重なるご寄付を賜り，新校舎の中
に完成された血脇ホールにて平成２５年度の評議員会
が開催されました。この記念すべき評議員会におき
まして次期も同窓会会長をとの推薦をうけ，その責
任の重さに身が引き締まる思いがしております。
この２年間，名誉会長の大山先生の後を受けて，
全国の同窓会員の皆さま，支部長はじめ役員の
方々，さらに事務局のご支援により会務を執行出来
ました事に心から感謝致しております。
新校舎の建設に対して，多くの同窓の皆さまから
の心からなるご支援を賜わり，衷心より厚く御礼申
し上げます。しかしながら当初に目標としておりま

した額に達していないことと，今後，大学は水道橋
に更なる病院機能や研究施設の充実を図るために，
本校舎（水道橋病院）の裏手に新たな施設の建設の
必要に迫られております。この様な事から現在，お
願いしております母校への寄付の募集期間を２６年３
月まで延長して，お願い申し上げることとなりまし
た。今後とも東歯大が歯科大学の雄として輝き続け
るために，同窓の皆さまの母校へのご支援・ご協力
を心から宜しくお願い申し上げます。
今日，同窓会さらに歯科医師会にとりまして，最
大の課題は若手の会員の方との連携です。現在，同
窓会各支部や歯科医師会に加入している若手の方の
割合が極端に少なくなっております。
日本の医療制度の中で，国民の歯科医療を充実す
るためには，歯科医師が団結して，強く社会にア
ピールして行くことが不可欠であることを若手の皆
さまに，是非，自覚して戴くことを願っています。
原則として同窓会会員は全国にある同窓会支部に
所属して戴くこととなっておりますが，卒業後５年
間は新進会員として同窓会本部に直接所属すること
となっています。この間の会費の減額を図るととも
に，若手会員への各種研修会，セミナーの開催，学
年会への開催の支援など，連携が図れるよう同窓会
は種々の企画を行っております。
また大学との連携のもと，学生時代から同窓会の
準会員として，歯学体や大学祭，県人会への支援な
どを行っております。
また，さらに将来の支部の活性化のために，学生
の帰省先の支部と，学生さんやそのご父兄との懇親
を図る試みも考えております。
２年後の２７年１１月には同窓会創立１２０周年を迎え

ることとなりました。テーマとして「同窓会創立１２０
周年 医はこれ済生ひとへに仁なり 伝統そして未来
への飛躍」と決定いたしました。
東京歯科大学を創設した高山紀齋先生，血脇
守之助先生など明治の先人の方々は強い向学心と
「歯科医師は学識を高めることにより人々を幸せに
でき，さらに人々の尊敬を得ることができる」との
信念を持って歯科教育に邁進されておられました。
ともに助け合い高めあってゆく血脇イズムを次世代
に継承することを願っております。今後とも更なる
ご支援を心よりお願い申し上げます。

次期同窓会会長に
推薦されて

会長

矢 﨑 秀 昭

巻 頭 言
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理事会より
●同窓会本部事務局の年末年始のお休みは，平成２５年１２月２８日（土）～
平成２６年１月５日（日）までとなります。

同窓会事業・行事
●平成２６年度東京歯科大学同窓会評議員会・定時総会
と き 平成２６年１１月予定（詳細未定）

●TDC卒後研修セミナー２０１４プログラム
卒研セミナー
№１ 臨床実技セミナー『極めよう‼ 外科小

手術と顎顔面の解剖学』４月２０日（日）
№２ ベーシックセミナー『初診時に求められ

る診査・診断のスキル』
～Ｘ線写真から始まる歯科診療のベー
シック～ ５月１８日（日）

№３ 臨床セミナー『診療の基本技術』
～日常臨床のHow to～ ６月２２日（日）

№４ 臨床セミナー『どうして定期健診を受診
してくれないの？』
～行動科学を知ろう～ ７月２７日（日）

№５ 臨床セミナー『困った…！ 義歯の悩み
解消します』
～あんなこと，こんなこと…実際の症例
を通して考えていきましょう～

９月２１日（日）

№６ 臨床実技セミナー『MTM新時代』
～歯科矯正用アンカースクリューの有効
性を検証する～ １０月１２日（日）

特別企画 インプラントセミナー －臨床から
基礎へ，基礎から臨床へ－『Evidence-
Based-Clinical Practice for Implant』
～科学的根拠をもったインプラント臨床
を実践するために～

６月２８日・２９日（土・日）
７月２６日・２７日（土・日）

母校関係行事・案内

●平成２６年度 東京歯科大学 入学試験情報

お 知 ら せ

入試制度 募集人員 出願期間
（期間内必着） 試験日 合格発表日 試験会場

一般入試（Ⅰ期） 約５０名 平成２５年１２月１７日
～

平成２６年１月２８日
平成２６年
２月２日

平成２６年
２月５日

東京会場：
東京歯科大学水道橋校舎本館
大阪会場：
TKP新大阪ビジネスセンター
福岡会場：
TKP博多駅前シティセンター

大学入試センター利用
試験（Ⅰ期） １３名

一般入試（Ⅱ期） 約１５名

平成２６年２月１８日
～

平成２６年３月４日
平成２６年
３月８日

平成２６年
３月１１日 東京歯科大学水道橋校舎本館

大学入試センター利用
試験（Ⅱ期） ５名

編入学試験B 若干名
学士等特別選抜B 若干名

入試日程一覧 （全募集人員１２８名：編入学除く）

※編入学試験A・Bは，２年次に編入学
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昨年末，全国各支部に「若手ネットワーク担当」の先生方をご推薦いただき現在６１支部８８名の方が登録
されております。臨床研修中，研修修了後これから勤務医としてあるいは開業医として本格的に活動を始
める卒後１０年目位までの若手同窓会員の相談に乗っていただいたり，同窓会本部・各支部の事業への積極
的な参加を促していただきたいと思っております。今年６月からは同窓会HPに若手ネットワーク委員会
の『Mail Box』も開設され少しずつ若手の声も聞かれるようになってきました。そんな中愛知県支部か
ら「若手勉強会」の報告を，青森県支部からは未入会同窓生への声がけにより支部の活動への参加を促す
取り組みの報告をいただきましたのでご紹介致します。両支部とも若手同窓会員や支部未入会同窓生に積
極的に働きかけをして下さっており，新入会員の増加や同窓会への意識向上などの効果が出て来ているよ
うです。若手ネットワーク委員会としましても心強く感じております。これからも全国の支部からの様々
な報告をお待ちしております。
今後，若手ネットワーク委員会から「若手ネットワーク担当」の先生方へメールやFAXなどでも本部

の事業の案内を発信できるシステムを構築しようと思っています。まだ担当が決まっていない支部には是
非とも早めの御登録をお願い致します。

現在，青森県支部はＡ会員３６名，Ｂ会員（家族会員・勤務医会
員）３名，高齢者会員１４名の合計５３名となっております（うち女
性会員は４名）。多い時は１００名以上もの会員がいらしたそうなの
で，かなり少なくなってしまいました。
一昨年，東歯卒業の先生が県内に帰っていらしたことを知り，
また他にも未入会の方がいらしたので，そういった先生方を同窓
会の総会等に誘えないかという提案を理事会でさせていただきま
した。同窓会費を払っているＢ会員もいるのだからダメではない
かというご意見もありましたが，本田新支部長よりご指示をいた
だき，県内の未入会の先生の調査を始めました。
今まで全県的に会員が集まるのは年一回の「総会」だけでした。本田新支部長はもっと会員の集まる場
を増やしたいということで，今回９月７日に「社保勉強会」を行うこととし，その際に未入会の先生方に
も案内をさしあげることにしました（男性１名，女性５名）。実際，参加してくださったのは女性１名だ
けでしたが，とても大きな一歩だったと思います。勉強会後，ビアガーデンでの懇親会となり，初参加の

重点事業へのアプローチ

＜若手同窓会員への積極的なアプローチ＞
若手ネットワーク委員会

岡 村 美恵子

東京歯科大学同窓会青森県支部会 社保勉強会
青森県支部 常任理事 「若手ネットワーク担当」

古 川 由美子

本田富彦新支部長
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先生も会員の先生方と和気あいあいと楽しんでくださったようです。やはり「同窓」ということで，初対
面でもいろんな話ができたのではないでしょうか。
私事ですが親が歯科医ではなかった私が出身地で開業し現在までやってこられたのは，同窓会の先生方
のおかげだと思っております。相談に乗っていただいたり，いろいろ教えていただいたりしました。他大
学の先生方にお話しをうかがっても，東歯ほどつながりが強いところはないようです。未入会の先生方に
も私が感じてきたことを伝えていけたらという思いで今回の提案をし，実施することができました。
本部では卒後５年までを「本部直接会員」とされるようですが，その際もしくは在学時に出身県を支部
の方へお知らせいただけると，出身地に帰られたときに同窓会にお誘いしやすいのではないかと思います
（個人情報保護の問題はあるのかもしれませんが）。
来年の「総会」にも未入会の先生方に案内を差し上げる予定です。会員ではないので議決権はありませ
ん。学術講演と懇親会（実費）のみとなりますが，参加してくださる方が増えることを期待しております。

愛知県では，平成２４年度より新規事業として，若手勉強会を事業計画に取り入れました。これは，若い
先生に積極的に参加してもらえる同窓会にしていきたい，という会長の意向により始められたもので，新
入会員の増加，若い先生の人材発掘及び同窓会に対する意識向上という良い結果が生まれ，最近懸念され
ている若い先生の同窓会離れに歯止めをかける有意義な事業と思われますので紹介させていただきます。
この若手勉強会というのは，毎年実施されている外部講師を招聘する学術講演会とは別に，若い会員の
先生自身がそれぞれのテーマで発表し，ベテランの先生も交えてざっくばらんに本音で話し合い，毎日の
臨床で発生する悩みを解決していこう，という趣旨で企画されたもので，通常の学術講演会やスタディグ
ループとは一味違ったものとなっております。また，若い先生とベテランの先生の交流も目的の一つなの
で，勉強会終了後は，発表してくれた先生を囲んで懇親会を開催し親睦を深めています。
第２回では，本部同窓会副会長の梅村長生先生を講師にお願いした医療問題講演会と共催し，医療保険
制度や診療報酬を中心に社会保障制度に関する研修も行い，若い先生にとって，あまり勉強する機会が少
ない内容だったので大変有意義なコラボ企画となりました。下記が２回開催された概要です。

第１回 平成２４年１１月１８日（日）於 愛知県歯科医師会館 出席者 ２２名
「全身的偶発症にて自院から救急車出動要請をした３例について」小関 健司先生（平成２年卒）
「コンビロックパーシャルデンチャーにおいて支台歯を喪失した
一例リカバリーについて」 加藤 勇先生（平成８年卒）
「私の臨床～根管治療～」 穂積 隆浩先生（平成１１年卒）

第２回 平成２５年４月２１日（日）於 アパホテル名古屋錦 出席者 ２６名
「難しいエンド」 白岩 克規先生（平成２年卒）
「一般開業医が行う小児の予防矯正」 静間祐一郎先生（平成７年卒）
「顎関節を考慮した矯正治療」 酒井 聡先生（平成１３年卒）
医療問題講演会
「社会保障・税の一体改革と診療報酬改定」 梅村 長生先生（昭和４９年卒）

東京歯科大学同窓会愛知県支部「若手勉強会」
愛知県支部常任理事 広報担当

竹 内 英 樹

重点事業へのアプローチ
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第１回の演者と会長

「若手勉強会」をきっかけに入会された先生方

演者に対する若い先生方の質問の様子

第２回の演者と会長

演者

懇親会

重点事業へのアプローチ
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評議員会・総会出席者全員の
写真が，同窓会HPに掲載さ
れております。

平成２５年度評議員会および第
１１９回定時総会は，平成２５年１１月
１７日（日），竣工間もない水道橋
校舎新館 血脇記念ホールで開催
された。

平成２５年度評議員会
髙橋義一専務理事の司会のも
と，評議員数７８名中７７名の出席
で，宮地建夫副会長の開会の辞で
平成２５年度評議員会は開幕した。
（注）評議員は各地域支部連合

会および大学支部から選
出されるため，評議員の
所属は地域支部連合会名
および大学としてありま
す。

まず矢﨑秀昭会長が挨拶に立た
れ，この２年間の任期を振り返っ
た（詳細については８～１０ページ
を参照）。来賓を代表して金子 譲
理事長，井出吉信学長，白須賀貴樹
衆議院議員，島村 大参議院議員
にご挨拶をいただき，続いて財部
正治総務担当常任理事より来賓紹

介があった。

議長・副議長の選出
議場より執行部一任の声があ
り，議長に髙橋哲夫評議員（東
京），副議長に高原正明評議員（関
東）が選出された。議長より評議
員の代理出席が５名ある旨の報告
があり，承認された。議事録署名
人には谷 繁信評議員（関東），
引田正俊評議員（関東）が指名さ
れた。

報 告
報告に先立ち，１２８名の逝去会
員に対して黙祷を捧げた。次いで
髙橋義一専務理事より平成２５年度
会務報告が行われた。なおこの中
には，東日本大震災対策部会報
告，母校水道橋移転事業に伴う寄
付金協力の報告も盛り込まれた。
また関連項目として，髙野博子事

業推進担当常任理事から若手ネッ
トワーク委員会からの活動報告お
よびお願いがあった。さらに寺田
仁志会計担当常任理事より平成２５
年度会計現況報告が行われた。
中野一博評議員（北海道）からは
新進会員の会費徴収に関する質問
があった。
議長は会長挨拶から各報告事項
についての承認を求め，承認され
た。

大学の現況
金子 譲理事長から「大学法人
の使命」，一戸達也副学長から「水
道橋移転とこれからの東京歯科大
学が目指すもの」と題した報告を
いただいた（内容は１０～１３ページ
に記載）。

議 事
昼食をはさみ，午後からは議事

会 務

平成２５年度評議員会 第１１９回定時総会報告

会場風景

来賓挨拶 井出吉信学長
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に入った。第１号議案から第６号
議案は「平成２４年度決算に関する
議案」であり一括上程された。第
１号議案から第４号議案について
寺田常任理事が，また関 泰忠常
任監事の監査報告を挟んで第５号
議案および第６号議案について
財部常任理事から説明があり，審
議・採決は逐条で行われ，いずれ
も原案通り可決・確定した。
第７号議案は「総会に係る会則
の改正」案で，髙橋専務理事から
の説明の内容には，寺岡洋一評議
員（東北）の評議員会招集の条件
についての事前質問の回答も加え
られた。さらに寺岡評議員より，
評議員に評議員会招集権を認めて
いないことに関して追加の質問が
あった。審議の後，原案どおり可
決・確定した。これにより本年度
総会の議決を待って，事実上次年
度から総会が廃止されることに
なった。
第８号議案は「役員選任に係る
会則の改正」案，第９号議案は「選
挙規則の制定」案で関連議案とし
て一括上程された。髙橋専務理事
の説明の後審議に入り，原案通り
可決・確定した。平成２６年度評議
員会で選挙管理委員が選出され，
平成２７年度評議員会における会
長・監事選出時に本選挙規則が適
用されることとなる。
第１０号議案は「評議員選出の際

の経過措置」に係るもので，髙橋
専務理事の説明後，新垣元洋評議
員（九州）より一県一評議員の継
続を求める要望があった。審議の
結果，原案通り，平成２７年度まで
一県最低一評議員が維持されるこ
とが可決・確定した。
第１１号議案は「共済規定の一部

改正」案で海野 智厚生担当常任
理事から，第１２号議案「同窓会基
金および血脇記念基金に係る会則
と規程の改正」案，第１３号議案「過
年度分会費徴収の一部中止」案に
ついては髙橋専務理事からそれぞ
れ説明があり，審議の結果，すべ
て可決・確定した。
第１４号議案から第１７号議案は

「平成２６年度事業計画・入会金・
会費・経常部収支予算」に係るも
ので，事業計画については髙橋専
務理事から，そのほかは寺田常任
理事から説明があり，４議案とも
可決・確定した。
第１８号議案は「平成２６年度の共

済負担金」に関するもので，原案
通り可決・確定した。
第１９号議案から第２１号議案は

「平成２６年度特別会計収支予算，
卒後研修セミナー収支予算，卒後
研修セミナー積立金収支予算，時
局対策費積立金会計収支予算」に
係るもので，寺田常任理事の説明
の後，原案通り可決・確定した。
第２２号議案では，内山健志名誉

教授，栁澤孝彰名誉教授が名誉会
員に推薦され，満場一致で承認さ
れた。
第２３号議案は「役員改選」であ
る。
会長選出にあたっては，青木
栄夫評議員（東京）より矢﨑秀昭
現会長の続投を求める発言があ
り，続いて吉嶺 光評議員（九
州）より賛同する発言があった。
議長は議場に諮ったところ，満場
一致で承認された。
監事選出については，成瀬 健
評議員（東海）から春山良夫会員
（埼玉県支部），梅村長生会員（愛
知県支部）を推薦する発言があ

り，また石原和幸評議員（大学）
から矢島安朝会員（大学支部）を
推薦する発言があった。さらに
菊地善郎評議員（関東）から３氏
を推薦する発言があった。石田
雅男評議員（九州）からは，候補
者推薦に対する質問があった。議
長はそれぞれ議場に諮ったとこ
ろ，３氏とも満場一致で承認され
た。
選出後，矢﨑次期会長および３
人の次期監事より挨拶があった。
なお他の新役員選出は評議員会の
承認により新会長一任となった。

協 議
執行部から同窓会員緊急時 代
診制度の見直しについての協議題
が提出された。緊急時 代診制度
が平成２３年より試験的に実施され
ることとなっていたが，地域性，
迅速性，柔軟性を考慮したうえ
で，実現可能な運営形態に見直す
ことを次年度以降に申し送ること
とし，これに対するご意見を求め
るものであった。

叙勲・褒章受賞者顕彰式
平成２４年秋には６名，平成２５年
春には８名の会員が叙勲を受章さ
れたことが紹介された。ご来席の
１０名の先生に矢﨑会長より顕彰状
と記念品が伝授された。代表して

議長 副議長

会 務
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吉木周作先生が喜びを語られた。
なお平成２４年秋の叙勲受章者

は，吉木周作先生（瑞宝中綬章，
Ｓ３２年卒・川崎支部），千葉光行
先生（旭日小綬章，Ｓ４３年卒・千
葉県支部），坂登輝夫先生（旭日
双光章，Ｓ３３年卒・千葉県支部），
東海林 修先生（同，Ｓ３４年卒・
山形県支部），村松久中先生（同，
Ｓ３９年卒・山梨県支部），佐藤昭雄
先生（同，Ｓ３９年卒・新潟県支部）
であった。また平成２５年春の受章
者は，北村晴彦先生（旭日双光
章，Ｓ３１年卒・北多摩支部），鈴木
俊弘先生（同，Ｓ３２年卒・福島県
支部），山内 静先生（同，Ｓ３３年
卒・秋田県支部），松村雄郷先生
（同，Ｓ３８年卒・南信支部），河原
武彦先生（同，Ｓ３９年卒・神奈川
相北支部），林 翔先生（同，Ｓ
４２年卒・広島県支部），森井信行
先生（瑞宝双光章，Ｓ３０年卒・埼
玉県支部），齋藤安廣先生（同，
Ｓ３３年卒・千葉県支部）であった。

平成２５年秋の受章者は次年度の
評議員会でご紹介することとなっ
ている。
浮地文夫副会長の閉会の辞で，
平成２４年度評議員会は滞りなく閉
幕した。

第１１９回同窓会定時総会
評議員会に引き続き，第１１９回
定時総会は髙橋義一専務理事司会
のもと加藤木 健副会長の開会の
辞で始まり，矢﨑秀昭会長挨拶の
あと，議長に高原正明会員（千葉
県支部），副議長に髙橋哲夫会員
（北多摩支部）を選出，また議事
録署名人に谷 繁信会員（横須
賀・鎌倉支部），引田正俊会員（群
馬県支部）が指名された。大井誠一
会員（埼玉県支部）から評議員会
と重なる項目については執行部の
説明は簡潔に，との提案があり，
その意に従って議事が進められ
た。髙橋専務理事の会務報告，髙橋
哲夫評議員会議長による評議員会

報告，寺田常任理事の平成２６年度
予算関連の報告があり，いずれも
承認された。平成２４年度決算に係
る６議案，会則改正に係る３議案
はいずれも可決した。監査報告は
原 武仁監事が行った。
臼井文規総務担当常任理事の説
明による「第７号議案 総会に係
る会則の改正」が可決されたこと
により，総会は１１９回の歴史に幕
を閉じることとなった。
木俣 茂会員（千葉県支部）か
ら現執行部に対して感謝動議が出
され，満場一致で可決された。そ
の後，佐瀬俊之副会長の閉会の辞
で，最後の総会は閉会した。
総会後，会場を本館１４階に移し

て，懇親会が開催された。学内で
の開催ということで，例年とは趣
の異なる懇親会となった。校歌斉
唱の中，２年後に控えた同窓会創
立１２０周年記念事業について，話
題は盛り上がりを見せた。

矢﨑秀昭会長 挨拶

皆さま，おはようございます。
本日は多くのご来賓の先生方，ま
た全国の評議員の先生方，早朝か
ら本当にありがとうございます。
日頃は同窓会活動に，皆さま方に

本当にお世話になりまして，心よ
り厚く御礼申し上げます。
後程，大学から詳細なる説明が
ございますけれども，本年９月よ
り東京歯科大学はこの水道橋の地
で本格的な活動を始めておりま
す。皆さま方のご支援によりまし
て，立派な血脇記念ホールもでき
ました。また，３ヵ所に分かれて
おりますけれども，素晴らしい校
舎や病院が完成し，その中で大学
の活動が順調に行われていること
に，心からお喜び申し上げます。
２０２０年の東京オリンピックも決

まり，東京が世界の注目を浴び
る，その時にこの東京歯科大学が
東京に戻ってきたということは，
大変タイミングがよく，素晴らし
いことと思います。
しかしながら，東京歯科大学が
東京に戻ってきたということで，
東京にあります他の，特に私立の
歯科大学は一斉に，校舎の新築，
あるいは病院等の充実等を図って
おりまして，今後ますます歯科大
学間の競争は激しくなってくると
思います。そのようなことからも
是非，同窓の皆さま方の大学への

評 議 員 会 挨 拶

会 務
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ご支援が必要だと思っておりま
す。
以前よりお願いしております，
今日，皆さんお集まりの血脇記念
ホールへの寄附ですが，本当に多
くの方々からご支援を賜わりまし
て，このように立派な血脇記念
ホールが完成しております。しか
しながら，当初の予定よりもご寄
附賜わった金額が多少少ないとい
うこともございまして，寄附の受
け付けは８月が締め切りだったの
ですけれども，来年３月まで血脇
記念ホールへの寄附のお願いを継
続することとなりました。全国に
お帰りになりまして，同窓の方々
に是非ともお声がけをよろしくお
願い申し上げます。
この血脇記念ホールだけではな
くて，これから大学としまして
は，研究棟，あるいは病院施設の
充実を図るということでございま
す。そのためにも同窓が恒久的に
大学を支援するような，機構を作
らなくてはと思っております。皆
さま方のご支援で，今後とも東京
歯科大学が日本一の歯科大学とし
て輝き続けるよう，よろしくお願
い申し上げます。
２年前ですが，この評議員会で
皆さま方の推薦を得まして，名誉
会長であります大山先生の跡を継
いで同窓会の会長に就任させてい
ただきまして，皆さまの協力でこ
の２年間，何とか順調に会務が運
営できたものと思っております。
その中で一番の問題は，現在，
若手の会員が同窓会，あるいは歯
科医師会に入らないなどの，組織
離れを起こしていることです。こ
れに対しまして，同窓会といたし
ましては，若手ネットワークシス

テム，あるいは大学と協力いたし
まして，学生のときから同窓会の
ことをよく理解してもらうよう
に，学生を同窓会の準会員とし
て，歯学体，あるいは大学祭，あ
るいは各種の支援等を通じて，学
生に同窓会の意義などについて説
明させていただいております。ま
た，卒業して５年目までを新進会
員といたしまして，大幅な会費の
減額，あるいはセミナーや学年会
等を開催するなど，若手の同窓会
員に対しまして種々の働きかけを
しております。
また，ホームページには，若手
ネットワーク委員会の先生に協力
していただきまして，メールボッ
クスを設置し，その中で若手の会
員が同窓会に対する質問，あるい
はアルバイトの紹介等のことを頼
んでくるような動きも出ておりま
す。
また，地域によりましては，東
海地区あるいは四国地区のよう
に，支部で若手のための勉強会を
開催していただきまして，その機
会にある程度若手の会員が支部に
入ってきてくれるというような実
績も上がっております。しかしな
がら，まだまだ緒についたばかり
でございます。今後とも若手の会
員との連携を推し進めていくつも
りです。
日本歯科医師会におきまして
も，若い歯科医師の歯科医師会離
れが起きておりまして，例えば５５
歳ですと現在，２，４００人ぐらいの
会員がいますが，４０歳では１，０００
人には達しておりません。このま
ま移行していきますと，日本歯科
医師会やその地域の歯科医師会も
そうですが，財政的にも大変困難

な状況に陥ります。日歯は，来年
度につきましては経費を約２割削
減するというような方針も打ち出
しております。
同窓会としても，支部会員が減
るということは同窓会の財政状態
も大変厳しくなるということでご
ざいますので，われわれも一層努
力しますけれども，各支部の先生
方，あるいは評議員の先生方に若
手の会員が支部に入るように是非
ともご協力を賜わりますようよろ
しくお願い申し上げます。
既にご案内のように，２年後で
ございますが，平成２７年に同窓会
創立１２０周年を迎えることになっ
ております。現在，その準備会を
立ち上げまして，種々準備に入っ
ております。創設者であります
高山紀齋先生，血脇守之助先生た
ちは，本当に強い向学心に燃えて
おりまして，歯科医師というもの
は学識を積むことによって人々を
幸せにすることができ，それに
よって歯科医師が尊敬を得ること
ができるという，強い信念のもと
に学生教育に取り組んでおられま
した。
東京歯科大学の同窓会として，
この創立１２０周年を記念し，テー
マを決めようということで，準備
委員会で種々検討しておりまし
た。テーマといたしまして，「同
窓会創立１２０周年 医はこれ済生ひ

とへに仁なり 伝統そして未来への
飛躍」と決めました。共に助け合
い，学び合い，人間性を高め合っ
ていく血脇イズムを，これから続
く後輩たちに伝えていきたいと
思っております。
今日は，同窓のお二人の国会議
員にご出席いただいておりますけ
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れども，島村 大先生は夏の参議
院選挙におきまして，全国の皆さ
ま方の支援を受けて全国１位の得
票数を得て，見事当選しておりま
す。また，昨年の総選挙におきま
しては，千葉県の平成１２年卒業の
白須賀貴樹先生が見事衆議院に当
選しております。現在，お二人と
も議員活動を大変活発に行ってお
られます。
お二人の同窓会員を衆参両院に
おられる同窓会は他にございませ
ん。同窓会としましても，また同
窓の皆さまも，今後とも是非この

お二人へのご支援を賜わりたいと
思っております。
今後の同窓会の活動ですけれど
も，同窓会の活動の精神的支柱に
なるためにということで，現在，
同窓会アカデミア構想というのを
立ち上げております。これからの
歯科界でますます活躍してもらう
人材を育てるということを主たる
目的として，活動が始まっており
ます。是非ともこのアカデミア構
想を充実させまして，今後の同窓
会を担う人材を育てていきたいと
思っております。

先程お話ししましたように，財
政状態は，支部会員が減少したこ
とによります同窓会本部の財政状
態も，大変厳しくなってございま
す。しかしながら，経費を削減し
ながら，なおかつ同窓会活動はさ
らに活発化しようと思っておりま
す。それには皆さま方の絶大なる
ご支援が必要でございます。どう
ぞ今後ともよろしくお願い申し上
げます。
本日はお集まり，どうもありが
とうございました。（拍手）

金子 譲理事長

１５分というお時間をいただいて
いますので，それに沿っていきた
いと思います。
昨年の内容はお手元にある議事
録に記載されていますので，併せ
て読んでいただきたいと思いま
す。
法人の役割は，学校の経営とい
うことですが，経営をどう解釈す
るかで，法人の役割が機能的にも
だいぶ変わってくる可能性がござ
います。基本的には財務，人事で
すが，財務戦略の中でも，大学の

運営をどのように考えるかとい
う，非常に大きな，根源的なテー
マがございます。私立学校法に明
確に謳われてはおりますが，運営
の仕方は各大学によって違ってい
るという実態がございます。可及
的永続性のある，大学としての機
能がニュートラルになる仕組みを
つくることが大事だろうと思って
いるところです。
大学の役割は，教育，研究，東
京歯科大では診療と，三つありま
すが，先程専務理事からも国家試
験の良い成績のことをお話しいた
だきましたが，国家試験の成績
は，教育そのものとイコールでは
ありません。国家試験は歯科医師
になること，あるいは研究者にな
ること，その両方の目的のため，
言ってみればその手前のハードル
にすぎないのです。
今日の制度により国家試験の難

度が非常に高くなっていますが，
学生さんを預かる大学の役割とし
ては，それをクリアしなければ，
次に行けないということです。こ
れが目的になっては予備校と同じ
になりますので，大学は国家試験
の合格は一つの手段だということ
をはっきりとしておかなければな
らないと思います。
教育においても，学生は研究力
のある大学，あるいは臨床力のあ
る大学で学ぶということが大事
で，もともと大学は知の伝達と知
の創造の場と言われていますが，
どちらかというと国家試験は知の
伝達ということになります。そし
てもう一つの大事なことは創造で
す。この創造は，学んだ知を基に
して創られるものですから，本学
としてはこの充実が非常に重要だ
と思っています。教育力，研究
力，臨床力を高め，更に国際的な

東京歯科大学の現況
大学法人の使命
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力をつけていくということです。
お手元にお配りした資料に１月
から今日までの事業の主だったも
のが記載してあります。人事では
井出吉信学長の再任があり，石井
拓男副学長，一戸達也副学長，井上
孝千葉病院長，西田次郎市川総合
病院長，矢島安朝水道橋病院長，
田﨑雅和大学院研究科長が寄附行
為に基づく学務役職者でございま
す。
移転事業で今までに支出した費
用が，一番後ろのページの前面の
ところに出ています。そこには，
一次計画，二次計画の予定にはな
い，ビルも含めた土地の購入も記
載してあります。現状では，約１９６
億円でございます。その中の鶴屋
ビルが２２～２３億ですが，これは今
後３０～４０年たつと，現TDCビル
（本館校舎）も建て替えというこ
とになりますので，その事を見据
えて鶴屋ビルの購入を決めまし
た。坪数にしてあと２００坪位を購
入すれば，そこに大きな建物が建
てられるだろうと考えています。
大事なことは，稲毛の今後のこ
とですが，病院は現状のまま数年
維持していくということになろう
かと思います。ただ，最終的な形
態というものは，まだ決まってお
りません。病院以外の部分につい
ても決まっておりません。二次計
画の目処がたちましたから，それ
を俎上に載せていく段階になろう
かと思います。
いずれにせよ大きな借金はいた
しません。今後の経済を考える
と，借金は非常に不安定な要素に
なりますので，基本方針を決めた
上で，いろいろな情報を，いろい
ろな面から精査・検討した上で，

理事会として決定していきたいと
思っております。
資料の２枚目に２４年度決算がご

ざいますが，収入が約２６５億で
す。これは例えばある単科歯科大
学と比べると，およそ３倍近い額
だと思います。この中で，学生さ
んの納付金は，東京歯科が一番高
く，４５億でありますが，総収入に
占める割合では２割を切っていま
す。前述の歯科大学は，学生さん
の納付金は，たしか総収入に占め
る割合が６割ぐらいだと思いま
す。一般大学では７割，８割で
す。東京歯科は，単科の大学です
が，市川総合病院が，きわめて大
きな収入をあげています。反面，
大きな投資も必要ですから，この
運営に関しては非常に細心の注意
が必要だろうと思っています。
同時に，歯科病院は，教育施設
と付随したもので，赤字は当たり
前だと先生方も思っていらっしゃ
るかもしれませんが，やはり病院
は単独の施設としての収支が合わ
ないといけません。法人としては
今後の課題と位置づけておりま
す。
広報活動は法人として大事だと
思っております。資料の最後に，
「週刊東洋経済」の記事について
記載がありますが，全国の国公私
立大学の総合評価として，東京歯
科はなんと２０位です。考えられな
い順位です。この考えられない順
位，実は間違っていまして，やは
り考えられなかったのですけれど
も（笑），何が間違っていたかと
申しますと，独自の事業収入に本
来は除外されるべき病院収入を入
れて計算しています。７０数％と
なっていますが，２０数％位になり

ます。
しかし，１１項目の中の１項目で

すから，最終的な総合評価はそれ
ほど落ちないと思っています。ポ
イントをどう数えるかは記載され
ていませんが，８００校中，トップ
５０には入っているだろうと思って
おります。従来からしっかりした
大学という評価はいただいており
ます。
先ほど井出学長からもお話しが
ありましたが，まだまだ研究，診
療の面でも行わなければいけない
点が多々あるということですの
で，先生方からも忌憚のないご意
見をいただきたいと思っていま
す。これからが出発ということで
す。
特に東京歯科大学の受験生の多
くは，国立と医学部を併願してい
ます。この点でも競争がありま
す。さらに，将来の歯科を考える
と，医師の増加により，口腔外科
や歯科麻酔等の重複した診療の領
域は非常に強く主張してくると思
います。これは歯科が自分たちで
守らないといけないところですか
ら，それには教育を支えるための
研究が基盤になります。歯科医療
の発展にどうしても必要なところ
ですから，大学から研究を除くわ
けにはいきません。今後の戦略と
いうことも考えて，市川総合病院
での歯科の充実が，将来の競争と
いう面で非常に大きな役割があろ
うかと考えているところです。
以上です。どうもありがとうご
ざいました。（拍手）
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一戸達也副学長

金子理事長に続いて井出学長が
お話をされるところですが，本日
は公務のため，代役でお話をさせ
ていただきます。
本題に入る前に，１１月９日（土）

に行われた推薦入学選考について
ご報告させていただきます。推薦
入学選考は一般公募と指定校推薦
を合わせて例年よりも２０名程志願
者数が減ってしまいました。しか
し，平均点は昨年をかなり上回る
結果となり，優秀な学生が集まっ
てきてくれているのではないかと
考えています。推薦入学選考の場
合，合格すると他の大学へは行け
ません。東京歯科大学の入学試験
に上位で合格できる受験生は医学
部にも合格する学力がありますの
で，推薦入学選考で合格すると医
学部には行けなくなってしまうこ
とも志願者が減ったことにつな
がっているのではないかと分析し
ています。
さて，本題に入ります。「水道

橋移転とこれからの東京歯科大学
が目指すもの」というタイトルで
はありますが，本日は，現在，わ
が国が歯科医学教育に対してどん
なことを考え，どのようなことを

行おうとしているのか，また導こ
うとしているのか，そして東京歯
科大学はどのように対応していく
必要があるのか，というお話をさ
せて頂きたいと思います。大学評
価・学位授与機構 荻上紘一先生
が，平成２１年４月３０日に日本学術
会議の「質保証枠組み検討分科
会」において「高等教育の質保
証」という講演をされました。そ
の際の資料を参考にしながら説明
させていただきます。
ご存じのように，現在は大学全
入時代と言われており，大学とし
てどのように教育の質を保証し，
有為の人材を世の中に出していく
かが問われるようになっていま
す。その昔は，大学が自己点検や
評価をしていれば良かったのです
が，最近はそれでは足りないとい
うことで，第三者評価を含めた
色々な取組が行われています。そ
の中に認証評価制度があります。
認証評価制度とは，平成１６年４月
に施行され，国公私立のすべての
大学，短期大学，高等専門学校は
定期的に文部科学大臣の認証を受
けた評価機関による評価を受ける
という制度です。最初に大学等が
自己点検・自己評価を行い，それ
を基に第三者評価を受けるという
ことから，認証評価制度と呼ばれ
ています。評価結果を踏まえて大
学等が自ら改善を図ること，ま
た，評価結果が公表されることに
より大学等が社会による評価を受
けることが目的として挙げられて
います。大きく分けて機関別認証

評価と分野別認証評価があり，最
初は機関別認証評価から始まりま
した。８月３１日の水道橋校舎竣工
記念式典に来賓としてご出席いた
だいた明治大学の前学長の納屋廣
美先生は文部科学省から認証され
た評価機関の一つである大学基準
協会の会長で，東京歯科大学は大
学基準協会の機関別認証評価を７
年に１回受けています。しかし，
総合大学では多数の学部があるた
めに，機関別評価だけではそれぞ
れの学部に対する自己点検・自己
評価や第三者評価はどうしても内
容が薄くなってしまいます。その
ために専門分野別認証評価が注目
されるようになりました。専門分
野別認証評価制度は，最初は法科
大学院がその対象となりました。
現在，「歯学教育の改善・充実
に関する調査研究協力者会議」を
文部科学省が設置しています。歯
学教育の質向上を目的として様々
な取組を行っています。その中
で，歯学教育認証評価の試行とい
うことで，平成２４年度から５年計
画で歯学教育に関しても専門分野
別の認証評価の仕組みを作ること
がトライアルで始まっています。
東京医科歯科大学・新潟大学・九
州歯科大学・大阪歯科大学・東京
歯科大学の５校が幹事校となり，
認証評価のスタンダードの案を考
えているところです。今年度中に
２大学がトライアルでの認証評価
を受けますが，恐らく来年度には
東京歯科大学もトライアルでの認
証評価を受けることになると思い

東京歯科大学の現況
水道橋移転とこれからの東京歯科大学が目指すもの
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ます。
歯学教育の認証評価制度と比べ
てもっと切羽詰った状況なのが，
医学教育の認証評価制度です。ア
メリカでは，国外の医学部卒業生
に対してアメリカの医師国家試験
の受験資格を審査するECFMG
（Educational Commission for
Foreign Medical Graduates）が，
米国の医師国家試験については，
１０年後の平成３５年からアメリカ医
科大学協会または世界医学教育連
盟の基準によって認証を受けた医
学部卒業生以外の受験を認めない
との通知を出しています。これを
受けて，昨年，東京女子医科大学
が日本では初めて，海外の評価者
を招いて第三者評価を受けたとい
う経緯があります。卒業した大学
によってはアメリカで医師国家試
験を受けられなくなるという可能
性が出てくるため，すべての医学
部が共同して急いで対応を進めて
います。
歯科の方はまだそこまでの状況
ではないものの，イギリス・ドイ
ツ・アメリカは認証評価の仕組み
がありますし，マレーシア・香港
などアジアの各国や地域も独自の
認証評価制度を作っています。韓
国ではアメリカの認証評価制度に
そのまま乗ってしまおうというよ
うな動きもあります。そのような
中で，日本はまだ認証評価をトラ
イアルで行っているところですの
で，早急に歯科医学教育の認証評
価制度の仕組みを作っていかなけ
ればいけないところに来ているの
が現状です。つい先日，日本経済
新聞朝刊に，東京工業大学の学長
がカリフォルニア工科大学に行っ

て単位互換を申し入れたところ断
られたという記事が掲載されてい
ました。工学系の教育は JABEE
（Japan Accreditation Board for
Engineering Education）という認
証評価制度があり，この JABEE
で認証されている東京工業大学で
すらアメリカの基準に照らして不
十分であったということです。こ
のように，世界は分野別認証評価
という第三者評価制度を極めて重
要視しているのが現状です。
各国が教育のプログラムの中で
特に前面に出しているのが患者の
保護，あるいは患者のケアです。
その一方で，それぞれの国の保険
制度や歯科医療の状況が異なりま
す。アメリカであれば，学生が診
療すればほとんど無料に近いよう
な金額で診療が受けられ，東南ア
ジアに行けば学生の手を借りてで
も虫歯の治療をしなければいけな
いので，学生は多くの症例を経験
できます。背景となる社会情勢が
異なり，日本ではそのまま受け入
れられないと思いますので，日本
の実情に合った仕組みを考えてい
かなければいけないと考えていま
す。
アメリカの場合には，CODA

（Commission on Dental Accredi-
tation）という機関があります。
これはアメリカ歯科医師会の中に
ある機関ですが，連邦政府が認め
た唯一の歯学教育認証評価機関で
す。つまり，アメリカ歯科医師会
が歯学教育の認証評価制度を請け
負っているということになりま
す。先日，文部科学省からの派遣
で，CODAのミーティングに参
加するためルイジアナ州ニューオ

リンズに出張しました。CODA
の場合，卒業時に最も重要視する
のがコンピテンシーです。コンピ
テンシーというのは，歯科医師の
歯科医師たる資質というか，すべ
ての能力を含んだ全体像です。高
いコンピテンシーを持った歯科医
師を輩出するためのプログラムを
大学が責任を持って構築している
のかどうかをCODAが評価し
て，その大学の歯学教育プログラ
ムを認証するということです。
日本が世界から取り残されガラ
パゴスの歯科医学教育となっては
なりません。日本版の適切な歯学
教育の認証評価システムを早急に
構築しなければならないと感じて
います。文部科学省も本腰を入れ
ています。まだトライアルの段階
ですので，これからいろいろと変
化や動きがあるかと思います。機
会のある際にご報告させていただ
きます。
東京歯科大学はお陰さまで，２
年連続で国家試験の総合一位を
とっております。コンピテンシー
ということを考えれば，国家試験
に受かるのは当然で，それだけで
なく，歯科医師として高い資質を
備え，地域の，或いは日本のリー
ダーになる歯科医師を輩出するの
が東京歯科大学の使命であるはず
です。この精神は，高山紀齋先
生，血脇守之助先生の時代から
脈々と続いている姿勢だと思いま
すので，われわれ教職員もなお一
層の努力をして参りたいと思いま
す。同窓の先生方も，引き続きご
支援を賜りますようお願いいたし
ます。
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平成２５年１０月２６日（土），パシ
フィコ横浜 アネックスホールに
おいて，鶴見大学歯学部同窓会の
当番で，「第６０回 全国歯科大学同
窓・校友会懇話会（全歯懇）」が，
石井みどり参議院議員・日歯・日
歯連盟・大学からのご来賓の先生
方を含め約１４０名の出席者で開催
されました。「全歯懇」は，Ｓ５３
年秋より全国の同窓会・校友会
（全国２９校の２８同窓会・校友会）
が一堂に会し，当番校の主催によ
りＨ１５年の「第５０回」まで年２回
開催され，Ｈ１６年からは年１回開
催されております。
本同窓会から，矢﨑秀昭会長・
宮地建夫副会長・臼井文規常任理
事が出席し，午後１時３０分より５

時３０分まで懇話会が開催され，
「歯科界の総力結集のために―歯
科医師会・連盟組織と同窓会・校
友会の連携について―」をテーマ
とし，１）趣旨説明 ２）アンケート
報告 ３）日歯・日歯連盟の会員対
策についての後，協議に入り，１８
校から現状説明等があり，本同窓
会からは，矢﨑会長より，現況報
告等がなされました。組織率を向
上させるには，関係団体（大学を
含む）の連携が必要との意見の一
致が確認されました。
昭和大学歯学部同窓会が，Ｈ２６
年４月１９日に，創立３０周年（帝国
ホテル），東北大学歯学部が，Ｈ
２７年５月２４日に大学創立５０周年・
同窓会創立４０周年（仙台），北海

道医療大学歯学部同窓会が，Ｈ
２６年９月１３日に，創立３０周年（札
幌），広島大学歯学部が，Ｈ２７年１０
月１０日に創立５０周年，九州歯科大
学同窓会が，Ｈ２６年５月１０日に，
創立１００周年祝賀会を開催する旨
の報告がありました。
次々回（Ｈ２７年）の当番校は，
大阪歯科大学同窓会に決定し，次
回は，大阪大学歯学部同窓会の当
番で，Ｈ２６年１１月８日（土）に開
催予定です。
６時より，懇親会が開催され，
来賓として，同窓でもある横浜市
歯科医師会会長の杉山紀子先生，
参議院議員の島村 大先生が挨拶
をされました。

第６０回「全歯懇」が開催されました

矢﨑会長（右）と宮地副会長 懇話会会場風景 懇親会で挨拶する島村 大先生

懇親会にて，宮地副会長（中央）杉山紀子先生・村田鶴見大学歯学部
同窓会会長・矢﨑会長

懇親会会場風景
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会務アラカルト

医はこれ済生ひとへに仁なり

伝統そして未来への飛躍

同窓会創立１２０周年記念事業の
メインテーマです。平成２５年度評
議員会での冒頭会長挨拶で矢﨑
秀昭会長より発表されました。準
備委員会（高橋利武委員長）では
メインテーマの候補を数多く上
げ，さらに投票により６つに絞
り，最終決定を会長にゆだねてい
ました。『発表は評議員会の会長
挨拶で』となり，評議員会当日，
会長より粛々とメインテーマが発
表されました。 これから２年
間，９，０００同窓の目がこのメイン
テーマに集り，平成２７年度には全
国で創立１２０周年を祝ってもらい
たいものです。

東京歯科大学同窓会創立１２０周年
記念事業
さて１２０年前に戻ります。江戸
から明治，虫歯も歯周炎もありま
した。抗生物質，麻酔もない時
代，歯の治療は口中医，開業歯科
医，大道芸人，香具師などいろい
ろな人が携わっていました。しか
し，中には立派な医術を提供する
人もいましたが，大方は武士崩れ
であったり，まやかし的なものが
ほとんどで，今から思うと歯の痛
みがどれだけ多くの人々を悩ませ
たか想像できます。明治１６年頃に
なり医術開業試験制度が始まり，
以前までの徒弟制度とか個人教授
の時代から講習をうけて試験に臨
むようにと変わってきました。そ
んな時代背景に高山紀斎先生が登
場します。明治の早い時期からア

メリカにわたり歯科医業を身につ
け免許を取得して明治１１年日本に
帰ってきました。銀座に開業し，
当時の最先端の歯科医学を日本に
持ち込んだのです。そして，明治
２３年高山歯科医学院を設立し，単
に歯科医としてのみではなく，歯
科医業を歯科医学の形で教育，研
究として広く日本に広めていった
のです。まさに現代の歯科の発展
は高山先生なしでは語れないので
す。
高山歯科医学院が設立して５年
後の明治２８年６月，血脇守之助先
生らの働きかけで高山歯科医学院
院友会がスタートしました。会則
や役員をさだめ同窓会としてス
タートし，１２０年の歴史の流れに
のって今の東京歯科大学同窓会に
つながってきます。初代院友会会

長である高山先生，その後長い間
会長，会頭を務められた血脇先生
は東京歯科大学の創始者というだ
けではなく，歯科界にとってその
偉業は計り知れないものです。先
に述べたように歯科医学として歯
科を確立し，大日本歯科医会を結
成し当時の日本の歯科医療制度に
とってのシンクタンクの役割を果
たせるようにし，また明治３９年の
歯科医師法の制定により，当時
まったくゼロであった歯科医の地
位を高め現代の我々歯科医の立ち
位置を築いていただきました。
高山先生と血脇先生のスピリッ
ツは歴史上の話ではなく，今日の
東京歯科大学を卒業した同窓の血
にも伝わっています。「血脇イズ
ム」，「私学の力」，「高尚な歯科医
学」，「歯科医師の前に人間た
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れ」，どれをみても，ほとんどの
同窓が自分にも伝わっているのに
気がつき誇りに感じることと思い
ます。同窓会創立１２０周年記念事
業準備委員会では，脈々と伝わる
高山・血脇スピリッツをもう一度
見つめなおし，若い先生方にも伝
え，未来への飛躍へとつなげても
らいたいと期待します。準備委員
会では記念誌の発行，記念式典，
記念講演，祝賀会を予定していま
す。日時は平成２７年１１月２９日（日）
を予定しています。血脇記念ホー
ルでの式典と記念講演会。そして
東京ドームホテルで記念祝賀会を
開催する予定にあります。平成２７
年に全国各地域で同窓会１２０年の
歴史を祝う企画が開催されるよう
お願いいたします。

TDCAアカデミア構想
創立１２０周年記念を機に新しい
同窓会事業がスタートします。ア
カデミア構想です。簡単に言いま
すと，同窓会は同窓の相互の親睦
や大学への協力を主たる目的とし
ていますが，これに加えて「人材
育成，すなわち歯科界をリードす
る歯科医づくり」も目指そうとい
うものです。“制度に関わる分野
で活躍する人材，品格と高い技術
をもった歯科医を育てよう”とい
う具体的な目標のもと，同窓会が
一種の学び舎として，そして生涯
研修を応援する場として，同窓会
自体がアカデミアになれるように
という構想です。血脇先生の挨拶
の中で同窓会について「一種の学
術的研究団体と致して毎年一回同
窓の者が寄集って互いに研究し
合ったところで発表するとか若し
くは討論などを致し…，重ねてこ

の機会を利用して東西南北に散在
しておるところの同窓が集まって
昔話を談り合うという組織にした
い」とありますように，このアカ
デミア構想こそが高山・血脇両先
生がもっていた同窓会の設立の思
いに近いのではと考えられます。
特に母校では２年連続国家試験合
格率第一に輝き，また合格者数も
約１３０人と他校では果たせない素
晴らしい教育を行い歯科医を社会

に送り出しています。この若い金
の卵を輝く歯科医として成長でき
るよう生涯応援をしてゆこうとい
う使命を背負います。まだ構想で
して，年々夢は膨らみ，その企画
もはっきりとしてくるでしょう。
そんなアカデミア構想を２年後の
同窓会創立１２０周年記念事業とし
て「アカデミア宣言」を予定して
います。光輝く同窓会の将来にむ
かって各委員会が動き出しまし
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た。具体的な内容について少し触
れてみます。

歯科医政のプロフェッショナルづ
くり

今まで保険情報を提供してくれ
ました保険委員会を社会保障制度
研究委員会と改名し，健康保険制
度に限ることなく社会保障制度と
いう大きな視点で歯科保健・医療
のあり方を研究し，将来のあり方
を考えるようにしてもらいます。
歯科保健・医療制度についての専
門家集団を構成し，シンクタンク
的な機能のみならずそこに参加す
る同窓がいろいろな専門分野で活
躍できるよう目指します。“東歯
○○塾”なんて噂され，同じ様な
ものが他校同窓会にも誕生するよ
うになれば願うところでありま
す。インターネットの時代にあ
り，全国多くの同窓がかかわりを
持てるよう思案中です。

臨床家づくり

“大学卒業後の何年かの臨床・
社会経験がその後の歯科人生に大

きな影響を持つ”と言われていま
す。同窓会アカデミアに来れば，
臨床を教われるし，いい先輩に出
会えるし，その他いろいろな情報
もゲットできる。こんな生涯臨床
研修の場としても考えています。
準備委員会では，いろいろな少人
数制の研修コースを企画していま
す。単にセミナーを開催するだけ

ではなく，目的をもったカリキュ
ラムを考え，同窓個々に接し手の
ぬくもりをお互いに感じながら
トップデンティスへと導きます。
現在，症例検討会，医療トピック
ス，リベラルアーツ，同窓オフィ
ス見学などいろいろな候補があげ
られています。

アカデミアをインターネットで調べると
三省堂大辞林によれば［（ラテン）academia］とあり，その意
味は
⑴ 学園。学究生活。
⑵ ⇒アカデメイア
とあり，アカデメイアをさらに調べると，本来古代ギリシアの
アテナイ北西部郊外にあった神域であり，紀元前３８７年，プラ
トンがここに学園を開設したため，この地名「アカデメイア」
がそのまま学園名として西暦５２９年までその歴史は継承された
そうです。その後アカデメイアが学校として有名だったことか
ら，ヨーロッパでのネオプラトニズムの隆盛と相まり，高度な
研究ないし教育機関をこれに因んでアカデミー（academy），
アカデミカ（Accademica）などと名付けられるようになった
とのことです。（フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipe-
dia）より』）

高山歯科医学院
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第４回理事会

平成２５年９月１４日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３０名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
猛暑もやっと落ち着いてきた。新校舎竣工式の出
席ご苦労様でした。２０２０年のオリンピックが東京開
催に決まり，日本の状況が上向くことが期待される
が，母校の移転がその動きに合わせたものとなるよ
う願っている。日本歯科医師会，東京都歯科医師会
に対して，母校が水道橋に戻ったことを，今後大き
くアピールしていきたい。
現在，都内の歯科大学は，どこも苦しい状況が続
いている。その中で母校が確かな地位を保っていく
ためには，さらなる寄付の協力が必要である。募金
の締め切りを来年３月まで延長することにしたの
で，各支部に対し周知とお願いをしていただきた
い。
１１月には評議員会を迎える。本日は今執行部の重
点テーマである若手支援の拡充に向けた予算案を提
出するが，緊縮財政の中でいかに事業を活性化して
いくか，ご意見をいただきたい。本執行部が有終の
美を飾れるよう，ご協力をお願いする。

黙 祷
世田谷支部・森田敏弘氏はじめ９名のご逝去を悼
み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２５年７月２８日から平成２５年１２月２４日までの
日程を報告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①逝去会員について，規定に
より弔慰共済金を支給した旨の報告。②平成２５
年度支部別会員数の報告。③会費，共済負担金
納入免除願いが４件提出され受理した旨の報

告。④罹災報告が１件提出され，罹災共済金を
支給する旨の報告。⑤厚生委員会報告。⑥ゴル
フ大会委員会報告。⑦母校創立１２０周年記念事
業募金状況報告。⑧情報ネットワーク推進会議
報告。⑨会務検討特別委員会報告。⑩同窓会・
会務運営協議会報告。⑪東日本大震災対策部会
報告。⑫会員管理システム検討委員会報告。⑬
同窓会創立１２０周年記念事業準備委員会報告。
⑭会則第２４条第３項による参与について説明お
よび報告。
⑵ 会計部：①原監事より平成２４年度東京歯科大
学同窓会監査会について報告。②地域支部連合
会学術講演会助成金の支出について１件報告。
③支部・地域支部連合会学術講演会講師派遣交
通費の支出について４件報告。④支部加入促進
費の支出について３件報告。⑤東京歯科大学水
道橋キャンパス竣工のお祝い金について報告。
⑥平成２５年度８月末現在現況報告。
⑶ 渉外部：①渉外部委員会報告。
⑷ 広報部：①広報部委員会報告。②同窓会HP
アクセスレポート報告。
⑸ 事業推進部：①事業推進部全体委員会，企画
会議報告。②学術委員会報告。③TDC卒後研
修セミナー２０１３報告。④TDC卒後研修セミ
ナー２０１４について説明，報告。⑤全国歯科大学
同窓・校友会学術担当者連絡会報告。⑥学術事
業交流についての協議会報告。⑦保険委員会報
告。⑧大学連携委員会報告。⑨シンクタンク委
員会報告。⑩若手ネットワーク委員会報告。
以上の会務報告について，全て承認。

各地域選出理事報告
四国・久保田理事，九州・田部理事より書面にて
報告。北海道・佐藤理事，信越・阿部理事，東海・
太田理事，北陸・加藤理事より地域支部連合会開催
のお知らせ。
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協議事項
⑴ 推薦会員退会願いについて１件承認。
⑵ 財産（備品）廃棄処分について処分案を承認。
⑶ 平成２６年度入会金・会費について承認。
⑷ 平成２６年度共済負担金について承認。
⑸ 次年度の理事会・常任理事会の日程を承認。
⑹ 評議員選出の際の経過措置および評議員のあり
方について，会務検討特別委員会の答申および提
案を協議。執行部の考え方を取りまとめる方向で
継続審議。
⑺ 東京歯科大学同窓会緊急時代診制度について，
今後の方向性について見直しを提案，承認。
⑻ 血脇記念基金，同窓会基金二つの基金を一元化
し，新名称とそれに伴う会則改正案を提案，承
認。
⑼ 同窓会創立１２０周年記念事業について，準備委
員会での進捗状況と次年度に組織される実行委員
会に引き継がれる内容を承認。
⑽ 同窓会アカデミア構想について，２７年度実施に
向けて準備委員会を組織して実現化を図る旨の提
案，承認。
⑾ 東京歯科大学同窓会平成２６年度事業計画（案）
を提案，承認。一部文言の訂正については会長一
任。
⑿ 次年度より旅費日当を変更することを提案，承
認。役員については，本年度１０月１日より実施す
るものとする。
⒀ 東京歯科大学同窓会平成２６年度収支予算（案）
について，一部修正のうえ承認。ただし，今後多
少の変更もありうるので，最終的には会長一任と
する。
⒁ 名誉会員推薦案を承認。
⒂ 平成２５年度東京歯科大学同窓会評議員会・総会
日程（案）について承認。
⒃ 平成２５年度東京歯科大学同窓会評議員会議案に
ついて承認。ただし，文言等の修正については，
趣旨を逸脱しない範囲で会長一任。
⒄ 平成２５年度東京歯科大学同窓会評議員会協議題
について承認。
⒅ 平成２５年度東京歯科大学同窓会総会議案につい
て承認。

第５回理事会

平成２５年１０月１２日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ２９名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
あと１か月後に評議員会が迫ってきた。同窓の６
割が千葉校舎の出身者となった今日，以前と比べて
同窓会，歯科医師会に対する考え方が変わってきて
いるように思われる。本執行部の大きなテーマ若手
連携は，難しい問題をはらむ中，今後の同窓会の在
り方に大きな影響を及ぼすことなので，今後ともさ
らに推進に努めてもらいたい。理事，委員の努力に
よって，次第に目に見えた形になって来ているもの
と確信している。
今年度も各地域支部連合会，支部総会等にお招き
いただいたが，地域支部連合会長，支部長各位が会
員をよくまとめておられることを実感している。大
学を支援していく姿勢に改めて御礼申し上げる。新
入会員対策も地域で具体的な取り組みをして成果を
上げているところも見受けられる。今後ともよろし
くお願いする。
大学はすでに水道橋で動き始めている。来週には
東歯学会が，１０月下旬には東歯祭が催される。東歯
祭については同窓会からも支援していく。また今後
も大学に対する寄付のお願いも継続していきたい。
評議員会が恙なく終えられるよう協力をお願いす
る。

黙 祷
世田谷支部・伊奈敏生氏はじめ１０名のご逝去を悼
み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２５年９月１７日から平成２５年１２月２４日までの
日程を報告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①逝去会員について，規定に
より弔慰共済金を支給した旨の報告。②会費，
共済負担金納入免除願いが１件提出され受理し
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た旨の報告。③共済負担金納入免除願いが１件
提出され受理した旨の報告。④厚生委員会報
告。⑤ゴルフ大会委員会報告。⑥母校創立１２０
周年記念事業募金状況報告。⑦情報ネットワー
ク推進会議報告。⑧会務検討特別委員会報告。
⑨同窓会・会務運営協議会報告。⑩東日本大震
災対策部会報告。⑪会員管理システム検討委員
会報告。⑫同窓会創立１２０周年記念事業準備委
員会報告。⑬アカデミア構想準備委員会報告。
⑭平成２５年度評議員会議案，協議題について説
明および報告。
⑵ 会計部：①支部・地域支部連合会学術講演会
講師派遣交通費の支出について２件報告。②地
域支部連合会ゴルフ大会カップ代の支出につい
て１件報告。③支部加入促進費の支出について
２件報告。④東歯祭のお祝い金支出について報
告。⑤歯学体同窓会会長賞支出について報告。
⑥平成２５年度９月末現在現況報告。
⑶ 渉外部：①渉外部委員会報告。
⑷ 広報部：①広報部委員会報告。②同窓会HP
アクセスレポート報告。
⑸ 事業推進部：①事業推進部全体委員会，企画
会議報告。②学術委員会報告。③TDC卒後研
修セミナー２０１３報告。④TDC卒後研修セミ
ナー２０１４について説明，報告。⑤学術事業交流
についての協議会報告。⑥保険委員会報告。⑦
大学連携委員会報告。⑧シンクタンク委員会報
告。⑨若手ネットワーク委員会報告。
以上の会務報告について，全て承認。

各地域選出理事報告
東海・太田理事，北陸・加藤理事より書面にて報
告。

協議事項
⑴ 新進会員の会費徴収に銀行口座自動引き落とし
を次年度より積極的に導入したい旨の提案があ
り，承認。
⑵ 評議員選出の経過措置および評議員のあり方に
ついて執行部の意見を集約する旨の提案があり，
承認。内容については継続審議。
⑶ 平成２６年度事業計画，特にアカデミア構想につ

いて未確定な部分があり，執行部として具体的な
内容を固めていくために，関係委員会の取り組み
状況を見極めたうえで，理事会で協議を重ねる旨
提案，承認。内容の検討は継続審議。
⑷ 平成２５年度評議員会・総会前日の準備，当日に
運営について提案，承認。
⑸ 同窓会創立１２０周年記念式典・祝賀会の開催日
について提案があり，承認。
⑹ 大学への移転協力金の扱い，および同窓会１２０
周年記念積立に関する会計処理の変更について，
前回理事会で承認された事項の一部を変更する提
案があり，承認。
⑺ 評議員会に提出する予算案は消費税５％で計算
されており，その後２６年４月から８％となること
が決定したため，その対応について提案があり，
承認。
⑻ 「現職同窓会員国会議員を支える会（後援会）」
の提案があり，継続審議。

第６回理事会

平成２５年１１月１６日（土）午後２時
於 特別会議室
出席 ３３名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
早くも２年間が経過し，明日評議員会を迎える。
この間に大学の水道橋移転があり，役員各位にはご
苦労をおかけした。また事務局もこれから引っ越し
となり，次のステップに進むことになる。大学移転
に対する同窓会の寄付の協力は，役員各位の努力に
より，一定の効果が得られた。しかし目標にはまだ
隔たりがあること，また大学に対してさらに協力が
必要なことから，締め切りを延期しているので，地
域支部を回られた折にはもう一度協力のお願いをし
てほしい。
若手会員の支部離れが目立つことから，支部と連
携して，若手会員対策を行ってきた。今後とも若手
ネットワークの輪を広げていってもらいたい。少し
ずつでも成果が見えるようになってきているものと
確信しているが，さらに大学とも連携して準会員の
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うちに対策が施せるよう検討していきたい。人材育
成を目的とした所謂アカデミア構想も是非推し進め
ていきたい。
１２０周年記念事業の準備も進められており，メイ
ンテーマは明日の評議員会の冒頭の挨拶でご披露す
る予定でいる。評議員会のご協力，よろしくお願い
する。

黙 祷
愛媛県支部・中西憲正氏はじめ１１名のご逝去を悼

み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２５年１０月１２日から平成２５年１２月２１日までの
日程を報告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①平成２５年秋の叙勲受章者に
ついて４名報告。②逝去会員について，規定に
より弔慰共済金を支給した旨の報告。③罹災報
告が１件提出され，罹災共済金を支給する旨の
報告。④厚生委員会報告。⑤ゴルフ大会委員会
報告。⑥母校創立１２０周年記念事業募金状況報
告。⑦情報ネットワーク推進会議報告。⑧会務
検討特別委員会報告。⑨同窓会・会務運営協議
会報告。⑩東日本大震災対策部会報告。⑪会員
管理システム検討委員会報告。⑫同窓会創立１２０
周年記念事業準備委員会報告。⑬アカデミア構
想準備委員会報告。⑭同窓会HP執行部あてご

意見箱への投稿について報告。⑮次期執行部へ
の申し送り事項を取りまとめる旨の報告。
⑵ 会計部：①支部・地域支部連合会学術講演会
講師派遣交通費の支出について５件報告。②支
部加入促進費の支出について１件報告。③東歯
祭のお祝い金支出について報告。④平成２５年度
１０月末現在現況報告。
⑶ 渉外部：①渉外部委員会報告。
⑷ 広報部：①広報部委員会報告。②同窓会HP
アクセスレポート報告。
⑸ 事業推進部：①事業推進部全体委員会，企画
会議報告。②学術委員会報告。③TDC卒後研
修セミナー２０１３報告。④TDC卒後研修セミ
ナー２０１４について説明，報告。⑤学術事業交流
についての協議会報告。⑥保険委員会報告。⑦
大学連携委員会報告。⑧シンクタンク委員会報
告。⑨若手ネットワーク委員会報告。
以上の会務報告について，全て承認。

各地域選出理事報告
四国・久保田理事より愛媛県支部に係る同窓会報
掲載記事に対する支部内の反応と，今後の事業につ
いて報告。

協議事項
１）平成２５年度評議員会，第１１９回定時総会，懇親
会の運営について協議，承認。
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大山執行部で設置された東京歯科大学同窓会東日本大震災対策部会は矢﨑執行部にも引き継がれ，その
基本方針として
１）被災県同窓，支部との情報交換
２）同窓会報に情報掲載
３）支援金
を打ち出してまいりました。
平成２５年１１月２２日現在，東歯同窓会大震災支援金口への振込件数および振込金額は以下の通りです。
振込件数 ３４４件
振込金額 １８，１０３，９２７円

平成２３年度には第１回支援を６～７月に総額９５０万円，第２回支援を１０月に５００万円，平成２４年には第３
回支援を３月に２６０万円，第４回支援を１２月に８０万円支援させていただきました。そして本年度におきまし
ては１０月に１８万２，２２７円を福島県支部に支援することが出来ました。全国同窓からの熱い支援に対し心よ
りお礼申し上げます。
さて，平成２５年度評議員会において，福島県支部佐藤正矢支部長よりお礼の言葉を頂きました。ここで
はその時のご挨拶を掲載させていただきます。
更に鈴木一雄先生（昭和４８年卒）と佐藤 晶先生（平成１０年卒）からいただいた二編を掲載させていただき
ます。

福島県支部 佐藤正矢です。
東日本大震災及び原発事故に対
する福島県へのご支援に対し，お
礼を述べさせていただきます。
現在までに同窓会本部より，

７，２３２，２４７円のご送金を福島県支
部にいただきました。
また，２名の会員へ，１，５００，０００

円が直送されましたので合計
８，７３２，２４７円の支援金を被災程度
に応じて，会員へお渡ししており
ます。
また，井出学長におかれまして
は，本校在学中の避難された会員

のご子息に対し，震災直後に学費
免除を含み，手厚い保護をいただ
きましたことにも合わせて感謝申
し上げます。
震災より，２年８カ月が経過し
ましたが，今なお，２名の会員が
県外に避難されています。お２人
のお住まいがある双葉郡大熊町は
現在，月に２回の一時帰宅が許可
されていますが，１回の帰宅時間
は５時間と制限されています。
原発事故の責任を明確にしない
東電に対して，また，これだけの
大事故なのだから，高濃度の汚染

水が多少，太平洋に流出しても仕
方がない等の東電や国の対応に対
して私達，福島県民は憤りを感じ
ております。
今後の震災など，大規模災害へ
の対応に引き続きご尽力いただき
ますよう同窓会にお願い申し上げ
ます。
全国の同窓会員の皆様方からの
温かいご支援やお見舞いに対し，
心より厚く厚くお礼申し上げま
す。ありがとうございました。

東日本大震災対策部会

支援のお礼

福島県支部支部長 佐 藤 正 矢
（昭和５３年卒）
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柿盗人
震災前の気仙沼では水産加工場
で某国の研修生が研修しながら働
いていました。そして私の自宅近
くに水産加工場が借り上げたア
パートがありました。
某国の若者が増えるに従って畑
の被害が話題になり一晩で馬鈴薯
が一畝消えていたとか田圃の畔道
に置いていた物が消えたとかでし
た。我が家では春に竹林の筍被害
が増えたのです。道路沿にあるの
を盗られるのは気にしていなかっ
たのですが今までと違う盗人はき
れいに皮を剥いて中身だけ持って
行くのです。それも堂々と中に
入って広範囲に被害が及んでいた
のです。
秋になると柿の実が被害に遭っ
ていました。近所にも干柿用に分
けていたので皆さん気にかけてい
てある日ご近所さんから電話があ
りました。「女性二人が柿の実を
盗っている」とのこと。家内が見
たところ二人組は柿の実をリュッ
クとレジ袋に詰めていたそうで
す。
家内が「この柿の実は我が家の
物なので盗ってはいけない」と話
したところ，二人は「私達は記念
写真を撮っていたのです」と一人
が柿の木を指さし一人がカメラを
出してはいポーズとやったそうで
す。
家内が「その袋の柿の実はどう

したの」と言ったら袋の分だけ竹
藪の中に放り込んで逃げたとのこ
と。
帰宅した私が家内に「その二人
組の女性はどんなだった」と聞い
たところ「背がすらりと高い美人
だ」とのこと。私が「俺だったら
持って行っていいよと言ったな」
と言ったら，家内が怒ること怒る
こと。私はとんだ被害者です。
震災後某国の人々はあっという
間に帰国しその後畑その他の被害
は全くなくなりました。

畑
震災後我が家の近所の畑に新築
のアパートが立ちました。１０世帯
で駐車場内に１０個の物置付きで
す。
約半年で完成し昨日から入居者
を見かけるようになりました。そ
して昨年から我が家に入れ替わり
立ち替わりアパート経営のセール
スマンが来るようになりました。
断っても断っても同じ会社の別の
セールスマンが又来る始末。
内訳は相続対策のアパート経営
を勧める会社が２社でめげること
なくせっせと笑顔でやって来ま
す。
今年９月大手建設会社の社員が
２人訪れました。我が家が宮城県
に無償で貸した畑に仮設住宅を建
てた会社でした。大手建設会社の
訪問内容は仮設住宅が建っている

土地も含めた畑全体を売って欲し
いということでした。
この話しには家内共々顔を見合
わせて驚きました。話しを聞いた
ところ気仙沼市が建設会社に依頼
した内容が「災害公営住宅を土地
の買収から建設までを建設会社が
行い」これを気仙沼市が買い上げ
るということでした。
売却はしないがどうしても，と
いうなら賃貸を考えると返事をし
ました。しかし気仙沼市は土地の
賃貸は認めない方針が堅くて無理
とのこと。ちなみに仙台市は賃貸
は良いとのことなのでこれは各自

震災前と震災後のお話し

宮城県気仙沼市 鈴 木 一 雄
（昭和４８年卒）

同窓会の髙橋専務と高橋理事がお見舞
いに来た時の写真です。
２０１１年８月２５日撮影

今年９月から第１８共徳丸は解体リサイ
クルされ１０月にその姿を消しました。
２０１３年９月２０日撮影

東日本大震災対策部会
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治体の問題です。という訳でこの
話しは無事（←これ本音）お断り
しました。
仮設住宅の隣の畑は友人知人３
人に無償で貸して皆さん様々な作
物を作っています。その中のダイ
バー仲間は作った作物を隣の仮設
住宅に配って喜ばれていました。
ちなみに災害公営住宅も高台移転
も後数年進まない為仮設住宅の借
地１年延長が決まり宮城県は延期
分から借地料を支払うそうです。
その後あそこなら地主さんが売
るかもしれないと私が紹介した土
地に災害公営住宅が建つことにな
りました。
気仙沼市で民間委託の災害公営
住宅を建てることになったのは大
手２社だけです。

山のお話し

家内の父は若いころ将来孫が生
まれてその子の花嫁衣装になれば
と杉の生長に夢をもって岩手県の
山を購入していました。勿論当時
国策の「杉の木」を植えてしばら
くは山の手入れをしていましたが
その後安価な輸入木材に押され杉
の木は出番を失い長い間放置され
てきました。そして孫達は私を含
め杉花粉症に悩まされることに
なったのです。
震災後家内に電話がありまし
た。家内名義になった山の隣接地
が「震災稲わらの保管場所になっ
たので承知して欲しい」というも
のでした。

震災後山の話題はつきません。
家を流された人は高台移転の為の
道路作りと切り土が出来る近隣の
山を探しました。これには山の持
ち主の協力が必要です。現在市内
の高台ではあちこちで伐採が行わ
れ大型の重機が入って宅地造成が
普通に見られます。
ところで宅地造成地に貝塚が見
つかると教育委員会がアルバイト
を雇って小さなシャベルでこつこ
つと発掘作業が始まります。
と言うわけで大昔の人が住んで
いた場所に今の人が住むのは難し
そうです。

秋空のもとたくさんの重機が動いてい
ます。
２０１３年９月２７日撮影

東日本大震災の復旧で一番の問題は地盤沈下です。
気仙沼で約７４センチの地盤沈下です。
ここでは満潮時冠水するので道路だけ仮の嵩上げをしています。
住宅の基礎はまだそのまま残っています。
遠方の建物は嵩上げ工事のため全部撤去される予定です。
２０１３年１０月１０日夕方撮影

ただいま嵩上げ中です。
２０１３年１０月３１日撮影

基礎を取らないと嵩上げは出来ません。
２０１３年１０月３１日撮影

現在瓦礫は撤去され電信柱が立ち仮設
道路が出来。
土地の嵩上げ工事が始まっています。
２０１３年１０月１８日撮影

東日本大震災対策部会
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東日本大震災に際し，皆様に温
かい御支援を賜りましたことを，
この場をお借りして，深く心より
感謝申し上げます。そして，犠牲
になられた方々の御冥福をお祈り
申し上げます。被災された方々の
一日も早い復興をお祈り申し上げ
ます。

今日も電線の額縁から見上げる
空には，飛行機雲の不自然さが空
を濁していく。コンクリートの額
縁に仕切られた大地では，雑草扱
いの小さき花が名もなき微生物と
共に，切り裂かれた原子の哀しみ
を黙々と受け止め続けている。
ここ被災地もあれから二年半が
過ぎ，ようやく瓦礫も片付きわず
かだが復興の気配を感じてはいる
ものの，長引く仮設住まい，百年
単位の計が問われる防潮堤問題，
進まぬ町づくり計画，加速する人
口減少，風評被害等々あげたらき

りがないほど課題は多く，日々の
暮らしで精一杯の暗中模索が続
く。
一方，権力者は被災地どころか
国民をもよそに的外れな招致活
動，特定秘密保護法案でお口に
チャックの隙に，再稼働，TPP，
NSC，改憲，戦争へとシナリオ
どおり事を運ぶ。
あの日私達は地獄絵図の中でお
むすび一つと世界中の温かいお心
で今日も生かされていると体中の
細胞で理解したのに。
灯り一つない真っ暗闇で見たあ
の満天といつもと変わらぬ穏やか
な波音は無力な私に無条件の赦し
と生き方そのものを見つめ直せと
問うたのに。
月日が経ち元の生活が戻るにつ
れ，下座を忘れ，分かったつもり
になっていただけだったと益々，
己の無知，無力を思い知る日々
だ。このやるせない想いのひとつ

ひとつを何とかしてあやしてやり
ながら，またもう一歩踏み出そう。
量子論の仮説「人間一人一人の
意識，行動が宇宙全体に，瞬間瞬
間関わりあっている」を信じて。

追記：震災後，地元有志でNPO
法人を立ち上げ子供たちの未来が
明るくなるよう活動しています。
ホームページをご覧いただけまし
たら幸いです。
NPO法人 あすわ（ASWA）
http://aswa-as-world. jimdo.com/

「二年半が過ぎて…」

宮城県気仙沼市唐桑町 佐 藤 晶
（平成１０年卒）

太古より変わらぬ風景

震災当日の近所 ２年半後の同じ場所

東日本大震災対策部会
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東京歯科大学同窓会全国社会保険指導者懇談会

同窓会全国社会保険指導者懇談
会は，厚生労働省・日本歯科医師
会共催の社会保険指導者研修会終
了後に毎年開催されているが，今
年も平成２５年９月２７日（金）に東
京・一ツ橋の如水会館において開
催された。前日まで心配された台
風も通過し清々しい秋晴れの下，
全国各地で社会保険指導に活躍す
る６２名の同窓会員が出席した。
蛯谷剛文事業推進部常任理事の
開会の辞に続いて，矢﨑秀昭同窓
会会長が挨拶され，若手同窓の歯
科医師会未入会や同窓会費未払い
対策にも保険請求の指導が役立つ
とのお言葉をいただいた。続いて
冨山雅史日本歯科医師会常務理事
にご挨拶いただいた。
続いて，関川嘉昭事業推進部保
険委員会委員長を座長に，社会保
険診療報酬支払基金北海道支部・
副審査委員長の内田智幸先生（Ｓ

４４卒）を講師にお招きし，「保険
診療と審査について」と題してご
講演をいただいた。審査における
公平性，中立性の重要性と３者構
成のもつ意味について，支払基金
における支部間差異に対する取り
組みと社保・国保間での審査取扱
いの違いへの対応について，算定
日情報を中心とした電子レセプト
と紙レセプトでの差異など，いま
審査の現場でなにが問題となって
いるかを分かり易く説明していた
だいた。
引き続き行われた懇親会では，
相庭常人事業推進部保険委員会委
員の司会により，最初に井出吉信
学長にご挨拶をいただき，９月よ

り水道橋校舎での学生教育が本稼
働状態となった旨ご報告いただい
た。続いて中島信也日本歯科医師
会常務理事にご挨拶をいただき，
黒須 誠東京歯科大学臨床教授の
ご発声で乾杯の後，懇親会が開会
された。
懇談会の熱気は懇親会でも続い
ており，和やかな雰囲気の中にも
保険診療のあり方や審査のあり方
について活発な意見交換がなされ
ていた。
浮地文夫同窓会副会長の閉会の
辞によって，懇親会は盛会のうち
に終了となった。
（事業推進部保険委員会委員

南保秀行）

保 険
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TDC卒後研修セミナー２０１４の
プログラムが決まりましたのでお
知らせいたします。
２０１４の卒後研修セミナーは臨床
で身につけておきたい「知識」・
「技術」・「観点」をメインテーマ
としました。
歯科医療に対する社会的な注目
は，良きにつけ悪しきにつけ増し
てきております。そのような中，
私たちの取り組む歯科臨床におい
ては「知識」「技術」「観点」とい
う３つの要素があると考えてみま
した。
「知識」と「技術」は歯科医療
を施すうえで必要不可欠でありま
すが，「知識」「技術」とは別の視
点に立った，ものの見方，感じ
方，考え方といった「観点」も医
療には大切なことです。それら
が，それぞれ充実していくこと
で，患者さんと信頼関係を得て，
QOLを高めていくことができる
のではないでしょうか。TDC卒
後研修セミナー２０１４では，これら

３つの要素をしっかりとお伝えし
ていきたいと思います。
最初のセミナーは，４月２０日

（日）に開催されます「極めよう‼
外科小手術と顎顔面の解剖学」で
す。日々の診療で，ちょっとした
外科処置に不安や悩みのある先生
方もいらっしゃると思います。本
セミナーは，そのような先生方を
対象に口腔外科の臨床と解剖学を
リンクさせ，外科小手術を基本か
らブラッシュアップしていただく
ために企画しました。外科小手術
と，その部位の実際の解剖標本を
リンクさせることで，より理解を
深めることができる画期的なセミ
ナーです。
５月１８日（日）にはベーシック
セミナー「初診時に求められる診

査・診断のスキル」～Ｘ線写真か
ら始まる歯科診療のベーシック～
を開催いたします。スモールグ
ループディスカッションを通し
て，個の多様性，診査診断，経過
観察の重要性，生涯研修に対する
取り組み方などについて，自分か
ら考えを述べ，他の人の意見を聞
くことで新たな気付きを得るとい
う形で，今年のテーマの中でも特
に「観点」を研いていただく参加
型のセミナーです。また，日常の
診査に必要不可欠な“良いＸ線写
真”について充分に理解し，治療
頻度が高く画像診断との関連が深
い歯内療法についての講演もあ
り，明日からの臨床ですぐに活か
せるセミナーです。主に，卒後５
年以内の若い先生方を対象として

学 術

TDC卒後研修セミナー２０１４のご案内
TDC卒後研修セミナー２０１４

臨床で身につけておきたい「知識」・「技術」・「観点」
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企画しました。
６月２２日（日）の「診療の基本
技術」～日常臨床のHow to～，
９月２１日（日）に 開 催 さ れ る
「困った…！ 義歯の悩み解消しま
す」～あんなこと，こんなこと…
実際の症例を通して考えていきま
しょう～，この二つのセミナーで
は，日常臨床で遭遇するさまざま
な治療上のポイントについて，具
体的な解決法や手技などを学びま
す。毎日の私たちの臨床における
対応力を高め，治療のバリエー
ションが広がる内容のセミナーで
す。
７月２７日（日）の「どうして定
期健診を受診してくれないの？」
～行動科学を知ろう～は，コ・デ
ンタルスタッフの方々とご一緒に
ぜひとも受講していただきたいセ
ミナーです。「なぜブラッシング
が定着しないのか」，「なぜ定期健
診に応じてくれないのか」という
疑問を「患者さんが口への関心が
低いから仕方がない」と，原因を
患者さんの責任にしてあきらめが
ちです。そんな日々の臨床でみな
さんが感じていることを，行動科
学という視点でひもといていきま
す。
１０月１２日（日）「MTM新時代」
～歯科矯正用アンカースクリュー
の有効性を検証する～では，近年
一般臨床家からの注目の高まって
いる歯科矯正用アンカースク

リューに対し，従来のMTMと
比較してどの様なメリットがあ
り，どの様な難しさ，危険性があ
るのか，その有効性を検証いたし
ます。口腔外科・矯正科連携診療
を通して，多くの症例を手掛けて
いらっしゃる第一線の講師から，
歯科矯正用アンカースクリューの
極意にふれていただきます。これ
を機会にMTMの基本から日常
臨床において，安全かつ有効に利
用するための知識と技術を修得し
てください。
また今年度は，特別企画として
インプラントセミナーを４日間
コースで開催いたします。このセ
ミナーでは「Evidence-Based-
Clinical Practice for Implant（科
学的根拠をもったインプラント臨
床を実践するために）と銘打ち，
「臨床から基礎へ，基礎から臨床
へ」というアプローチから，今ま
でのインプラントセミナーとは全
く違う，討論形式主体のセミナー
を開催します。臨床家からの疑問
を基礎研究者にぶつけることによ
り，エビデンスの存在する臨床術
式とそうでないものを区別できる
ような内容です。また，基礎研究
者から臨床家に対しては，基礎科
学から考える臨床の矛盾点を指摘
していただきます。まさに，「臨
床 V.S 基礎」の大討論会を企画
いたしました。日程は６月２８日

（土）２９日（日），７月２６日（土）
２７日（日）です。毎回テーマを限
定し，臨床家と基礎研究者，それ
ぞれ第一人者による討論をお送り
いたします。基本的には４日間
コースとして受講されることが効
果的ですが，単発受講も可能なセ
ミナー構成になっております。各
回の内容については，注目される
最新のテーマを選んでいきますの
で，今後の同窓会報並びに同窓会
HPなどでのご案内をご注目くだ
さい。東京歯科大学が誇るインプ
ラント関連のスペシャリストによ
る討論，今から非常に楽しみなセ
ミナーです。
以上，２０１４年も様々なセミナー
を通して日々の臨床対応力の向上
につながる，「知識」と「技術」
のレベルアップを図り，「観点」
を研いていただく内容となってお
ります。
「水道橋回帰元年」である今年
は，大学の全面協力を得て新しい
施設を活用し，さらに充実したセ
ミナーを企画いたしました。みな
さまの今後の歯科臨床のお役に立
てれば幸いです。本同窓会報に同
封のプログラムをご覧になり，ぜ
ひとも東京歯科大学の息吹にふれ
る水道橋にいらして下さい。委員
一同心よりお待ちしております。
（TDC卒後研修セミナー２０１４
プログラム委員長 山本雅通）

学 術
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平成２５年９月１９日（日），TDC卒
後研修セミナー２０１３「ゼロから学
ぶセファロトレーシングと症例分
析」全３回シリーズの第３回目が
TDCビル１３階で開催された。
午前中は立木千恵講師による

「分析から症例をどのように捉え
るか」の講演の後，前回に引き続
き，立木講師と西井講師の説明の
もと，症例３「叢生」のケースに対
してセファロトレーシング実習を
行った。
実習時間も十分用意されていた
ため，受講生達はじっくりと実習
を行っていた。

その後，安村敏彦講師による「分
析ソフトについて」の講演にて，代
表的な診断ソフト「Quich Ceph」
の解説がされた。このソフトは，
東京歯科大学水道橋病院の矯正科
で使用されているソフトでもあ
り，取り込んだセファロ，顔貌の
写真から PC上のポイントをプ
ロットしていくと，分析までを自
動で行ってくれるもの。また，術
後の予想される顔貌も写真で示す
ことが可能である。

昼食後，西井 康講師による「分
析から診断へ」の中では，午前中
にセファロ分析をしたものを元に
診断，つまり上下顎骨格関係
（Skeletal Pattern），上下歯列関
係（Denture Pattern），基準平面
（FH Plane），SN基準から行って
いく。セファロ分析とは，複雑な
骨格の要素を分析により単純化し
ていくことであり，顎顔面の形態
分析，成長評価，治療計画立案，
治療経過，治療結果の評価に広く
用いられ，規格写真をもとに定量
的な計測をしたもので，個体間比
較および個体内比較を行うことが
できる。

セファロ分析の流れは，頭部Ｘ
線規格写真によるデータ採得，ト
レースによるデータ抽出，セファ
ロによるデータ分析，ポリゴン表
によってそれらを視覚化してい
く。そしてプロブレムリストから
診断，治療へと繋がっていく。
次ぎに，午前中のセファロ分析
からセファロメトリックディスク
レパンシーの計測を実習し，今回
の症例３「叢生」についてTweed

分析により，抜歯か非抜歯かを判
定した。

最後に末石研二教授による「分
析，診断，治療，まとめ」の講演
をいただき，先の３つの症例につ
いてのセファロ分析と，診断に基
づき治療し，治療の流れを知る上
で有意義であった。セファロで治
療前と治療後を重ねることで，そ
の結果をわかりやすい解説により
締めくくられた。

この度のセミナーにおいても，
東京歯科大学矯正学教室の全面的
な協力を得ての研修は，マンツー
マンに近く受講生に対する懇切丁
寧な指導もあり，明日からの臨床
を行うにあたり内容のとても充実
した１日となった。
（取材・広報部 山口雅史）

卒研リポート２０１３

実習セミナー

「ゼロから学ぶセファロトレーシングと症例分析」
第３日目

学 術
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演題は「歯科疾患‼ どこから
手をつける？」～病態の理解とタ
イプ別臨床診断／治療計画～，に
て行われた。
講師は鈴木 尚先生でした。
先生は１９６７年に日本大学歯学部を
卒業され現在日本橋小伝馬町に
て，ナオ歯科クリニックを開業さ
れ，若い先生の育成にも力を注が
れています。
講演は朝１０時から４時まで以下
の表題に分け順序立てて行われ
た。
１：企画主旨
２：全ては主訴から展開
３：疾患を見て，病態を見る
４：病態から多様性を理解する
５：疾患のタイプ別を理解する
６：病態を理解する

講演の主旨は，どの様な単純な
疾患でもその背景を理解すること
が重要で，主訴を聞き単純な「病
名診断」が習慣化している。
たとえば食べ物が詰まるという

主訴に対して，隣接面カリエスを
見つけインレーを入れて治療す
る。私たちが日常行っている治療
です。
しかし，この単純に思われる疾
患にも落とし穴があると先生は説
明された。
なぜカリエスになってしまった
のか症例を読み解き，適切な治療
にどのように導くかを，順を追っ
て説明して頂いた。
虫歯はただの状態にしか過ぎな
い，病態の理解が重要でなぜそこ
にカリエスがあるのか，疾患に関
連して起こる変化（現症）を観察
することにより原因の解明をする
診断法を解説いただいた。
先生は，ただ漠然と治療するだ
けではなくタイプ別に考え対応し
ていく事を推奨されていた。

その３タイプは
① カリエスタイプ
② ぺリオタイプ
③ パワータイプ
であった。

口腔内を十分に観察し問診も含
め多くの情報を収集する，疾患の
病態がどの様に成り立っているか
を理解することが正しい診断につ
ながると熱く語られた。
最後に実際の症例でどの様に病
態を解析してどのように診断し，
治療を進めて完治させるかを解説
し講演を締めくくった。

講演の終了後に修了書が代表で
秋田から出席された平成元年卒の
金内洋光先生に渡され，先生から
「明日からの臨床に役立てたい」
とのお言葉を頂いた。

セミナーにたびたび参加させて
いただいているが，いつもセミ
ナーの完成度には驚かされる，今
回の演題は基本を見つめ直すもの
であったが若手，ベテランを問わ
ず参考になる講演であった。
（２０１３年１０月１３日）
（取材・広報部 西村哲雄）

卒研リポート２０１３

臨床セミナー

「歯科疾患‼ どこから手をつける？」
～病態の理解とタイプ別臨床診断／治療計画～

学 術
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「台北医科大学におけるElective Study」
引率・阿部伸一（解剖学講座・教授）

山本 仁（口腔超微構造学講座・教授）
第１学年から第３学年までのElective Study は

一昨年，昨年と同様に台北医科大学および２つの病
院を含む施設を中心に行われた。前年度の学業成績
が上位３５名の中の希望者から「平成２５年度Elective
Study 選考委員会」で選考された学生１２名（昨年ま
では各学年２名ずつだったが，今年から各学年４名
に増員された）と引率２名を加えた総勢１４名での研
修となった。参加学生は出発前に数回ミーティング
を行い，団長として第３学年の倉澤 馨君，副団長
として第３学年の小池将人君を選出した。また台湾
の文化，歴史や風習などを調べるとともに，Elective
Study の GIOや SBOを設定し，各自がElective
Study の目的を明確にした。
羽田空港を夕刻に発ったため台北松山空港に到着
したのが午後９時を過ぎていたが，空港で鄭 信忠
歯学部長，張 維仁先生および台北医科大学の学生
６名の出迎えを受けた（写真１，２）。空港からは
台北医科大学の学生がエスコートする形で本学の学
生をタクシーに乗せてホテルに向かい，ホテルのロ
ビーで短い時間であるが，自己紹介をして別れた。
その後遅い時間であったが，これまでのElective
Study にもご尽力いただいている林 哲堂先生主催
の夕食会が催され，長旅の疲れを忘れて本Elective
Study で初めての台湾料理に舌鼓を打った（写真
３）。翌朝，台北医科大学の学生とホテルロビーで
待ち合わせ，台北医科大学校舎へと向かった。昨年

までは現地の公共交通機関（バス，地下鉄など）を
利用していたが，本年は参加人数が増えたことから
バスをチャーターし，移動手段とした。台北医科大
学では昨日空港までお迎え頂いた鄭先生，張先生の
他，これまでのElective Study でお世話になって
いる蔡 恒恵口腔医学院副病院長が出席して歓迎会
が開かれた。学生たちはそれぞれ自己紹介や記念品
の交換を行い本格的な学生交流が始まった（写真
４）。団長の倉澤君は２回目のElective Study であ
り，また台北医科大学の学生にも２回目の参加とな
る学生がいたことから例年に比べ学生間の交流がス
ムースに開始された印象を受けた。学内見学ではマ
ネキンが設置された実習室などを見学したが，参加
学生が第１－３学年であり，まだ臨床科目の授業を
ほとんど受けていないのでマネキンの並ぶ実習室に
かなり強烈な印象を受けたようだった。大学見学
後，故宮博物館で悠久の歴史の遺産に触れたのち，
烈忠祠で衛兵交代式を見学した。夜には鄭先生主催
の夕食会が開かれ，台湾料理を満喫するとともに，
日台双方の学生・教員の親睦が深まった（写真
５）。３日目は雙和醫院（Shuang Ho Hospital）で
台湾における歯科医療の状況や台北における雙和醫
院の役割などの講義を受けた。講義の一部は一昨年
台北医科大学が本学学生を最初に受け入れてくれた
時に参加した学生が担当した（写真６）。翌朝には
台南に向かうことから，台北医科大学のほとんどの
学生との交流がこの日で最後になり，学生たちは各
学年でグループに分かれて夜市を散策し，台北での
最後の夜を楽しんだ。この時も昨年本学学生を迎え

母 校 だ よ り

写真１ 行ってきます 写真２ 松山空港でお出迎えを受けました
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てくれた台北医科大学の学生が飛び入りで参加し，
今年で３年目を迎える台湾のElective Study での
学生交流が着々と身を結んでいる印象を受けた。４
日目，台北最後の朝，台北医科大学の学生と本学学
生は台北駅へと向かった。松山空港で出迎えを受け
たのがほんの数日前とは思えないほど学生たちは親
密になり，別れを惜しみ，再会を約束していた。張
先生，台北医科大学の学生１名と我々は新幹線に乗
り，台南に向かった。台南での訪問先は奇美醫院
（Chi Mei Medical Hospital）である。我々が病院
に到着すると邱 仲慶病院長を始めとした奇美醫院
の教授が参加して歓迎会が行われた。歓迎式は単な
るセレモニーではなく，本学学生からの質問に答え
る形で奇美醫院と奇美醫院が台南地方で果たす役割

や意義について説明が行われ，学生が理解しやすい
ように配慮していただいた（写真７）。また我々の
訪問に合わせて顔 欽堉口腔外科主任の手術が行わ
れ，学生たちは手術室に入りこれまでの見学とはま
た別の意味で緊張して手術見学を行った。手術後の
昼食時にも顔主任が同席され，先ほどの手術につい
て図を書きながら説明をしてくださり，学生からの
質問にも丁寧に対応していただいた。夜には邱病院
長を始めとする奇美醫院の先生方により食事会が開
かれた。先生方は学生たちと気さくに談笑し，台北
医科大学の学生たちとの交流とは別の良い交流がで
きたと思う。５日目の早朝，ホテルから高雄空港に
向かい帰路についた。
引率して感じたのは，一昨年，昨年のElective
Study により台北医科大学と本学の友好が台湾の地
で確実に育まれている事であった。特に一昨年，昨
年に我々を迎えてくれた学生がいろいろな形で参加
してくれたこと，台北医科大学，雙和醫院，奇美醫
院のいずれでも大変な歓迎を受け，学生たちのため
に新しい企画を考えてくださっていることがなによ
りそれを証明していると思う。台北医科大学，雙和
醫院，奇美醫院の先生方，学生たち，関係された皆
様，特にElective Study の期間をずっとご一緒し
てくださった張 維仁先生に感謝を申し上げます。写真３ 林 哲堂先生との夕食会

写真４ 台北医科大学口腔医学院前で

母校だより
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「コロンビア大学におけるElective Study」
引率・阿部伸一（解剖学講座・教授）
第４～６学年の各２名，合計６名に対するElec-
tive Study が２０１３年８月１８～８月２３日の日程で開催
された。このプログラムは同窓会からも援助を受
け，昨年とは場所を変え，ニューヨークにおいて主
にコロンビア大学において開催された。
教務部主催という形で，国際交流部が立案および
コーディネートをした「Elective Study」プログラ
ムの目的は，海外の大学での施設見学，特にUSA
と日本の歯科医学教育の違いを学ぶために行うもの
で，東京歯科大学では一昨年，昨年に引き続き３回
目の試みであった。参加メンバーに関しては，各学
年前年度の成績が上位３５名に参加資格が与えられ，
希望する学生が集められた。希望者に対し昨年まで
のテキサス大学，アルバータ大学における研修の様
子をスライドで説明し，昨年度参加学生の感想をま

とめた冊子などを閲覧させた。コロンビア大学側で
も東京歯科大学の学生の研修を補佐してくれるレジ
デントによって準備が進められた。出発前に東京歯
科大学側の学生６名を集め話し合いの場を設けた。
ここではチームワークの構築と，リーダーを選出し
目標を定め，目標達成のためのいくつかの行動目標
を作り上げた。さらには英語による自己紹介の練習
など，渡米までに行うべき事項についても確認させ
た。
研修先としてはコロンビア大学付属の歯科病院を
設定していただいた。初日にニューヨーク市内の会
議室で，約３時間程度のレクチャーを歯周・補綴科
のレジデントに行っていただいた。ここでは事前に
依頼していた「コロンビア大学およびアメリカの他
大学における歯科医学教育，卒後教育制度，専門医
獲得のためのコースとその条件」などについての講
義内容であった。特に海外からのアメリカで専門医

写真５ 鄭先生と盛り上がった夕食会

写真６ 一昨年の参加学生が説明をしてくれました 写真７ 奇美醫院での歓迎会後の記念写真

母校だより
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という資格を獲得したい歯科医師の受け入れ態勢も
整っており，東京歯科大学の学生達は特に興味を示
していた。病院見学では，多くの歯科学生が臨床実
習を行う様子を見学でき，また気軽に声をかけてく
る友好的な態度にも感動していたようであった（写
真１）。特に歯学部学生が担当する患者を指導医の
指導を受けながら，学生が直接診療していることに
驚いていた。その診療内容もレベルが高く，例えば
写真２は前歯部にインプラント治療を行うため，骨
増生の手術をしている４年生の診療風景である。
見学の合間のランチタイムには，Ronnie Myers
学部長と学部長室でランチ会議を開催していただい
た。東京歯科の学生からの質問に対しRonnie My-
ers 学部長は，親切にわかりやすく多くのことを解
説していただいた（写真３）。さらには今回の研修
を事前に快く引き受けていただき，様々な便宜を
図っていただいたGeri 副学長も学生達に会いに来
てくれ，色々な話をしていただいた（写真４）。
コロンビア大学は，全米で５番目に古いアイ
ビー・リーグの一校である。世界的な研究大学で，
ノーベル賞受賞者を９８名輩出したことでも知られて
いる。オバマ大統領が卒業生であることも有名な話
である。メインキャンパスは荘厳で，東京歯科大学
の参加学生達は束の間のアイビー・リーグの風を満

喫しているようであった（写真５）。ニュヨークの
歯学部では，ニュヨーク大学歯学部が一学年３００名
を超える最も学生数の多い大学であり，臨床研究，
専門医制度などでもレベルが高いことで知られる。
コロンビア大学歯学部も実績のある有名教授が
ニューヨーク大学から移籍した事情などもあり，専
門医制度がさらに充実し，世界から優秀な学生が集
まってくるようになってきたとの事であった。
参加学生は，アメリカにおける歯科臨床体系の概
要，歯科医学教育などについて習得でき，歯学部学
生として積極的に海外の歯科事情へも目を向けるグ
ローバルでアカデミックな意識を獲得できたのでは
ないかと考えている。この場を借りて東京歯科大学
同窓会のサポートに感謝の意を表したい。

写真５ コロンビア大学のメインキャンパスでアイ
ビー・リーグの風を満喫する学生達

写真４ 今回の研修で様々な便宜を図っていただい
たGeri 副学長と記念撮影

写真３ Ronnie Myers 学部長とのランチ会議の様子写真２ コロンビア大学の学生の診療風景

写真１ 診療室で談笑するコロンビア大学の学生と
東京歯科の学生達

母校だより
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今年度の東歯祭は９月に水道橋
へキャンパス移転した直後で，準
備期間が不十分ということもあ
り，中止することも見据えていた
が，開催を切望する学生達の思い
が通じ，平成２５年１０月２６日（土）
に，例年より規模を縮小した
「フェスティバル２０１３」と銘打っ
て４年生の杉浦貴則実行委員長を
中心に少数精鋭のスタッフの頑張
りで開催が実現された。
当日は台風２７号の上陸で開催が
危ぶまれたが，学生たちの熱意が
天に伝わったかの如く，大した影
響もなく無事にスタートされた。
催物は真新しい水道橋校舎新館
の血脇記念ホールにおいてMLS
部，管弦楽部，Big Band Jazz 部，

ダンス部のライブ並びに演劇部に
よる公演が実演され，観客を魅了
した。また，展示部門は同館７階
において美術部，写真部，コン
ピュータ部，国際医療研究会が日
頃の活動実績や成果を，歯科学生
交流会から「延世大学校歯科大学
との学生交流」のポスターが出展
され，熱心に来訪者へ説明してい
た。なお，今年は準備不足のた
め，各講座・研究室等への展示出
展依頼を断念していたが，生理学
講座が特別に協力参加してくださ
りポスターを出展くださった。
また，移転のため開催を延期し
ていた歯学体成績報告会も東歯祭
後夜祭と併催する形で実施され，
文化系，運動系すべての部が一堂

に介し，全国２９歯科大学・歯学部
のなかで総合第３位という栄誉あ
る成績を祝った。
井出吉信学長から「本学は教員
も職員も一体となって学生をサ
ポートしている。学生諸君もそれ
に応える形で好成績を収めたこと
は非常に悦ばしい。東歯祭の方も
台風をも吹き飛ばし，素晴らしい
発表を見ることが出来た。」と評
価をいただいた。
また，歯学体で入賞したクラブ
に対し，学長賞，父兄会長賞，同
窓会長賞が，東歯祭に協力したク
ラブにも参加賞が授与され，今年
度を例年とは違う形で盛会裏に祝
宴が実施された。

第４５回東歯祭「フェスティバル２０１３」，第４５回歯学体成績報告会

母校だより
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東京地域支部連合会

平成２５年度城北支部役員連絡協議
会開催のご報告
平成２５年９月２８日午後６時半よ
りホテルベルクラシック大塚１４F
「オーブ」にて平成２５年度東京歯
科大学同窓会東京地域支部連合会
城北支部役員連絡協議会を豊島支
部主管にて開催いたしました。
城北支部は荒川（会員数１５名），
板橋（３７名），北（２１名），滝野川
（１０名），豊島（３３名），練馬（４７
名）からなっており，今回は１０名
の来賓の先生と４２名の会員の先生
の計５２名の先生方にご出席いただ
きました。
当日は来賓として井出吉信学
長，矢島安朝水道橋病院病院長，
浮地文夫東京地域支部連合会会

長，山口雅庸先生（東京都健康長
寿医療センター），市川雄二先生
（東京都保健医療公社豊島病院），
市ノ川義美先生，花上伸明先生，
田邉陽子先生（帝京大学医学部附
属病院），茂木伸夫先生（都立駒
込病院），伊藤亜希先生（都立大
塚病院）の先生方にご出席いただ
き，あわせてお話をいただきました。
井出学長の「キャンパス水道橋
移転と東京歯科大学の近未来への
展望」と題したお話をはじめとし
て，来賓の先生方の楽しいお話で
時の経つのも忘れ，若干盛りすぎ
てしまった感もあり，小林俊雄先
生の乾杯の後の会食が時間に押さ
れて，落ち着きのないものになっ
てしまった点，司会者としてお詫

び申し上げます。しかしながらご
参加いただいた皆様のおかげで素
晴らしい会になりました。
豊島支部一同は寺田支部長を中
心に今後とも東京歯科大学，同窓
会，地域医療の発展に力を注いで
いきたいと思いますので，よろし
くお願いいたします。

（大多和昌彦 記）

支部のう ご き
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東海地域支部連合会

平成２５年度東海地域支部連合会
総会
平成２５年９月２９日（日）午後１時

半より名鉄グランドホテルにて平
成２５年度東海地域支部連合会総
会・記念講演及び懇親会が開催さ
れました。今年の夏は猛暑が続
き，この日もたいへん暑かったで
すが好天にも恵まれ，愛知・静
岡・三重・岐阜の会員総勢７９名が
集まり盛大に開かれました。
ご来賓として，大学から井出
吉信学長，同窓会本部から矢﨑
秀昭会長，財部正治常任理事，太田
昭二地域選出理事，懇親会より愛
知県歯科医師会会長の渡邉正臣先
生，記念講演講師として愛知県弁
護士会会長の安井信久先生をお迎
えしました。
総会は，愛知県支部専務理事の
橋本雅範先生の司会進行のもと，
東海地域支部連合会長の成瀬 健
先生の挨拶に始まり，物故会員へ
の黙祷を捧げたあと，来賓の井出
吉信学長，矢﨑秀昭同窓会長にご

挨拶をいただき，日々変革してい
る大学及び同窓会の現状をわかり
やすく説明していただきました。
そのあと昭和３４年卒牧野健司先

生を議長に選出し，財部正治同窓
会常任理事より同窓会本部報告，
日比浩樹愛知県支部常任理事より
会務報告，原崎充弘静岡県支部会
計担当理事より前年度決算報告が
あり，次年度からの支部拠出金の
増額など議事すべてが承認され，
最後に次期開催県を岐阜県に決定
し，岐阜県支部長の西尾有生先生
よりご挨拶をいただき総会は滞り
なく終了いたしました。
続いての記念講演は，愛知県弁
護士会会長の安井信久先生に「憲
法改正を問う」と題して講演をし
て頂きました。安井先生は成瀬連

合会長の高校時代からの親友で，
巷間話題になっている憲法９６条，
憲法９条の改正を「人権」を切り
口として興味深く大変勉強になる
お話をしていただきました。
懇親会では，愛知県歯科医師会
会長の渡邉正臣先生をお迎えし，
ご挨拶いただいたあと，現在も
オーケストラで活躍されている
鈴木祥夫愛知県支部常任理事の紹
介による女性サックス奏者からな
るOrange Saxophone Quartet の
生演奏を優雅に楽しみながら和や
かに有意義な時間を過ごすことが
できました。楽しい時間はあっと
いう間に過ぎ，名残惜しい雰囲気
で来年の再会を約束し散会いたし
ました。 （竹内英樹 記）

支部のうごき
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北陸地域支部連合会

平成２５年度学術講演会・総会開催
報告
去る平成２５年９月２１日，石川県

金沢市のANAクラウンホテル金
沢に於きまして，「平成２５年度東
京歯科大学同窓会北陸地域支部連
合会学術講演会・総会」が開催さ
れました。今年度は東京歯科大学
同窓会石川県支部の主幹で行わ
れ，福井県支部，富山県支部，石
川県支部から合計３７名のご出席を
頂きました。
総会に先立ち開催されました学
術講演会では，東京歯科大学副学
長で歯科麻酔学講座主任教授の
一戸達也先生をお招きし「事例に
基づく全身偶発症の対応トレーニ
ング」との演題でご講演いただき
ました。
最近問題となっている「アナ
フィラキシー・ショック」など，
歯科の診療中に起こる様々な全身
偶発症の見分け方や対応について
の最新の情報や，大学の現場で教

育されている最新の知識を問題形
式で解説され，専門的で難しい内
容も非常にわかり易くうかがうこ
とができました。会員の皆様も
日々の診療にも有用な内容の数々
に熱心に耳を傾けておられまし
た。
総会は，高井勇学石川県副支部
長の開会宣言で始まり，加藤成俊
石川県支部長が昨今の北陸地域の
状況やこれまでの活動の報告，今
後の見通しなどについて挨拶いた
しました。そしてご来賓の矢﨑
秀昭同窓会会長のご挨拶では，東
京歯科大学同窓会の結束を再確認
すると同時に同窓の絆を新たに感
じることができました。その後，
寺田仁志同窓会常任理事からの会
務報告を経て，東京歯科大学学長
代理としてご来賓の一戸達也副学
長より，ご挨拶と大学の近況報告
を賜りました。本校を取り巻く状
況や学生の様子，教育システム，
設備に至るまで，スライドを用い

て詳しいご説明を受けましたが，
時代や学舎が変わっても，そこに
映し出された学生の顔には我々の
時と何ら変わりのない希望に満ち
た表情があり，我々同窓会員も愛
校の思いを新たに致しました。
協議事項では，北陸地域支部連
合会の次期会長及び次期地域担当
理事に伊藤 透福井県支部長が承
認されました。温かく，力強い言
葉で挨拶を述べられ，我々の士気
が大いに高められたところで閉会
の運びとなりました。
様々な世代の会員の皆様にご参
集いただいた本会でございました
が，我々にとって，北原白秋先生
の遺された「醫はこれ済生ひとへ
に仁なり」という詞は，世代を超
えた共通の価値観であるのだと確
信致しました。この尊い思いを次
の世代に引き継いでいかなければ
いけないと強く自覚致しました。
（石川県支部会員 角 大輔 記）

支部のうごき
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神奈川県支部連合同窓会

１０月６日（日）に，本年度の会
員家族レクリエーションが行われ
た。今回は，夏の参議院選挙で神
奈川県選挙区から出馬し，見事
トップ当選された本会副会長・
島村 大先生（昭和６０年卒）の新
しい仕事場を見に行こう！と題し
て，国会ツアーを企画した。
前日までの雨もどうにか上が
り，やや蒸し暑い曇り空の中，３５
名の参加者を乗せたバスは川崎，
横浜を経由して１０時過ぎには国会
議事堂付近に到着した。参議院会
館向かいの議員面会所で，警備員
の指示に従い行儀良く２列に整列
しツアーの出発を待っているとこ
ろに島村議員が駆けつけて合流
し，ツアースタート！日曜日の国
会見学は，議員の紹介が必要なこ
とと，国会閉会中の第１第３日曜
日に限られているので日程には注
意が必要だが，普段は秘書でも立

ち入れない参議院本会議場に入る
ことができるという特別な配慮が
ある。係の衛視さんの誘導で秘密
の通路を通り，まずは議場へ。
（残念ながら国会内は撮影禁止の
ため，この先は想像しながらお読
みください。）
赤い絨毯は思ったほど深くなく
歩きやすい。しばらく進むと重厚
な扉の向こうに，国会中継でおな
じみの議場が拡がっていた。警備
員さんが気を利かせて，「島村議
員の席はこちらです」と名札を指
さして教えてくれるおもてなしぶ
り。議長席から見て右中段付近の
良い位置であることを皆で確認し
た。「場所は覚えました！ 寝てい
たら分かりますよ～」の声あり。
議員席の座り心地をこっそり確認
する者より「眠たくなる気持ちも
分かる」とコメントあり。座り心
地はよさそう。

つづいて上の傍聴席から議場全
体の説明で，参議院のいろいろな
特色を勉強した。最も特徴的なの
は，天皇陛下の御席があるのが参
議院。もう中継見ただけでどちら
の議場かすぐ判る。国会通になっ
た気分で議場を後にした。さら
に，御休所（天皇陛下の休憩所），
中央広間といったゴージャスな場
所を見学し前庭へ進む。全国の４７
都道府県から送られた木々ででき
た林を通って，議事堂正面で集合
写真を撮影し見学終了！ほぼ１時
間半弱だが内容の濃いツアーで
あった。
その後，正門前で待ち構えるバ
スに乗り込み，新橋・新橋亭へ移動
して懇親会を開始した。行きのバ
スでは国会見学ということもあり，
アルコールを自粛していたのでま
ずは乾杯！選挙前の緊迫感溢れる
表情とは打って変わり，穏やかで
明るくやる気に満ちた島村 大先
生を激励する楽しい会となった。
食後は，東京タワーへと移動し
展望台から国会議事堂を探して，
島村議員のこれからの活躍を祈念
した次第である。その後バスは，
横浜を経由し，川崎で解散した。

（川越元久 記）

支部のうごき
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千 葉 県 支 部

千葉市水葉会
９月２９日，千葉市同窓会：水葉
会の定例会は，日本歯科大学千葉
市同窓会との共催で開催されまし
た。水葉会では，昨年より他校と
の親睦の意味から研修会の共同開
催を実施しており，今回は日本歯
科大学との２度目の共同開催でし
た。法花堂会長から，歯科界のた
めに，今後もこのような共催を続

けていきたいとのお話の後，日本
歯科大学附属病院心療歯科診療セ
ンターの大津光寛先生をお招きし
「歯科領域にみられる精神疾患と
対処方法」の講演会を開催しました。
顎関節症を疑ったメンタルケア
が必要な症例，うつ病で，死にた
いと診療室で訴える患者さんの症
例，口の中から糸が出てくる，口
の中で風船が膨らんでいる…と訴
える統合失調症の患者さんなど，
様々な症例の提示とその対応の注
意点などとても興味深いお話を聞
くことが出来ました。
大学の枠を超え他大学の先生の
お話を身近に聞き，臨床に対する
色々な意見を聞くことが出来て，

臨床的にも，交友にとっても，と
ても良い企画なので，是非ずっと
続けてほしい…というご意見が多
く寄せられ，１１月には，合同のゴ
ルフコンペも企画しています。水
歯会では今後もまた，様々な企画
を開催したいと考えています。

（佐々木葉子 記）

掲示板
＊この掲示板は，同窓会ホームページ http : www.tdc-alumni.jp にも記載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに掲載
されますので，ご了承ください。

事業種目
日 時

演題及び講師
又は事業内容 会 場 主 催

連 絡 先
外部より
参加可否

総会 学術講演会
平成２６年
３月２日（日）
午後２時３０分～

５時

最近のテクノロジーを応用した歯冠
補綴修復治療（仮題）

佐藤 亨教授
（東歯大
クラウンブリッジ補綴学講座）

ホテルボストンプラザ草津
びわ湖
滋賀県草津市草津駅西口
ボストンスクエア内

TEL０７７－５６１－３３１１

滋賀県支部
連絡先
担当・尾松素樹
尾松歯科医院
TEL・FAX０７７－５２２－３２１０

同窓会員お
よびそのス
タッフ，関
係者

日本歯科大学 大津光寛先生

支部のうごき
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横浜鶴見支部

敬老の日の連休を利用して，７
名参加のもと湯河原方面に出掛け
た。本年めでたく傘寿を迎えた
香山欣哉先生のお祝い会を兼ねた
会員旅行である。
川崎駅から特急で真鶴へ。海鮮
料理「うに清」で昼食。「真鶴出
身の先生から差し入れです」と絢
爛豪華な「船盛り」が運ばれる。
神奈川西湘支部の山田 貢先生
（昭和３４年卒）が「私の出身地，
真鶴に来てくれるなんて嬉しい。
大いに盛り上がってください」と
のコメント付き。粋な計らいとお
心遣いに一同大感動。まさに「鯛
や平目が舞い踊る」気持ちで鮮度
抜群の「鯛の活き造り」に濃厚な
甘みの「生うに」脂の乗った「鯵
のたたき」コリコリ感がたまらな
い「あわび」「生さざえ」に舌鼓
を打った。〆は熱々の鯛茶づけを
啜り満腹。今宵の宿「山翠楼」

へ。早速，露天風呂につかりのん
びりした。
お祝い会は午後６時３０分より旅

館内宴会場で行われた。はじめに
佐藤秀夫会長が挨拶。釣り好きな
香山先生から「最近はなかなか出
るのが億劫になって」とお聞きし
ていたので，ご自宅でのんびり釣
りに行った気分を味わって頂こう
と「海，川の魚の水中での生態を
記録したDVDセット」のお祝い
品が贈られた。次いで先生から「こ
うやって何とか健康で皆さんから
お祝いして頂けることは何より光

栄です。ありがとうございます」
と謝辞が述べられた。
綺麗処も揃ったところで大庭
靖士先生の乾杯で祝宴が始まっ
た。元 「々湯葉」で有名な宿。「自
家製引き上げ湯葉」の先付に始ま
り，眼でも楽しめる色とりどりの
「前菜」，お昼には味わえなかっ
た北海道の真蛸や三陸のもどり鰹
の「お刺身」と続き「箱根西麓牛
ロースの石焼き」と宿名物の蓋物
「三ケ日三段肉の吉野仕立て」な
ど秋の味覚満載のコース料理を堪
能した。参加者から一言ずつお祝
いの言葉が贈られ，「ご兄弟揃っ
て健康で１００歳目指して」と大き
な拍手で祝福した。
翌朝は旬と地場産食材に拘った
朝食後，部屋でのんびり過ごし
た。お昼は湯河原ご当地B級グ
ルメ「坦々焼きそば」の１号店「餃
子ショップ」で。その昔，怪我を
負った狸が湯河原温泉で傷を癒し
たそうで「たんたん狸の…♪」か
ら「坦々焼きそば」が誕生。
ピリッと辛い焼きそばに，餃子
などみんなで仲良くシェアしてお
腹も一杯になり，特急に揺られて
帰路についた。（宇佐美貴弘 記）

支部のうごき
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横浜西部支部

一泊総会・懇親会
平成２５年１０月２・３日（水・木），
瀬谷区の，山之内正己君，辻村
育郎君が幹事となり，熱海の「石
亭」にて，総会が開催された。今
回は１６人の参加があった。
午後５時より，山之内正己君の
司会により総会が開催された。ま
ず，佐藤信之支部長から，開会の
辞がなされた。その後，会員現況
報告，会務報告，会計現況報告

が，辻村育郎君からなされた。次
に，本部同窓会報告を，高階光博
君よりなされた。また，連合同窓
会報告，横浜市歯科医師会につい
ての話，島村 大君についての話
が，杉山紀子神奈川県連合同窓会
副会長よりなされた。
議題として，次期支部長が，満
場一致で佐藤信之支部長の継続が
決定した。また，今後の秋の総会
についての話し合いがなされた。

その後，宴会場に場所を移し，
菅原政道君の乾杯の発声で宴に
入った。宴会は，皆笑顔が絶えず
終始和やかな雰囲気であった。宴
会は楽しく続いたが，時間も押し
せまり，宴もたけなわではあった
が，杉山紀子神奈川県連合同窓会
副会長の閉会の辞を持って終了と
なった。 （渡瀬秀彦 記）

支部のうごき
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浅 草 支 部

浅草支部恒例の親睦会は平成２５
年１０月１９日（土）屋形船での遊覧を
おこないました。地元の浅草橋か
ら出船するとあって２０名の会員の
出席があり大変盛り上がりまし
た。今回は浅草橋から乗船し，は
じめに東京ゲートブリッジまでク
ルージング，そしてお台場にて停
泊をしながら料理を堪能し，その
後浅草橋まで戻るルートでした。
途中，ららぽーと豊洲の脇を通り
とても幻想的なイルミネーション
に感動し，新スポットの東京ゲー
トブリッジを見ながらお台場に行
きました。
７年後の東京オリンピック開催
までにこの地も大きく様変わりす
るのでしょう。新支部長の中野
正博先生の挨拶の後，宴会に先立
ちまして本年３月に逝去された

舩坂 豊先生（昭和２２卒），６月
に逝去された鬼久保小百合先生
（昭和３１卒）に対しての黙祷をお
こないました。また懐かしいエピ
ソードなどの思い出を語らいまし
た。その後揚げたての天ぷらを堪
能し参加者全員が近況を発表する
など楽しい時を過ごしました。台

風が去った直後で船は少し揺れま
したが，楽しい屋形船での宴会は
あっという間に帰港の時間となり
参加された皆様は大変満足そうで
した。
来年も多くの先生が参加できる
ような企画を考えたいと思いま
す。 （庶務 田 昌文 記）

支部のうごき
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八 紫 会 昭和３５年卒

２０１３年１０月１２日（土）～１４日
（月），今年度のクラス会は東日
本大震災の現状を見て，何とか自
分達に出来る事はないだろうか考
えて見たいとゆうことで，被災地
の宮城県に住む花岡が幹事に指名
されました。
今回は三陸海岸を中心に回る事
にして，仙台駅に集合，岩手県盛
岡市で昼食，龍泉洞を見て，浄土
ヶ浜で一泊，久しぶりの親交を温
めることができました。
二日目は浄土ヶ浜を海からの見
学とゆうことで，遊覧船で奇岩，
奇石を見ることが出来天気にも恵
まれ素晴らしい景観に一同大いに
盛り上がりました。又少しでもお
金を使って帰ろうと宮古市の漁菜

市場に寄り，出来るだけたくさん
買い物をしようと持ちきれないほ
どの買い物をした会員もいたほど
でした。
宮古市のあとは出来るだけ被災
の大変だったところを見たいとの
希望で，バスに回ってもらいまし
たが，ガイドさんの説明でここは
震災前は何千人がにぎやかに住ま
われていた町です，とか，とても
漁業の盛んな美しい漁村で何人も
の人がなくなられました，との説
明で全員が言葉を失い，バスを止
めてもらい合掌しました。
遠野市では「あえりあ遠野」で
昼食，南部曲がり家を見学，その
あとこの日の宿泊場所志戸平温泉
にはいりました。温泉に入り宴会

になれば何時ものようになるのは
いうまでもありません。
最後の日は世界遺産平泉「中尊
寺金色堂」「毛越寺」の見学をし
ました。世界遺産になってからの
平泉はいつにもまして賑やかに
なったようにみえました。
仙台には１５時３０分に着き再会を

約束して全員無事解散することが
できました。
今回は連絡も遅くなり，徹底も
十分されなかった，とゆうことで
参加者も１１名と少ない結果となり
ましたが，小生にとっても充実し
たクラス会でした。

（花岡十弘 記）
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踏 志 会 昭和４１年卒

猛暑，竜巻そして土砂災害など
自然の猛威に翻弄され，被害も多
発している昨今です。皆様，如何
お過ごしでしょうか。災害に遭わ
れた方には心より御見舞い申し上
げます。
第４８回踏志会が１０月１９日ヨコハ

マグランドインターコンチネンタ
ルホテルにて開催されました。ご
婦人方を伴っての会員を含めて総
勢４８名，受付終了後記念撮影，午
後６時３０分より１F「シルク」で
総会が開かれ藍原君の挨拶，次い
で今年５月に亡くなった河野雅光
君に対して全員黙祷をし，ご冥福
をお祈り致しました。続いて上竹
会長の報告があり新血脇記念ホー
ルが完成するにあたり，母校への
寄付金に今一段のご協力ご支援を
お願いしたいとの要請があるとの
話をしていました。その後総会の
各議案が了承され終了。
高橋君の司会で懇親会が開かれ
来年の踏志会が決定した愛知の

山本芳隆君の乾杯の挨拶の後は食
べたり，飲んだりの歓談となり各
テーブルを囲んでの盛り上がった
宴会も２１時でお開きになり，その
後場所を３０F「ルグラン」に移動
しホテルからの素晴らしい夜景
（となるはずでしたが残念ながら
～）を眺めながら二次会がもたれ
ました。
翌２０日雨の中，ホテルを９時３０
分出発市内観光。先ず神奈川県歯
科医師会館内の「歯の博物館」見
学。横浜の地は近代歯科医学発祥
の地とされここには日本だけでな
く西洋の史料も含めた古今東西の
歯に関するものが集められていま
す。４０年以上も前の実習当時を思
い出し懐かしい一時となったよう
です。次いで「横浜港クルージン
グ」海上からの港の風景は期待外
れとなってしまいました。「赤レ
ンガ倉庫」で一休みしたあと「山
手西洋館めぐり」，外国人居留地
として海港当時山手の丘の上に

建っていた歴史と深く関わってい
た西洋館を，横浜市がその幾つか
を保存公開している地区ですが，
これもバスの車窓から雰囲気を味
わうだけとなりました。その後中
華街「菜香新館」にて昼食。
今回のクラス会は雨にたたれた
会となってしまいましたが，中華
料理を食べながらも話が弾み集
まった皆様の笑顔が，最後までた
えることが無かったのが励みにな
りました。それ相応の年齢になり
皆なんらかの不都合は抱えている
ようですがクラス会に参加出来る
うちはまだまだ－－－などとも
思っています。来年は山本君をは
じめ愛知県の皆様にお世話になり
ます。皆元気でお逢いしましょ
う。
二日間の日程でしたが各先生方
のご協力により無事第４８回踏志会
が散会出来た事に感謝申し上げま
す。 （角田達彦 記）
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志 学 会 昭和４２年卒

平成２５年１０月１９日（土）２５年度
志学会総会が，信州安曇野市穂高
ビューホテルで，総勢５１名（ご婦
人１２名を含む）が参加して盛大に
開催されました。
卒業して４６年，全員が古稀以上
になりましたが，みな笑顔の再会
です。
高橋利武君の議長のもと，小生
の歓迎の挨拶，大岡紀一郎会長の
挨拶，宮地建夫同窓会副会長よ
り，大学及び同窓会本部の近況報
告があり，同級の矢﨑同窓会長も
出席を楽しみにしていたが，公務

で九州に出張の由，同級諸兄の血
脇ホール建設への多額な寄付に対
して心より感謝しており，皆さん
にくれぐれもよろしくとの伝言が
あり，記念撮影をして無事終了し
ました。
続いて上田の村居正雄君の進行
で懇親会となり，地元桂 聡子さ
んのフルート演奏に始まり，松茸
はじめ地の食彩を堪能し，地酒を
酌み交わすうちに会話が弾み学生
時代にタイムスリップしたかのよ
うでした。
この日行われたゴルフコンペの

表彰が合わせて行われ，信州産松
茸を優勝した中川勝洋君がゲット
しました。
２次会はカラオケルームと地酒
ルームに分かれ，夜の更けるまで
続きました。
翌日はあいにくの雨でしたが，
バスに乗って安曇野観光が計画さ
れ，ちひろ美術館，碌山美術館，
大王わさび農場を見学して，午後
３時来年の再会を約して松本駅で
解散となりました。

（飯島和彦 記）
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八 実 会 昭和５３年卒

総会・特別講演会・懇親会
台風２７号の接近により開催が危
ぶまれた八実会総会，特別講演会
も，会員の熱い思いが天に通じた
のか何の影響もなく，１０月２６日
（土）午後４時から３５年前に巣立っ
た思い出の水道橋，移転開校して
間もない水道橋校舎本館６階会議
室で開催されました。今回は残念
ながら都合で，学年主任であった
淺井名誉教授はじめ副主任の先生
方には出席頂けませんでしたが，
全国から４０名近い会員の出席があ
りました。今回は特に，現在米
国・シアトルで開業している山口
修一君が５年振りの帰国，白髪が
増えていたものの八実会には元気

に十数年振りの出席でした。
総会では大井誠一会長より本会
会費や役員改選の件について説明
がありましたが，次回の八実会ま
での継続審議となりました。
特別講演では山口君が現在のア
メリカの歯科事情や民間医療保険
の現状を紹介したあと，実際オ
フィスで行なっているインプラン
トやデンチャー，CAD/CAM等
について多くの症例を提示しなが
ら詳しく解説して頂きましたが，
彼の日頃のバイタリティを垣間見
ることの出来る講演でした。
その後会場を東京ドームホテル
に移しての懇親会。この度母校千
葉病院長に就任した井上 孝君よ

り挨拶を頂いたあと，山口君が乾
杯の発声をし和やかにスタートし
ました。現役で入学した会員は来
年３月までに全員還暦を迎えるた
め，八実会も平均年齢が６０歳台に
突入します。懇親会での話題も学
生時代の思い出や歯科界の話はも
ちろんですが，健康問題や子供の
結婚，孫の話しまで及んでくる
と，さすがに各々均等に歳だけは
食ってきたなぁと感じました。最
後に富山の野田 修君から北陸新
幹線が金沢まで開通する二年後，
富山での八実会開催が提案され全
員の賛同を得ました。その後二次
会を同ホテル４３階で，更に別れを
惜しんで？思い出多い三崎神社界
隈まで足を延ばした連中も１０名近
くいました。
先人は「５０，６０は鼻たれ小僧」
と言われました。八実会の皆さ
ん，まだまだ老いることなく人生
を謳歌しましょう。

（永江健一 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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破 竹 会 昭和５９年卒

第１３回弘前総会・懇親会報告
台風１８号が日本列島に大きな爪
痕を残した１週間後の平成２５年９
月２２日青森県弘前市の岩木山を望
む百沢温泉郷にある「アソベの森
いわき荘」に会員２１名が飛行機・
新幹線，中には東京からはるばる
バイクでと思い思いの方法で参集
し，第１３回破竹会弘前総会懇親会
が開催されました。
総会では鈴木代表から今回の会
は本来平成２３年９月に開催される
予定だったが，東日本大震災の影
響で２年間延期になった事，その
間に一番参加を望んでいた副代表
の渡邉武之君が亡くなった（平成
２３年１１月２９日没）事，また，同級
生の櫻井 学君が朝日大学の教授
になった事等の報告がありまし
た。そして来年は卒後３０周年の記
念総会を東京で開催する事が決定

しました。
総会後記念撮影が行われ，一番
遠方の広島から参加した川口慶子
さんの乾杯の発声で懇親会が始ま
りました。久々に会う友もいまし
たがそこは学生時代を一緒に過ご
した仲間だからこそで，すぐうち
解け合い大いに盛り上がりました。
一次会の後ロビーにて津軽三味
線の力強い生演奏を聴き，その後
二次会用の部屋に全員が集まり，
地元幹事角倉君から地酒の説明が
あり再び乾杯。時のたつのも忘れ
て膝をつき合わせて語り合いさら
に親交を深めました。
翌日は晴天に恵まれ，全員で屋

上に上がり津軽のシンボル岩木山
をバックに記念写真を撮りまし
た。その後チャーターした観光マ
イクロバスを利用してほぼ全員で
市内観光に出かけました。弘前り
んご公園では試食したりんごの美
味しさに感動し早速お土産にする
者が続出。禅林街にある藩祖津軽
為信の菩提寺である長勝寺では山
門から真っ直ぐに延びる通りの両
側に３２件ものお寺が整然と立ち並
んでおり，ここでしかみられない
光景に驚きました。また，ねぷた
村では弘前ねぷたのその大きさと
前面に書かれた武者絵の勇壮さ，
後面の津軽の短い夏に別れを告げ
る美人画の妖艶さに圧倒されしば
し見入ってしまいました。最後は
地元の新鮮な海産物たっぷりの昼
食を頂き解散となりました。
現地幹事の角倉君の細部にまで
行き届いた正に「お・も・て・
な・し」いっぱいの配慮に一同大
感謝し，弘前の街に後ろ髪引かれ
ながら，来年の東京総会での再会
を約束して帰路につきました。

（黒田美智代 記）
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彗 星 会 昭和６１年卒

彗星会クラス会は，昨年の事に
なりますが平成２４年１２月１日（土）
に帝国ホテル東京において開催さ
れました。
ホテルロビーには，大変きれい
で豪華なクリスマスツリーが飾ら
れ，街も年末を感じられる中で諸
般の事情もありまして，前回より
６年ぶりの開催となりました。
そんな年末迫る気ぜわしい中
を，お陰様で６２名の参加となり賑
やかな会になりました。
司会は小川 浩さんが，その人
その人にじっくりと練り上げられ
た心温まる進行のお陰で終始なご
やかな雰囲気中で，淺井先生の受
章のお祝いも遅ればせながらささ
やかに行いました。気合いの入っ
たご挨拶を髙野伸夫先生に頂きま
して富山の山田雅敏君のお祝いの
言葉に続き，淺井先生からは，学
生時代をほうふつさせるダジャレ

も連発して大いに和むご挨拶を頂
き，会場内がぐっと和らぎまし
た。また，静岡よりお越しいただ
きました田中丸先生よりは，心温
まるご挨拶を頂き乾杯をしました。
当クラス会の誇るご重鎮が司
会，ご挨拶したせいか，ご来賓の
先生方が卒業してから大分経って
いるのに余りお変わりない様に見
えたのは，私だけでしょうか。
若かったつもりでいても，皆５０

を廻り同窓会会員名簿も気がつけ
ば中程になってしまいました。子
供も大学生とか最後の診療所の改
装などの話しも，ちらほらと聞こ
えておりました。近況報告とし
て，岩手の宮田右京君，島根の
加藤伸次君，小林正子さん，大平
洋志君，新潟の常木哲哉君，佐賀
の松尾潤子さん，滋賀の岡野克也
君，鶴岡裕亮君，新潟の佐藤浩之
君の万歳三唱で中締めとなりまし

た。
また３年後の卒後３０周年を初め

ての地方開催を新潟で開催する話
が進み，常木哲也君，佐藤浩之
君，金子真人君，小林由明君，
加茂芳江さん，内山郁子さんらが
幹事を大変快く務めてくれる事に
なり，嬉しい限りでした。
そして２次会へと場所を移しま
したが，お陰様で６２名中５１名が２
次会に参加，幹事の予想をはるか
に覆す盛況で会場は熱気むんむん
で手狭で申し訳なかったです…。
最後になりますが，淺井先生よ
り君たちのクラス会は名前の通り
消えてどこかに行ってしまったか
と思うとまた現れ輝く，まぁ～不
思議な会だねと言う言葉が身に染
みました…そして，この度のクラ
ス会を通じ，改めて母校東京歯科
大学と先輩方恩師の有難さを痛感
しました。 （髙橋裕幸 記）
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爽 翔 会 昭和６２年卒

９２期同窓会報告
今年の９月２８日，横浜中華街の
重慶飯店にて爽翔会を開催，副担
任の保坂 誠先生にも来ていただ
き，総勢４８名の参加にて行われま
した。爽翔会は卒業以来４年毎の
開催でしたが，稲毛のキャンパス
で学んでいた若き同期も今や全員
５０歳台になったので，今後は２年
に１度の開催にしようという運び
になり，そのはじめとしての横浜
での開催です。まずは，研修会講
師として同級生の田村 元君に
「矯正歯科医の視点から見た咬合
と顎位」の演題で講演，矯正学の
立場からの咬合論を語っていただ
きました。田村君の臨床観察か
ら，口腔機能上の問題や不良な咀
嚼習慣を抱えた子供の増加を近年

感じているとのこと，その原因を
生活環境の変化や時代の変遷から
テレビを見る姿勢・噛まない・歩
かない・足組みなどの生活習慣―
しつけと考察され，実際の臨床で
もその指導を取り入れているとの
ことでした。そしてその考えや自
身の臨床理論をもとにした，生理
的機構に調和した安定度の高い咬
合をめざした「フルパッシブ矯正
治療の理論と臨床」も紹介してい
ただきました。田村君の学生時代
からの変わらない鋭い追求心を参
加者一同は確認しつつ，改めて同
期の歯科界での活躍を誇りに思っ
たものです。講演終了後，恩師・
保坂先生の挨拶からはじまった懇
親会が執り行われ，秋の横浜の中
華の味を堪能しつつ，歓談のひと

時をすごしました。集まった同級
生の多くは，地域や組織などで責
任ある地位との様子，欠席者の多
くも歯科医師会などの会合で来ら
れない連絡でしたので，「責任」
を背負っている我々の年代である
ことを更に感じたものでした。次
回の爽翔会は再来年に木村祐士君
が幹事で大阪周辺での開催，再会
が楽しみです。 （浜野弘規 記）
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OB会総会が開催，新OB会長に
村田憲一郎先生が就任
平成２５年７月１４日（日）午後６時

より，飯田橋エドモンドホテルに
おいてバスケットボール部OB・
OG会総会が開催された。高野
智史先生（平１８卒 有床義歯補綴
学講座）の司会進行のもと，勝俣
正之先生（昭５５卒）を議長に選出
し，議事に入った。まず，現役主
将より昨年の成績および歯学体の
日程についての報告があった。次
いで，事務局から昭和４９年（１９７４
年）のOB会発足以来，永年OB
会長を務めて頂いてきた初代大塚
弘介先生（昭３６卒）より退任の申
し出があったことの報告があり，
協議した結果，次期のOB会長に
村田憲一郎先生（昭５０卒）にお願
いすることになり，了承された。

また，大学が稲毛から水道橋に
移転する際に，現役の部活は稲毛
の体育館を使用している関係上，
水道橋から稲毛までの交通費の負
担がかかるとの報告があり，水道
橋で部活が定着するまでの間は
OB会から交通費の援助をするこ
とが提案され，了承された。さら
に，水道橋に完全移転した場合，
都内の体育館を借りての部活とな
るので，現役から申し出がある場
合はOB会からの資金援助も考慮
することが話し合われた。
このように今後は現役の部活の
継続にはOB会からの支援がさら
に必要となってくる。OB・OGの
先生は是非ともOB会費や支援金
の納入を是非お願いしたい。この
記事を読まれて，今回の総会の案
内や寄付の依頼が届いていない

OB・OGの先生は事務局までご連
絡いただき，後輩への援助をして
頂きたい。
総会の後，懇親会に入り，新た
にOB会長に就任された村田先生
からはOB会の組織を更に充実さ
せ，OB会も歯科界のリーダーと
して君臨したいという力強い抱負
を語られた。
さらに，恒例となった還暦を迎
えたOBに対して，記念のユニ
フォームが贈呈された。
今年は，野田 修先生（昭５３卒），
玉手 収先生（昭５３卒），尾松素樹
先生（昭５４卒）に贈呈された。
なお，本会の名称はOB会と
なっているが，OGの方々を含め
た会なので，OGの先生方も大い
にご参加頂きたい。
問合せ先（事務局）：高野智史
takanotomofumi@tdc.ac.jp TEL
０４３－２７０－３９３３／FAX ０４３－２７０
－３９３５（有床義歯補綴学講座），
古屋克典mailto : kfuruya@tdc.ac.
jp TEL ０３－５２７５－１７６０／FAX
０３－３２６２－３４２０（水道橋口腔イン
プラント科）
（昭和５４年卒 尾松素樹 記）

バスケットボール部

OB会・グループ・サークルだより
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平成２５年１０月２０日（日）奥村享子
先生（昭和４５年卒）黒田由紀子先
生（昭和５７年卒）が活躍する「ぐ
んま女性歯科医師の会」が主幹と
なり，群馬県のホテルメトロポリ
タン高崎において，「平成２５年度
関東女性歯科医師の会」が開催さ
れました。
台風の接近にも関わらず多くの
女性歯科医師が集まり，午前中に
全体会が行なわれました。ここで
は，各県の活動報告の他，協議が
行なわれ，全体会の開催地につい
ては当番県に一任すること，ま
た，現在の関東女性歯科医師の会
を関東甲信越他近県に拡大するこ
とについては，まずは，このまま
関東女性歯科医師の会の充実をは
かり，今後の拡大については順次
検討することとなりました。
この会の立ち上げの際に尽力さ
れた群馬県の奥村先生や神奈川県
の杉山先生より，女性同士の親睦
はもとより，女性歯科医師の視点
からの情報発信，意見交換の場と
して広く門を広げること。そし
て，歯科医師会や政治連盟とも分
け隔てなく交流し活動していこう
とお話がありました。
その後，大阪歯科大学歯科医学
教育開発室教授・王 宝禮先生に
よる「美しく生きるための口腔漢

方の知識・漢方，サプリメント，
プラセンタ」の講演会が行われ，
H２４年４月より歯科の保険に導入
された立効散・半夏瀉心湯・黄連
湯・茵陳蒿湯・五苓散・白虎加人
参湯・排膿散及湯７種の漢方薬の
処方方法を教えていただきまし
た。例えば不定愁訴の患者様や義
歯があたって痛いとおしゃってい
るが，実は口腔乾燥により擦れて
出来る傷で痛みを訴えている患者
様へ五苓散・白虎加人参湯を処方
をしてみようと思いました。ま
た，私達女性が何歳になっても興
味のあるアンチエイジングについ
ては，免疫力を向上させるサプリ
メント「プラセンタ」が有効であ
ると御教授いただきました。参加
した８０名の女性歯科医師が「美」
について考えさせられた楽しいひ
と時でした。
昨年の講演会では「リーダーの
条件」が大変印象に残っています
が，今年は，「分け隔てなく」と
いう言葉が，大変印象に残った一
日でした。近頃の情報社会では，
競争の原理がついて回り，何をす
るにも，順番をつけて整理するこ
とが効率的ではあると思います
が，この女性歯科医師の会は男女
の区別をすることが目的の会では
なく，皆で協力し合い，同じ方向

を向いて進んで行くことを目指し
ているものです。近年では，女性
歯科医師が卒業生の半数を占める
時代です。老若男女其々の立場や
資質を活かし「分け隔てなく」一
丸となって歯科界を盛り上げてい
けたらと思いました。
来年は，本学出身の坂入道子先
生（昭和５９年卒）が会長を努める
栃木県が主幹です。昨年度主幹の
神奈川県では小笠原美由紀先生
（昭和５６年卒業）が会長を努める
など，関東女性歯科医師の会で
も，本学出身の先生方が大変多く
ご活躍されています。是非，これ
からも，本学出身の若い女性の先
生方のご入会・ご活躍をお待ちし
ています。 （佐々木葉子 記）

すいどう ば し

平成２５年度関東女性歯科医師の会が開催されました。
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１１月
１） 理事会
１１月１６日（土） 第６回理事会
２） 委員会
１１月１日（金） 会員管理システム検討委員会

６日（水） 広報部広報委員会（１２月号取材）
８日（金） 事業推進部学術委員会（研究部）
８日（金） アカデミア構想準備委員会
１１日（月） 同窓会・会務運営協議会
１１日（月） 広報部広報委員会
１３日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１４日（木） 総務関係打合せ会
１９日（火） 事業推進部若手ネットワーク・大学

連携合同委員会
２２日（金） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
２５日（月） 事業推進部（企画会議）
２６日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
２７日（水） 総務・厚生部厚生委員会
２７日（水） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
２９日（金） 事業推進部保険委員会

３） 出張
１１月９日（土） 東京地域支部連合会城西ブロック講

演会，懇親会 矢﨑会長出席
１３日（水） 東京地域支部連合会支部長会

矢﨑会長，早速理事出席
１９日（火） 板橋支部学術講演会 講師・古澤

成博教授（母校）
２１日（木） 東京地域支部連合会保険講習会

矢﨑会長出席
４） 事業
１１月１０日（日） TDC卒後研修セミナー２０１３ 卒研セ

ミナー№５実習セミナー２「CAD/
CAMを極める」～初めてのオール
セラミックス・支台歯形成の基本か
ら合着まで～

１４日（木） TDC卒後研修セミナー２０１３卒研セ
ミナー№６イブニングセミナー２
「今日からはじめる こだわりのぺ

リオ」～歯根膜の臨床観察と歯周治
療～

５） 評議員会
１７日（日） 平成２５年度評議員会・第１１９回定時

総会

１２月
１） 理事会
１２月２１日（土） 第７回理事会
２） 委員会
１２月２日（月） 事業推進部学術委員会（研究部）

２日（月） 総務関係打合せ会
３日（火） 広報部広報委員会
９日（月） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
１１日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１３日（金） 渉外部渉外委員会
１３日（金） 事業推進部学術委員会（インプラン

トセミナー２０１４プログラム委員会）
１４日（土） 事業推進部学術委員会（全体委員会）
１６日（月） 同窓会・会務運営協議会
１７日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
１８日（水） 事業推進部若手ネットワーク委員会
１９日（木） 学術事業交流についての協議会

３） 出張
１２月１日（日） 千葉県支部総会 佐瀬副会長出席

学術講演会 講師・一戸達也教授
（母校）

１日（日） 神奈川県支部連合同窓会総会
矢﨑会長出席

１日（日） 栃木県支部総会 浮地副会長出席
学術講演会 講師・内山公男先生
（NHO栃木医療センター歯科口腔
外科部長）

５日（木） 父兄会役員・大学幹部との懇談会
矢﨑会長出席

７日（土） 東京地域支部連合会総会
矢﨑会長，佐瀬副会長，早速理事出席

７日（土） 愛媛県支部総会 臼井常任理事出席

庶 務 日 誌
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学術講演会 講師・矢島安朝教授
（母校）

７日（土） 茨城県支部総会 髙野常任理事出席
学術講演会 講師・坂本輝雄講師
（母校）

７日（土） 熊本県支部総会 小池常任理事出席
学術講演会 講師・細矢由美子先生
（長崎大学歯学部小児歯科准教授）

８日（日） 静岡県支部総会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・佐藤 亨教授
（母校）

８日（日） 愛知県支部総会
梅村副会長，財部常任理事出席

学術講演会 講師・酒井 優先生
（愛知県開業）

１３日（金） 日本橋支部総会 早速理事出席
１４日（土） 山梨県支部総会 浮地副会長出席

学術講演会 講師・上田貴之准教授
（母校）

１４日（土） 神奈川西湘支部学術講演会 講師・
山根源之名誉教授（母校）

同窓会創立１２０周年記念事業にあたり広報部よりお願い！
東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念事業において準備委員会が示した案のなかで記念誌の発行が
予定されています。平成２７年度の会報誌２号にわたり１２０周年特集のページを設け，また平成２８年
度に記念誌を発行することとなりました。準備委員会では１２０周年記念事業のメインテーマとして
幾つか候補が上がりましたが今回評議員会で発表された「医はこれ済生ひとへに仁なり 伝統そして
未来への飛躍」と決定されました。記念誌として「温故知新」古きをたずねて新しきを知るのよう
に，歴史を振り返りしっかりと認識して未来への足がかりを見つけられたらと思います。
東京歯科の生みの親である高山先生，また育ての親である血脇先生にスポットを当て，高山・血脇
スピリットを考えお二人の人物像に迫れればと思います。お二人が育った環境または社会状況や関
わった人々の人物像，同窓会との関わりなども同時に探ってみたいと思っています。そこで高山先
生，血脇先生にまつわるエピソード，手紙，書，写真等の資料の情報を求めています。心あたりの
ある方はぜひ同窓会あてにご連絡お願いしたいと思います。

広報部広報委員会委員長 臼田 準

同窓会創立１２０周年記念事業準備委員会

庶 務 日 誌
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永井君が食道
癌に侵されて，
年明けに手術を
して闘病生活に
入るという知ら
せをくれたの

は，昨年の１２月末だった。今年に
なってからは１月の手術に続く抗
癌治療で，副作用の痛みに加え，
死と対峙する厳しい日々に君らし
い穏やかさで耐えてきた。
そんな君に敬意を表し，早いお
別れになってしまったことが本当
に残念でならない。
闘病中は優しい輝子奥さんの献

身的な介護に支えられて，６～７
月頃は白馬方面の山にも登ったと
手紙をくれた。８月に浅間連山で
長年探していたリンネソウ（日本
名～メオトバナ）を発見できた
と，多分奥さんと二人で喜んでカ
メラに収めた写真を同封してくれ
て，その先に「病んで近頃思うこ
とは，愛する者は愛し，美しいも
のは愛で，寿命を全うすることが
大切だと考えます。今は「終わる
時には終わるもよし，の心境で
す」とあり，今思えば君はその頃
から覚悟を決めていたのだと，胸
が痛みます。

君がいなくなってしまった現実
に直面し，改めて「時」を取り戻
すことができない切なさを痛感
し，君と一緒に過ごしたあの懐か
しい思い出が鮮明に蘇ってきま
す。
いずれは私たちも君のそばに行
く時が来る。その時は先輩として
三途の川の渡り方などをこの世と
同じように，にこにこと穏やかな
顔で教えてほしい。
私たちは君のことをいつまでも
忘れない。さようなら。心からご
冥福を祈ります。 合掌
（昭和３８年卒・犬飼康元 記）

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

●昭 ５４ 卒 吉 田 伸 幸（５９歳） 北海道小樽市 ２５．１０．７
●昭 ３１ 卒 中 西 憲 正（８１歳） 愛媛県新居浜市 ２５．９．２９
●昭 ３２ 卒 三 宅 淳 一（８１歳） 福井県福井市 ２５．１０．１６
●昭 ３３ 卒 相 庭 昇 一（８１歳） 神奈川県横浜市 ２５．１０．１７
●昭 ２４ 卒 長 尾 盈（８５歳） 静岡県沼津市 ２５．１０．２２
●昭 ３８ 卒 菅 田 博 子（７５歳） 富山県富山市 ２５．１０．３１
●昭 ２３ 卒 駒 田 進（８６歳） 愛知県尾西市 ２３．５．１９
●昭 ３８ 卒 永 井 秀 明（７６歳） 群馬県安中市 ２５．１１．１
●昭 ３４ 卒 杉 村 仁（７９歳） 北海道苫小牧市 ２５．１１．６
●昭 ２２ 卒 船 本 達 世（８９歳） 北海道札幌市 ２５．１１．６
●昭 ３２ 卒 原 田 淳 也（８３歳） 北海道浦河郡 ２５．１１．８
●昭 ５３ 卒 諸 星 裕 夫（５９歳） 神奈川県平塚市 ２５．１１．９
●昭 ２９ 卒 萩 原 昭 男（８４歳） 福島県いわき市 ２５．１１．２２
●昭 ３８ 卒 栗 田 英 明（７６歳） 東京都小金井市 ２５．１１．２４
●昭 ３８ 卒 水 口 立 夫（７６歳） 神奈川県藤沢市 ２５．１１．１７
●昭 ２７ 卒 小 畑 典 也（８６歳） 東京都目黒区 ２５．１０．１４
●推 薦 会 員 篠 塚 水 竿（１０２歳） 神奈川県横浜市 ２５．１１．２９
●昭 ３８ 卒 野 沢 譲（７８歳） 新潟県胎内市 ２５．１０．７

永井秀明君を悼む 歯士会（昭和３８年卒）

追 悼
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学年でもとり
わけ健康的で溌
剌としていたあ
の前岡が，９月
２６日，とうとう
逝ってしまった。

癌と分かった時には，既に広く
転移していた由。以来１年余り，診
療を続けながらの闘病生活だった。
友人の苦境でも何もできず，見
守るだけであった。過酷な状況な
のによくも１年も弱音を吐かず頑
張って，彼らしいと思う。まだ５９
歳，さぞ無念だったろう。
彼との付き合いは，入学し空手
部入部から始まる。毬栗頭で学ラ
ン，下駄ばき姿の彼はユニーク

だった。高校でラグビー，大学で
は空手と硬派一筋の彼は，空手へ
の思いが篤く，自然中心的存在と
なり，主将となって我々を引っ
張ってくれた。
卒業後，彼は高名な臨床家の門
を叩き，歯科医としての道を歩き
始める。そして勤務先で素敵な奥
様との出会いがあって目出度く結
婚，一宮の実家に入り開業医生活
がスタート。
勉強家の彼は，多くのスタディ
ーグループに所属し，学会や勉強
会で忙しい奴だなと思っているう
ち，いつの間にかあちこちで講演
を依頼されるまでになっていた。
開業医として高い評価を受ける

だけでなく，温かい家庭を築き，
家族から愛された前岡。
先日，空手部の仲間でお参りに
伺い，診療室を見せてもらった。
彼が如何に患者さんを大切にし，
真摯に診療に臨んでいたか分かる
気がした。
真面目で硬派で謙虚だった。虚
飾を嫌い，都会の空気や風潮にも
流されることのない個性の強さが
あった。外見も人柄も学生時代か
ら少しも変わらず，何事も飾らな
い前岡流は一貫していた。
個性際立った好漢，前岡は多く
の人の心の中で，生き続けるだろう。
前岡，ありがとう。 合掌
（昭和５５年卒・伊藤博之 記）

君が盲腸内分
泌腫瘍で余命半
年と宣告され，
夫婦で抱き合っ
て泣いた話を僕
に語ってから一

体どのくらい経ったのだろう。
吉田伸幸君は僕と学生番号が隣
で水道橋の階段教室も実習室も隣
同士。君はよく中央ホールで卓球
を，僕は JAZZ 研でサックスを
吹いていた。
君は卓球で培った勝負根性でい
つも泰然自若としていた。僕らは
学究肌ではなかったが，ノートを
借りて一夜漬けの勉強で試験をク
リヤーした。「国家試験受からな
きゃ話にならんからな」が君の口
癖だった。
卒業間際に同じ小樽出身で小児
歯科勤務の敦子さんと運命的に出

会い，結婚して君は札幌，僕は熱海
で研修した。先に開業した君は会
務の傍ら，徐々にゴルフ道を極め
た。名門小樽カントリーへの入会
し，３度もクラブチャンピオンに。
去年９月３０日，札幌での学会に
合わせ君とのゴルフを計画した。
その頃は体調が良さそうだった。
だがその一週間前に入院したとい
う。その日は病院の外泊許可をと
りご家族と小樽駅まで迎えにきて
くれた。相変わらず背が高く，助
手席から降りてサッサッと歩いて
みせてくれた姿がうれしかった。
時は過ぎ行き人は無常にも誕生
してはやがて滅びる。しかし魂は
不滅だ。昨晩から小樽へ来てご家
族や歯科医師会の先生方にお会い
して確信した。君の５９年の人生は
大成功。正に１８ホールのナイス
ゲーム。来春結婚されるご長女や

間もなく出産されるご次女。最近
プロポーズされたご三女。当時つ
いに男の子が誕生したと喜んでい
た子は北大卒の歯科研修医。君の
魂は間違いなく彼らに伝わり宿っ
ている。
卒業アルバムを開くと，D班の
寄せ書きに君は「皆さん卓球を練
習して下さい」「あー疲れた」と
あった。僕はその隣に中国語で二
文字だけ。その二文字で今日の弔
辞は終わりにしよう。昨晩から多
くの方が君とのお別れを惜しんで
いる。これ以上君を独り占めする
わけにはいかない。でも僕らの間
にさよならはない。また天国のク
ラチャンこと吉田伸幸君に会いた
い。
「再見」
（昭和５４年卒・呂 正博 記）

天国のクラチャンへ 弥生会（昭和５４年卒）

前岡一夫君を悼む 翔蜻会（昭和５５年卒）

追 悼
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◆投 稿 規 定

⑴ 原稿締め切り
原稿の締め切りは，発行前月の１０日までとし，
原則として締め切り翌月発行の会報に掲載いた
します。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮下さい。ワープロ等電子機器使用の場
合は１行１５字で設定して下さい。写真はピント
のあったものを，大きいサイズ（２Lなど）で
集合写真のみでなく，スナップなども添えて下
さい。

⑶ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。なお，掲載については委員会にご一
任いただきます。

⑷ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真の場合は，その旨書き添えて下さ
れば返却いたします。写真は同窓会ホームペー
ジにも掲載されることがあります。

※平成２４年度より，偶数月発行から年間５回（２，６，８，１０，１２月）の発行になりました。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ
http : //www.tdc-alumni.jp/membersonly/kouhoubu.php をご覧下さい。

⑸ 投 稿 字 数

投稿欄 内容 文字数，備考

追悼 故人の追悼文 ６００字程度でお願いしています。

すいどうばし
いなげ

随想，詩，短歌，
時評など

１編１，７００字程度（１ページ）。投稿者本人にしか解らない思い入れ
や，取り止めのない随筆はご遠慮いただき，出来るだけ大学や同窓
会に縁（ゆかり）あるものが望ましい。

支部のうごき
クラス会だより

１ページ１，７００字程度（１ページ以内でお願いします）
写真が入る場合下記を参考に文字数を減らしてください。
全員の集合写真は７２０字に相当，会場風景や大勢のスナップ写真は
３６０字相当，数人のスナップ写真は１２０字相当で掲載します。
尚，同窓会ホームページよりひな型をダウンロードできますのでご
利用下さい。

投稿送付書 郵送で投稿の方は下記送付書に内容を記載し，同封をお願いします。

お名前（漢字） フリガナ 所属支部 支部

卒業年数（どれか１つ） （昭和・平成・西暦） 年卒 ／ 期卒

住所（自宅・勤務先） 〒

電話番号（自宅・連絡先） － － FAX番号 － －

投稿先
□に�印チェック

同窓会会報 □カラーグラビア □追悼 □支部のうごき
□ふるさと自慢 □すいどうばし □いなげ
□クラス会だより □OB，グループ・サークル

貼付写真枚数 枚

その他ご希望 （例 写真の順番・重要度など）
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学術委員会は現在３０名の学術委員と
数名の協力委員で構成されています。
各委員は，同窓会員のみなさまに生
きた学術情報を発信するために，卒後
研修セミナーの企画・運営のみなら
ず，若手支援委員会，大学連携委員
会，シンクタンク委員会，研究部，な
ど同窓会活動の根幹を担う委員会活動
に兼務しており，まさに八面六臂の活
躍をしております。１９７５年に経団連
ホールから始まった卒後研修セミナー
は，その時々の歯科医学の進歩，社会
情勢や「ヒポクラテスとの決別」，DOS
から POSへ，バイオエシックス，
EBM，といったキーワードに代表さ
れるような，医者と国民の医療意識の
変化などに，あるときは先取りし，またあるときは歩調を合わせながらセミナープログラミングをおこなってき
ました。今年で３８年経過した卒後研修セミナーは１０年程前から，医療技術のスキルアップをねらった実習付き「臨
床実技セミナー」や，受講者がディスカッションすることで気づきが生まれる，「臨床における重要技術」習得
のための「ベーシックセミナー」などを企画してまいりました。その根底には，学生時代習得した各科別の知識
を，さまざまな個人差，個体差，のある患者に包括的に応用できるようになる，といった一般・行動目標があり
ます。再来年同窓会創設１２０周年を迎え，新たにアカデミア構想が検討されています。学術委員会でも現在，将
来を見据えた，より良い学術情報発信のために，委員会構成やセミナー構成などについて鋭意検討しているとこ
ろです。今後ともみなさまのご理解ご協力をお願いいたします。 学術委員会委員長 藤関雅嗣

◆へんしゅうこうき ★ 今号の会員往来は，準会員の直井友紀さんです。学生の会員の登場は初めてで
す。これからも若い会員の登場にご期待ください。
現執行部も今月で任期満了を迎えます。この２年間の間，さまざまな本会の活
動や，支部や会員の情報を皆様にお届けしてまいりましたが，至らぬ点もあった
ことと反省しております。さきの平成２５年度評議員会及び第１１９回総会で，現会
長の矢﨑秀昭先生が再選されました。第２期矢﨑執行部においても，より良い広
報活動を目指します。これからもさらなるご協力ご鞭撻をお願いします。
それでは，よき新年をお迎えください。 （小池 修 記）

広報部広報委員会
委 員 長 臼田 準
副委員長 福井 雅之

山口 雅史
委 員 古澤 成博

佐々木葉子
志村 圭子
渡邊 宇一
島田 篤
西村 哲雄
宇佐美貴弘
小貫 飛鳥
横田 東生

広報部担当理事 小池 修

平成２５年１２月２０日 印刷
平成２５年１２月２５日 発行

東京歯科大学同窓会会報 第３９４号

発行人
編集人

小 池 修
臼 田 準
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）

いいんかいしょうかい
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第１１９回東京歯科大学同窓会定時総会
（午後４時１０分～午後５時００分）

１．開 会 の 辞
１．点 呼
１．会 長 挨 拶
１．来 賓 挨 拶
１．議長，副議長選出
１．議事録署名人指名
１．黙 祷
１．報 告
⑴ 平成２５年度 会務報告
⑵ 平成２５年度 会計現況報告

１．東京歯科大学の現況
⑴ 大学法人の使命
⑵ 水道橋移転とこれからの東京歯科大学が目
指すもの

１．議 事
第１号議案 平成２４年度 経常部収支決算
第２号議案 平成２４年度 特別会計収支決算

（同窓会基金，血脇記念基金，共
済基金，名簿積立金，退職積立金）

第３号議案 平成２４年度 卒後研修セミナー，
卒後研修セミナー積立金収支決算

第４号議案 平成２４年度 時局対策費積立金会
計収支決算

第５号議案 平成２４年度 財産目録
（監 査 報 告）

第６号議案 財産（備品）廃棄処分
第７号議案 総会に係る会則の改正
第８号議案 役員の選任に係る会則の改正
第９号議案 選挙規則の制定

第１０号議案 評議員選出の際の経過措置
第１１号議案 共済規程の一部改正
第１２号議案 同窓会基金および血脇記念基金に

係る会則と規程の改正
第１３号議案 過年度分会費徴収の一部中止
第１４号議案 平成２６年度 事業計画
第１５号議案 平成２６年度 入会金
第１６号議案 平成２６年度 会費
第１７号議案 平成２６年度 経常部収支予算
第１８号議案 平成２６年度 共済負担金
第１９号議案 平成２６年度 特別会計収支予算

（同窓会基金，血脇記念基金，高山・
血脇記念同窓会基金，共済基金，
名簿積立金，退職積立金，同窓会
創立１２０周年記念事業積立金）

第２０号議案 平成２６年度 卒後研修セミナー，
卒後研修セミナー積立金収支予算

第２１号議案 平成２６年度 時局対策費積立金会
計収支予算

第２２号議案 平成２６年度 名誉会員の推薦
第２３号議案 役員改選

１．協 議
⑴ 東京歯科大学同窓会会員緊急時 代診制度
の見直しについて

⑵ その他
１．名誉会員推戴式
１．叙勲，褒章受章者顕彰式
１．閉 会 の 辞

１．開 会 の 辞
１．会 長 挨 拶
１．議長，副議長選出
１．議事録署名人指名
１．報 告
⑴ 平成２５年度 会務報告
⑵ 平成２５年度 評議員会報告
⑶ 平成２６年度 経常部，特別会計，卒後研修

セミナー，卒後研修セミナー
積立金，時局対策費積立金会
計収支予算

１．議 事
第１号議案 平成２４年度 経常部収支決算
第２号議案 平成２４年度 特別会計収支決算

（同窓会基金，血脇記念基金，共

済基金，名簿積立金，退職積立金）
第３号議案 平成２４年度 卒後研修セミナー，

卒後研修セミナー積立金収支決算
第４号議案 平成２４年度 時局対策費積立金会

計収支決算
第５号議案 平成２４年度 財産目録

（監 査 報 告）
第６号議案 財産（備品）廃棄処分
第７号議案 総会に係る会則の改正
第８号議案 役員の選任に係る会則の改正
第９号議案 同窓会基金および血脇記念基金に

係る会則の改正
１．協 議
１．閉 会 の 辞

平成２５年度 評議員会・定時総会

（報告） 平成２５年１１月１７日（日）
於 東京歯科大学 血脇記念ホール

平成２５年度東京歯科大学同窓会評議員会
（午前１０時００分～午後４時００分）
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平成２５年度東京歯科大学同窓会会務報告
�
�
自 平成２４年９月１日�

�至 平成２５年８月３１日

１．現在会員数 ９，０９６名
内
名 誉 会 員 ３２名
共済負担金免除会員 ８００名
高 齢 会 員 ４６４名
不 明 会 員 ７３８名

２．会員の移動
新 入 会 員 １４４名

�
�
本年度卒業生 １３１名�

�他 １３名
逝 去 会 員 １２８名
退 会 会 員 ０名

３．会 議
定 時 総 会 １回
評 議 員 会 １回
学年代表者会 １回
新進会員のつどい １回
東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯
会長と同窓会役員懇談会 ３回

理 事 会 ５回
常 任 理 事 会 ５回
監 査 会 １回
各 種 委 員 会 １７２回
卒後研修セミナー １１回
連絡会・打合せ等 ２２回

４．役 員 出 張 ７３回（９９名）
５．支 部 数 １０８支部
６．地域支部連合会数 １１地域支部連合会

北海道地域，東北地域，関東地域，東京地域，
信越地域，東海地域，北陸地域，近畿地域，
中国地域，四国地域，九州地域

７．会 務 報 告
平成２４年
９月２日（日） 関東地域支部連合会総会・支部長会

（神奈川県担当）
矢﨑会長，髙橋専務理事，杉山理事
出席
学術講演会 講師・嶋田昌子先生
（横浜シティガイド協会）

２日（日） 東海地域支部連合会総会・支部長会
（静岡県支部担当）
佐瀬・梅村副会長，太田理事出席
学術講演会 講師・安部龍太郎先生
（歴史小説家）

３日（月） 事業推進部大学連携委員会
８日（土） TDCインプラントセミナー・マス

ターコース２０１２
９日（日） TDCインプラントセミナー・マス

ターコース２０１２
１０日（月） 同窓会・会務運営協議会
１０日（月） 広報部広報委員会
１１日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１１日（火） 事業推進部シンクタンク委員会
１２日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１３日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府

県歯会長と同窓会役員との懇談会懇
親会

１３日（木） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１３日（木） 事業推進部・若手支援セミナー（運

営委員会）
１４日（金） 第４４回歯学体成績報告会

矢﨑会長出席
１４日（金） 広報部広報委員会
１８日（火） 事業推進部（企画会議）
２１日（金） 若手同窓との懇談会
２３日（日） 渉外部渉外委員会
２４日（月） 同窓会・会務運営協議会
２４日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２５日（火） 事業推進部大学連携・若手ネット

ワーク合同講演会運営委員会
２７日（木） 同窓会主催全国ゴルフ大会
２７日（木） 事業推進部保険委員会
２７日（木） 事業推進部学術委員会（インプラン

トセミナー開催準備会）
２８日（木） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２９日（土） 第５回理事会
２９日（土） 長野県支部合同総会

梅村副会長，阿部理事出席
学術講演会 講師・片倉 朗教授
（母校）

１０月１日（月） 事業推進部（保険委員会 全国社会
保険指導者懇談会・懇親会）

１日（月） 事業推進部学術委員会（プログラム
委員会）

２日（火） 京橋・日本橋支部合同学術講演会
（京橋支部担当）
講師・真坂信夫先生（神奈川県開業）

２日（火） 渉外部渉外委員会
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２日（火） 事業推進部学術委員会（研究部）
３日（水） 事業推進部学術委員会（インプラン

トセミナー開催準備会）
６日（土） 全国歯科大学同窓・校友会懇話会

矢﨑会長，宮地副会長，髙橋専務理
事，小林理事出席

６日（土） TDCインプラントセミナー・マス
ターコース２０１２

７日（日） TDCインプラントセミナー・マス
ターコース２０１２

９日（火） 事業推進部若手ネットワーク委員会
１０日（水） 広報部広報委員会
１０日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１０日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１１日（木） 六歯科大学歯学部校友会同窓会懇談

会
１１日（木） 事業推進部シンクタンク委員会
１３日（土） 九州地域支部連合会総会・支部長会

（熊本県支部担当）
矢﨑会長，髙橋専務理事，田部理事
出席

１３日（土） 北海道地域支部連合会学術講演会
講師・一戸達也教授（母校）

１５日（月） 事業推進部大学連携・若手ネット
ワーク合同講演会運営委員会

１６日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
１７日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１８日（木） 東京地域支部連合会支部長会

矢﨑会長，早速理事出席
１９日（金） 同窓会・会務運営協議会
２０日（土） 東京歯科大学台湾同窓会創設記念会

矢﨑会長出席
２２日（月） 事業推進部学術委員会（事業検討会）
２３日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
２４日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２５日（木） 総務関係打合せ
２５日（木） 事業推進部学術委員会（保険委員会）
２７日（土） 北多摩支部学術講演会 講師・佐藤

亨教授（母校）
２７日（土） TDC卒後研修セミナー２０１２ 卒研

セミナー№５イブニングセミナー３
「開業医が取り組む摂食嚥下リハビ
リテーション（入門編）」～診療室か
らはじめる口腔機能向上へのアプ
ローチ～

２８日（日） TDC卒後研修セミナー２０１２ 卒研
セミナー№６臨床実習セミナー２
「たったこれだけ！MTM！」～タイポ
ドントでマスターする基本の『き』～

２７日（土） 岡山県支部学術講演会 講師・氏平
徹先生（岡山県開業）

２８日（日） 東歯祭視察 矢﨑会長出席
２９日（月） 総務関係打合せ
３０日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
３１日（水） 総務・厚生部厚生委員会

１１月２日（金） 第６回理事会
３日（土） 平成２４年度評議員会・第１１８回定時

総会
６日（火） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
６日（火） 事業推進部学術委員会（研究部）
６日（火） 東京歯科大学・同窓会広報連携打合

せ会
１２日（月） 広報部広報委員会
１２日（月） 渉外部渉外委員会
１３日（火） 事業推進部・若手支援セミナー（運

営委員会）
１４日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１４日（水） 事業推進部シンクタンク委員会
１５日（木） 東京地域支部連合会保険講習会

矢﨑会長出席
１６日（金） 日本橋支部学術講演会

講師・清水洋利先生（パールデンタ
ルクリニック院長）

１７日（土） 東京地域支部連合会城西ブロック懇
談会（四谷牛込支部担当）

矢﨑会長出席
１８日（日） 東信支部総会

学術講演会 講師・水口 清教授
（母校）

１９日（月） 事業推進部大学連携委員会
１９日（月） 事業推進部学術委員会（インプラン

トセミナー開催準備会）
２２日（木） 事業推進部シンクタンク委員会
２３日（金） 近畿地域支部連合会総会・支部長会

（京都府支部担当）
矢﨑会長，髙橋専務理事，永田理事
出席
学術講演会 講師・片倉 朗教授
（母校）

２５日（日） 東北地域支部連合会支部長会（宮城
県支部担当）

矢﨑会長，高橋理事出席
２６日（月） 同窓会・会務運営協議会
２７日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
２７日（火） 事業推進部・若手支援セミナー（運

営委員会）
２８日（水） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
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２９日（木） 事業推進部（企画会議）
１２月１日（土） 東京地域支部連合会総会

矢﨑会長，髙橋専務理事，早速理事
出席

１日（土） 山梨県支部総会 宮地副会長出席
学術講演会 講師・井川雅子先生
（静岡市立清水病院口腔外科）

１日（土） 愛媛県支部総会 小林理事出席
学術講演会 講師・末石研二教授
（母校）

１日（土） 全国歯科大学同窓会・校友会日歯連
盟参与会議 梅村副会長出席

２日（日） 栃木県支部総会 臼井理事出席
学術講演会 講師・井上 孝教授
（母校）

２日（日） 茨城県支部総会 佐瀬副会長出席
学術講演会 講師・石田 瞭准教授
（母校）

２日（日） 神奈川県支部連合同窓会総会
矢﨑会長出席

２日（日） 静岡県支部総会 梅村副会長出席
学術講演会 講師・石原和幸教授
（母校）

２日（日） 千葉県支部総会 浮地副会長出席
学術講演会 講師・阿部伸一教授
（母校）

２日（日） 愛知県支部総会 宮地副会長出席
学術講演会 講師・加藤久豊先生
（税理士・米国税理士）

３日（月） 広報部広報委員会
３日（月） 事業推進部大学連携・若手ネット

ワーク合同講演会運営委員会
５日（火） 事業推進部保険委員会
６日（木） 父兄会役員・大学幹部との懇談会

矢﨑会長出席
９日（日） 若手支援セミナー
１２日（水） 第５回常任理事会
１２日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１４日（金） 日本橋支部総会 矢﨑会長出席
１５日（土） 事業推進部学術委員会（全体委員会）
１５日（土） 島根県支部総会 矢﨑会長出席
１６日（日） 島根県支部学術講演会 講師・外木

守雄先生（日本大学歯学部口腔外科
教授）

１７日（月） 事業推進部若手ネットワーク委員会
１８日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
１９日（水） 大学支部総会 河田理事出席
２１日（金） 総務関係打合せ
２９日（土） 渉外関係連絡会

平成２５年
１月７日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
８日（火） 事業推進部大学連携委員会
９日（水） 千代田支部新年会 矢﨑会長出席
９日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１０日（木） 広報部広報委員会
１０日（木） 事業推進部ワークショップ
１２日（土） 第１回理事会
１２日（土） 東京地域支部連合会新年交歓会

矢﨑会長出席
１２日（土） 事業推進部若手ネットワーク委員会
１５日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
１６日（水） 水道橋病院３階高度歯科医療セン

ター 保存科・補綴科完成式
矢﨑会長出席

１６日（水） 事業推進部学術委員会（研究部）
１７日（木） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１８日（金） 芝支部総会・新年懇親会

宮地副会長出席
１８日（金） 渉外部渉外委員会
１９日（土） 杉並支部新年会 矢﨑会長出席
２１日（月） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
２２日（火） 井出学長との座談会
２２日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
２３日（水） 事業推進部若手ネットワーク委員会
２３日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２４日（木） 会務検討特別委員会
２５日（金） 下谷・浅草支部合同新年会

矢﨑会長出席
２７日（日） 広島県支部総会

学術講演会 講師・齋藤 淳教授
（母校）

２７日（日） 三重県支部総会 佐瀬副会長出席
学術講演会 講師・石崎 憲講師
（母校）

２８日（月） 同窓会・会務運営協議会
２８日（月） 事業推進部学術委員会（事業検討会）
２９日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
３０日（水） 事業推進部保険委員会
３１日（木） 総務関係打合せ

２月１日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
３日（日） 滋賀県支部総会

学術講演会 講師・松久保 隆教授
（母校）

３日（日） 岡山県支部総会
学術講演会 講師・鈴木一雄先生
（宮城県開業）

５日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
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７日（木） 事業推進部ワークショップ
８日（金） 事業推進部シンクタンク委員会
１２日（火） 事業推進部学術委員会（研究部）
１３日（水） 第１回常任理事会
１３日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１５日（金） 広報部広報委員会
１６日（土） 北多摩支部総会 矢﨑会長出席
１８日（月） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
１９日（火） 東京歯科大学・同窓会広報連携打合

せ会
２３日（土） 鹿児島県支部総会 矢島監事出席

学術講演会 講師・矢島安朝教授
（母校）

２３日（土） 事業推進部シンクタンク委員会
２４日（日） 東京歯科大学同窓会フォーラム

「超高齢社会を迎えての，歯科医療
におけるパラダイムシフト」

２４日（日） 埼玉県支部新年会 佐瀬副会長出席
２５日（月） 同窓会・会務運営協議会
２６日（火） 渉外部渉外委員会
２６日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
２８日（木） 事業推進部（企画会議）
２８日（木） 総務・厚生部厚生委員会

３月１日（金） 新進会員のつどい運営委員会
２日（土） 青森県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・石原和幸教授
（母校）

４日（月） 事業推進部学術委員会（研究部）
５日（火） 広報部広報委員会
５日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
８日（金） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校卒

業証書授与式 佐瀬副会長出席
９日（土） 群馬県支部総会 髙橋専務理事出席
１１日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１１日（月） 会員管理システム検討委員会
１２日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１３日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１３日（水） 杉並支部学術講演会 講師・齋藤

淳教授（母校）
１４日（木） 新入会員オリエンテーション
１４日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府

県歯会長と同窓会役員との懇談会懇
親会

１５日（金） 第１１８回東京歯科大学卒業証書・学
位記授与式 宮地副会長出席
大学院修了式（会長賞授与）

宮地副会長出席
第１１８期卒業生主催謝恩会

矢﨑会長，宮地副会長
１５日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１８日（月） 水道橋病院臨床研修歯科医修了者オ

リエンテーション
１８日（月） 同窓会・会務運営協議会
２１日（木） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
２２日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業準備委

員会
２３日（土） 第２回理事会
２５日（月） 千葉病院臨床研修歯科医修了者オリ

エンテーション
２６日（火） 市川総合病院臨床研修歯科医修了者

オリエンテーション
２６日（火） 会務検討特別委員会
２６日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
２８日（木） 事業推進部保険委員会
２８日（木） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
３０日（土） 北海道地域支部連合会臨時総会・支

部長会
髙橋専務理事，佐藤理事出席

４月１日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
３日（水） 事業推進部（企画会議）
４日（木） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校入

学式 矢﨑会長出席
４日（木） 新進会員のつどい運営委員会
５日（金） 東京歯科大学入学式 矢﨑会長出席
８日（月） 東京歯科大学大学院入学式

矢﨑会長出席
１０日（水） 東京地域支部連合会支部長会

矢﨑会長出席
１０日（水） 広報部広報委員会
１０日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１１日（木） 事業推進部学術委員会（研究部）
１１日（木） 総務関係打合せ
１２日（金） 事業推進部若手ネットワーク委員会
１３日（土） 山形県支部総会 梅村副会長出席

学術講演会 講師・矢島安朝教授
（母校）

１３日（土） 宮城県支部総会 浮地副会長出席
学術講演会 講師・齋藤 淳教授
（母校）

１３日（土） 横浜西部支部総会
加藤木副会長出席

１４日（日） TDC卒後研修セミナー開講式
TDC卒後研修セミナー２０１３ 卒研
セミナー№１ディスカッションセミ
ナー
「最初に診ること，ずっと診ること」
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～臨床記録の重要性を理解しよう！～
１４日（日） 全国歯科大学同窓・校友会学術担当

者連絡会準備会
１５日（月） 事業推進部学術委員会（事業検討会）
１６日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業準備委

員会
１６日（火） 新進会員のつどい運営委員会
１７日（水） 第２回常任理事会
１７日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１８日（木） 総務・厚生部厚生委員会
１８日（木）「石井みどり支援総決起大会」幹事

校会議 佐々木理事出席
１９日（金） 同窓会・会務運営協議会
１９日（金） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
２２日（月） 会員管理システム検討委員会
２２日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２３日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
２４日（水） 新進会員のつどい運営委員会
２５日（木） 水道橋新校舎竣工関係準備委員会

矢﨑会長，宮地副会長，髙橋専務理事
出席

２５日（木） 会務検討特別委員会
２５日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
２６日（金） 渉外部渉外委員会
２６日（金） 事業推進部保険委員会
２７日（土） 大分県支部総会 宮地副会長出席

学術講演会 講師・宮地建夫先生
（東京都開業）

５月１日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
７日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
８日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１０日（金） 広報部広報委員会
１０日（金） 新進会員のつどい運営委員会
１０日（金） 事業推進部学術委員会（研究部）
１１日（土） 四国地域支部連合会総会・支部長会

（香川県支部担当）
矢﨑会長，佐瀬副会長，久保田理事
出席
学術講演会 講師・鈴木一雄先生
（宮城県開業）

１３日（月） 事業推進部学術委員会（プログラム
委員会）

１４日（火） 総務関係打合せ
１４日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
１５日（水） 会務検討特別委員会
１５日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１６日（木） TDC卒後研修セミナー２０１３ 卒研

セミナー№２イブニングセミナー１

「今日からはじめる こだわりの補綴」
～補綴物に現れる基本の重要性～

１８日（土） 秋田県支部総会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・水口 清教授
（母校）

２０日（月） 会員管理システム検討委員会
２０日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２１日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
２１日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２３日（木） 総務・厚生部厚生委員会
２５日（土） 第３回理事会
２５日（土） 福島県支部総会 佐瀬副会長出席

学術講演会 講師・片倉 朗教授
（母校）

２６日（日） 石井みどり・全国同窓・校友会の決
起大会 矢﨑会長出席

２７日（月） 同窓会・会務運営協議会
２７日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２８日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
３０日（木） 監査会
３０日（木） 事業推進部保険委員会

６月１日（土） 中国地域支部連合会総会・支部長会
（鳥取県支部担当）
矢﨑会長，財部・小徳理事，原監事
出席
学術講演会 講師・丸森英史先生
（神奈川県開業）

３日（月） 事業推進部（企画会議）
３日（月） 事業推進部学術委員会（研究部）
４日（火） 大学との懇談会
７日（金） 事業推進部学術委員会（事業検討会）
９日（日） TDC卒後研修セミナー２０１３ 卒研

セミナー№３実習セミナー１
「ゼロから学ぶセファロトレーシン
グと症例分析」１

９日（日） 神奈川県支部連合同窓会学術講演会
講師・宝田恭子先生（東京都開業）

１０日（月） 広報部広報委員会
１２日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１２日（水） 渋谷支部総会 浮地副会長出席
１３日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
１３日（木） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
１３日（木） 総務関係打合せ
１４日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業準備委

員会
１８日（火） Elective study Program表彰式（１

～２年生） 矢﨑会長出席
２０日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府
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県歯会長と同窓会役員との懇談会懇
親会

２２日（土） TDC卒後研修セミナー２０１３ イン
プラントの極意４日間コース①

２２日（土） 東北地域支部連合会総会・支部長会
（山形県支部担当）

矢﨑会長，臼井・高橋理事出席
学術講演会 講師・齋藤 淳教授
（母校）

２２日（土） 九州地域支部連合会支部長会（鹿児
島県支部担当）

髙橋専務理事，田部理事出席
２２日（土） 川崎支部学術講演会 講師・石崎

憲講師（母校）
２３日（日） TDC卒後研修セミナー２０１３ イン

プラントの極意４日間コース②
２４日（月） 同窓会・会務運営協議会
２５日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
２５日（火） 事業推進部保険委員会
２６日（水） 第３回常任理事会
２７日（木） 東京地域支部連合会主催都歯保険関

係東歯同窓懇談会 矢﨑会長出席
２８日（金） 事業推進部若手ネットワーク委員会
２９日（土） 新潟県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・齋藤 淳教授
（母校）

７月１日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
３日（水） 会務検討特別委員会
５日（金） 渉外部渉外委員会
５日（金） 会員管理システム検討委員会
５日（金） 浅草支部学術講演会 講師・一戸

達也教授（母校）
６日（土） 埼玉県支部総会 浮地副会長出席

学術講演会 講師・井上 孝教授
（母校）

６日（土） 群馬県支部学術講演会 講師・宮地
建夫先生（東京都開業）

７日（日） TDC卒後研修セミナー２０１３ 卒研
セミナー№３実習セミナー１
「ゼロから学ぶセファロトレーシン
グと症例分析」２

７日（日） 学年代表者会
７日（日） 愛知県支部学術講演会 講師・加藤

広之講師（母校）
７日（日） 静岡県支部学術講演会 講師・片倉

朗教授（母校）

８日（月） Elective study Program表彰式（３
～６年生） 矢﨑会長出席

８日（月） 事業推進部（企画会議）
９日（火） 同窓会アカデミア構想検討会
１０日（水） 広報部広報委員会
１０日（水） 東京地域支部連合会学術講演会 講

師・小宮山彌太郎先生（東京都開業）
１１日（木） 総務・厚生部厚生委員会
１１日（木） 事業推進部学術委員会（研究部）
１２日（金） 新進会員のつどい運営委員会
１６日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業準備委

員会
１６日（火） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
１７日（水） 同窓会アカデミア構想検討会
１９日（金） 東京歯科大学水道橋校舎新館竣工式

矢﨑会長出席
２０日（土） 東京歯科大学水道橋校舎新館竣工祝

賀会 矢﨑会長出席
２０日（土） TDC卒後研修セミナー２０１３ イン

プラントの極意４日間コース③
２１日（日） TDC卒後研修セミナー２０１３ イン

プラントの極意４日間コース④
２２日（月） 同窓会・会務運営協議会
２２日（月） 事業推進部大学連携委員会
２３日（火） 事業推進部学術委員会（企画）
２４日（水） 第４回常任理事会
２８日（日） 新進会員のつどい
３０日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）

８月１日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会実行委員会
４日（日） 事業推進部学術委員会（全体委員会）
５日（月） 事業推進部学術委員会（研究委員会Ｂ）
６日（火） 事業推進部保険委員会
９日（金） 会務検討特別委員会
２１日（水） 会務検討特別委員会
２３日（金） 広報部広報委員会
２４日（土） 全国歯科大学同窓・校友会学術担当

者連絡会 蛯谷理事出席
２５日（日） 全国歯科大学同窓・校友会学術担当

者連絡会準備会
２６日（月） 同窓会・会務運営協議会
３０日（金） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
３１日（土） 東京歯科大学水道橋校舎竣工記念式

典・祝賀会 矢﨑会長出席
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平成２４年９月１日より平成２５年８月３１日までに逝去された会員は次のとおりです。
（敬称略）

熊 本 鈴 木 梓 大 分 立 川 淳 一 横須賀・鎌倉 飯 嶋 謙 治 新 潟 長谷川 汎

南 信 宮 下 堯 人 目 黒 川 上 正 義 宮 城 菊 池 亮 三 兵 庫 保 尾 五 郎

広 島 柏 村 彰 芝 福 田 信 芳 栃 木 屋 代 義 文 愛 媛 長 山 陽 吉

千 葉 立 石 光 群 馬 田部井 三 雄 山 口 椙 山 泰 人 墨 田 湯 浅 和 海

静 岡 三 宅 佳 伸 渋 谷 大 野 虎之進 茨 城 堀 江 伸 美 神奈川湘南 三 木 洋

神奈川相北 山 本 輝 雄 静 岡 谷 口 稔 静 岡 木 村 伯 夫 神奈川西湘 重 原 俊 夫

埼 玉 吉 田 恭 彦 千 葉 茂 木 正 邦 芝 井 上 昇 杉 並 髙 橋 秀 雄

新 潟 川 崎 安 則 新 潟 佐 藤 敏 英 埼 玉 和 泉 潔 武 蔵 野 大 村 光 晴

墨 田 秡 川 汎 史 愛 知 桑ヶ谷 八 郎 横浜北部 大久保 公 晴 武 蔵 野 篠 原 健 一

広 島 池 田 治 美 岡 山 淵 野 俊 彦 横須賀・鎌倉 池 田 満 之 愛 知 清 水 宏

岡 山 緒 形 巧 愛 知 磯 謙 二 荒 川 久木留 一 廣 群 馬 石 岡 秀 雄

北 多 摩 清 水 昌 好 横須賀・鎌倉 久 和 総一郎 川 崎 近 藤 宏 札 幌 伊 藤 正 彦

横浜西部 宮 尾 昌 典 愛 知 西 武 司 千 葉 今 井 祥 浩 静 岡 瀧 上 徹

東 信 花 岡 章 雄 練 馬 中 山 裕 鳥 取 村 松 恒 久 宮 城 齋 藤 昇

本 郷 堀 内 實 岐 阜 髙 木 博 東 信 逸 見 治之助 千 葉 丸 島 勝

中 信 鴨 居 智 子 埼 玉 関 根 泰 雄 千 葉 宇野沢 秀 樹 静 岡 鶴 見 祐 三

練 馬 西 辻 良 三 大 森 永 田 千鶴子 静 岡 杉 浦 宏 八 南 鈴 木 隆 男

渋 谷 片 岡 利 郎 横浜西部 間 野 直 樹 鹿 児 島 山 下 佐 命 墨 田 市 川 重 彦

苫 小 牧 斉 藤 郁 郎 群 馬 武 安 正 嘉 三 重 谷 崎 幸 夫 千 葉 水 沼 等

練 馬 中 村 順 一 神奈川湘南 長 束 三千雄 横浜西部 水 口 晃 夫 浅 草 舩 坂 豊

愛 知 湯 口 聰 空 知 柳 義 文 茨 城 新 井 清 京 橋 田 口 真 也

福 岡 高 石 一 秀 千 葉 宍 倉 潤 子 静 岡 坂 本 豊 美 千 葉 岡 田 孝 枝

世 田 谷 三 輪 裕 二 大 分 山 本 みちる 蒲 田 大 杉 三 郎 渋 谷 横 井 隆 一

本 郷 長谷川 正 康 新 宿 今 西 孝 博 三 重 北 野 晋 一 横浜中央 佐 藤 正

栃 木 正 岡 寿 宮 崎 河 野 雅 光 四谷牛込 橋 口 綽 徳 目 黒 赤 松 英 一

栃 木 鮎 瀬 洋 一 浅 草 鬼久保 小百合 埼 玉 田 崎 敬 茨 城 大 貫 英 世

千 葉 髙 橋 廉 平 宮 崎 嶽 崎 寿太郎 愛 知 坪 井 義 明 品 川 大 嶋 貴 子

愛 知 伊 藤 敏 夫 山 形 尾 形 新 群 馬 鎗 田 秀 夫 麻布赤坂 大 沼 勝 男

世 田 谷 今 井 豊 享 荒 川 秀 旭 埼 玉 穂 坂 直 彦 大 森 兵 藤 佐 一

京 橋 太 田 是 男 秋 田 武 田 勤 埼 玉 高 野 恭 静 岡 深 谷 竹三郎

世 田 谷 森 田 敏 弘 横浜北部 西 山 巖 江 戸 川 渡 辺 郁 夫 茨 城 関 本 英 雄

静 岡 足 立 晟 目 黒 大 友 好 山 形 山 崎 聰 千 葉 山 﨑 可 夫

※必ずしも支部所属とは限りません。 （届出順 以上 １２８名）
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総務・厚生部報告
（自 平成２４年９月１日 至 平成２５年８月３１日）

１．共済規程第６条第１項第一号に基づき弔慰金を支給した逝去会員は次のとおりです。

（敬称略）

熊 本 鈴 木 梓 大 分 立 川 淳 一 横須賀・鎌倉 飯 嶋 謙 治 新 潟 長谷川 汎

南 信 宮 下 堯 人 目 黒 川 上 正 義 宮 城 菊 池 亮 三 兵 庫 保 尾 五 郎

広 島 柏 村 彰 芝 福 田 信 芳 栃 木 屋 代 義 文 愛 媛 長 山 陽 吉

千 葉 立 石 光 群 馬 田部井 三 雄 山 口 椙 山 泰 人 墨 田 湯 浅 和 海

静 岡 三 宅 佳 伸 渋 谷 大 野 虎之進 茨 城 堀 江 伸 美 神奈川湘南 三 木 洋

静 岡 谷 口 稔 静 岡 木 村 伯 夫 神奈川西湘 重 原 俊 夫 埼 玉 吉 田 恭 彦

千 葉 茂 木 正 邦 芝 井 上 昇 杉 並 髙 橋 秀 雄 新 潟 川 崎 安 則

新 潟 佐 藤 敏 英 埼 玉 和 泉 潔 武 蔵 野 大 村 光 晴 墨 田 秡 川 汎 史

愛 知 桑ヶ谷 八 郎 横浜北部 大久保 公 晴 武 蔵 野 篠 原 健 一 広 島 池 田 治 美

岡 山 淵 野 俊 彦 横須賀・鎌倉 池 田 満 之 愛 知 清 水 宏 岡 山 緒 形 巧

荒 川 久木留 一 廣 群 馬 石 岡 秀 雄 横須賀・鎌倉 久 和 総一郎 川 崎 近 藤 宏

札 幌 伊 藤 正 彦 横浜西部 宮 尾 昌 典 愛 知 西 武 司 千 葉 今 井 祥 浩

東 信 花 岡 章 雄 練 馬 中 山 裕 鳥 取 村 松 恒 久 宮 城 齋 藤 昇

本 郷 堀 内 實 岐 阜 髙 木 博 東 信 逸 見 治之助 千 葉 丸 島 勝

中 信 鴨 居 智 子 埼 玉 関 根 泰 雄 静 岡 鶴 見 祐 三 練 馬 西 辻 良 三

大 森 永 田 千鶴子 静 岡 杉 浦 宏 八 南 鈴 木 隆 男 渋 谷 片 岡 利 郎

横浜西部 間 野 直 樹 墨 田 市 川 重 彦 苫 小 牧 斉 藤 郁 郎 群 馬 武 安 正 嘉

三 重 谷 崎 幸 夫 千 葉 水 沼 等 練 馬 中 村 順 一 神奈川湘南 長 束 三千雄

横浜西部 水 口 晃 夫 浅 草 舩 坂 豊 愛 知 湯 口 聰 空 知 柳 義 文

茨 城 新 井 清 京 橋 田 口 真 也 福 岡 高 石 一 秀 千 葉 宍 倉 潤 子

静 岡 坂 本 豊 美 世 田 谷 三 輪 裕 二 蒲 田 大 杉 三 郎 渋 谷 横 井 隆 一

本 郷 長谷川 正 康 新 宿 今 西 孝 博 三 重 北 野 晋 一 横浜中央 佐 藤 正

栃 木 正 岡 寿 宮 崎 河 野 雅 光 四谷牛込 橋 口 綽 徳 目 黒 赤 松 英 一

栃 木 鮎 瀬 洋 一 浅 草 鬼久保 小百合 埼 玉 田 崎 敬 茨 城 大 貫 英 世

千 葉 髙 橋 廉 平 宮 崎 嶽 崎 寿太郎 愛 知 坪 井 義 明 品 川 大 嶋 貴 子

愛 知 伊 藤 敏 夫 山 形 尾 形 新 群 馬 鎗 田 秀 夫 麻布赤坂 大 沼 勝 男

世 田 谷 今 井 豊 享 荒 川 秀 旭 埼 玉 穂 坂 直 彦 大 森 兵 藤 佐 一

秋 田 武 田 勤 埼 玉 高 野 恭 静 岡 深 谷 竹三郎 世 田 谷 森 田 敏 弘

横浜北部 西 山 巖 江 戸 川 渡 辺 郁 夫 茨 城 関 本 英 雄 静 岡 足 立 晟

目 黒 大 友 好 山 形 山 崎 聰

（届出順 以上 １１８名）

総務・厚生部報告
（自 平成２４年９月１日 至 平成２５年８月３１日）
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２．火災罹災に対し，共済規程第６条第１項第二号に基づき罹災共済金（見舞金）を支給した会員は

次のとおりです。

京 橋 支 部 五百住守彦 氏（昭和６３年卒） 平成２５年６月２４日発生

３．風水害地震等罹災に対し，共済規程第６条第１項第三号に基づき罹災共済金（見舞金）を支給し

た会員は次のとおりです。

山口県支部 細田 裕 氏（昭和５９年卒） 平成２５年７月２８日発生
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

会費 ９７，４５０，０００ ９６，５７０，４００ ８７９，６００ ９９．１ 平成２４年度分 ４，３６７人 ７８，６０６，０００円
平成２３年度分 ６７０人 １２，０６０，０００円
平成２２年度以前分 ３３８人 ５，９０４，４００円
合計 ５，３７５人 ９６，５７０，４００円

平成２４年度 １８，０００円×４，３６７人
平成２３年度 １８，０００円× ６７０人

昭和４０～４２年度 １，２００円× ２人
昭和４３～４７年度 １，７００円× ０人
昭和４８年度 ３，２００円× ０人
昭和４９年度 ３，５００円× ０人
昭和５０年度 ６，０００円× ０人
昭和５１年度 ７，０００円× ０人
昭和５２年度 ８，０００円× １人
昭和５３年度 ８，０００円× １人
昭和５４年度 ８，０００円× ０人
昭和５５年度 １０，０００円× ０人
昭和５６年度 １０，０００円× ０人
昭和５７年度 １０，０００円× １人
昭和５８年度 １２，０００円× ０人
昭和５９年度 １２，０００円× ０人
昭和６０年度 １２，０００円× １人
昭和６１年度 １２，０００円× ０人
昭和６２年度 １２，０００円× ０人
昭和６３年度 １４，０００円× １人
平成１年度 １４，０００円× １人
平成２年度 １４，０００円× ２人
平成３年度 １４，０００円× １人
平成４年度 １４，０００円× ２人
平成５年度 １４，０００円× ３人
平成６年度 １４，０００円× ５人
平成７年度 １４，０００円× ５人
平成８年度 １４，０００円× ７人
平成９年度 １４，０００円× ６人
平成１０年度 １４，０００円× ８人
平成１１年度 ２０，０００円× ８人
平成１２年度 ２０，０００円× ８人
平成１３年度 ２０，０００円× １０人
平成１４年度 １８，０００円× ６人
平成１５年度 １８，０００円× ６人
平成１６年度 １８，０００円× ９人
平成１７年度 １８，０００円× １５人
平成１８年度 １８，０００円× ２０人
平成１９年度 １８，０００円× ２３人
平成２０年度 １８，０００円× ３３人
平成２１年度 １８，０００円× ４４人
平成２２年度 １８，０００円× １０９人
合計 ３３８人

入会金 ７４０，０００ ６４０，０００ １００，０００ ８６．５ 新卒者 ５，０００円× １２８人
推薦会員 ５０，０００円× ０人

雑収入 １，７００，０００ １，５９７，９０４ １０２，０９６ ９４．０
収入計 ９９，８９０，０００ ９８，８０８，３０４ １，０８１，６９６ ９８．９

前年度繰越金 １０，０００，０００ ２２，７３６，８６７ △ １２，７３６，８６７ ２２７．４ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １４，７８９，０３４円
三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ２，８８９，５２３円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円
ゆうちょ銀行 通常貯金 １，０５８，３１０円

合 計 １０９，８９０，０００ １２１，５４５，１７１ △ １１，６５５，１７１ １１０．６

第１号議案 平成２４年度 経常部収支決算
自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日
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支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ３７，３２０，０００ ３６，００８，８２５ １，３１１，１７５ ９６．５

給与費 ２２，４８０，０００ ２２，９５３，０５３ △ ４７３，０５３ １０２．１ 事務職員
福利厚生費 ９３０，０００ ７６４，６２６ １６５，３７４ ８２．２ 役員等の傷害保険，中退共掛金
地代家賃 ４，２３０，０００ ４，２３０，０００ ０ １００．０
通信費 １，７５０，０００ １，４４５，９６１ ３０４，０３９ ８２．６
印刷費 １，４６０，０００ １，３０５，７４０ １５４，２６０ ８９．４
備品購入費 ６００，０００ ０ ６００，０００ ０．０
消耗品費 ４００，０００ ４６４，８１８ △ ６４，８１８ １１６．２
集金手数料 ４，０１０，０００ ３，９６４，７００ ４５，３００ ９８．９
保守管理委託費 １，１９０，０００ ７１３，１２１ ４７６，８７９ ５９．９
雑費 ２７０，０００ １６６，８０６ １０３，１９４ ６１．８

事業費 ６２，２００，０００ ６０，２３９，７１８ １，９６０，２８２ ９６．８

旅費交通費 ２４，２８０，０００ ２４，９５４，４７５ △ ６７４，４７５ １０２．８
総務・厚生関係費 ３，３５０，０００ ２，７６９，２６６ ５８０，７３４ ８２．７
渉外関係費 ２，０９０，０００ １，６５４，０１２ ４３５，９８８ ７９．１ 渉外活動費減
広報関係費 １３，７７０，０００ １４，９９７，５５７ △ １，２２７，５５７ １０８．９ 会報発行５回，カラーページ増
事業推進関係費 ５，３３０，０００ ４，４１９，５４７ ９１０，４５３ ８２．９
会合費 １，０００，０００ ２９５，７７５ ７０４，２２５ ２９．６ 外部施設利用会議減
連合会・支部関係費 ３，４５０，０００ ２，７２６，６２０ ７２３，３８０ ７９．０
交際費 ５，４００，０００ ４，３７１，９６０ １，０２８，０４０ ８１．０
慶弔費 １，９３０，０００ ２，０６３，２５０ △ １３３，２５０ １０６．９
雑費 １，６００，０００ １，９８７，２５６ △ ３８７，２５６ １２４．２

会議費 ２，７５０，０００ ２，１５４，３７９ ５９５，６２１ ７８．３

役員会費 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０
評議員会費・総会費 １，７００，０００ １，８８８，３５４ △ １８８，３５４ １１１．１ 平成２４年１１月３日開催
学年代表者会費 ６００，０００ ２８，４１０ ５７１，５９０ ４．７ 平成２４年７月１日開催
雑費 ３５０，０００ ２３７，６１５ １１２，３８５ ６７．９

特別会計繰入金 ４，８４０，０００ ４，７４０，０００ １００，０００ ９７．９

同窓会基金 ７４０，０００ ６４０，０００ １００，０００ ８６．５
血脇記念基金 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０
名簿積立金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０
退職積立金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０

予備費 ２，７８０，０００ ０ ２，７８０，０００ ０．０

支出計 １０９，８９０，０００ １０３，１４２，９２２ ６，７４７，０７８ ９３．９

次年度繰越金 ０ １８，４０２，２４９ △ １８，４０２，２４９ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ９，９０８，６０６円
三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ３，４３５，０７５円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円
ゆうちょ銀行 通常貯金 １，０５８，５６８円

合 計 １０９，８９０，０００ １２１，５４５，１７１ △ １１，６５５，１７１ １１０．６
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ７４０，０００ ６４０，０００ １００，０００ ８６．５ 経常部より
雑収入 ３０，０００ ６，５１６ ２３，４８４ ２１．７ 預金利息
収入計 ７７０，０００ ６４６，５１６ １２３，４８４ ８４．０

前年度繰越金 ２９，１５０，０００ ２８，６１３，６５０ ５３６，３５０ ９８．２ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ４，３２０，１７７円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 １４３，４７３円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，１５０，０００円

合 計 ２９，９２０，０００ ２９，２６０，１６６ ６５９，８３４ ９７．８

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ２９，９２０，０００ ２９，２６０，１６６ ６５９，８３４ ９７．８ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ４，９６３，７４４円

三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 １４６，４２２円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，１５０，０００円

合 計 ２９，９２０，０００ ２９，２６０，１６６ ６５９，８３４ ９７．８

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ １，０８３ ８，９１７ １０．８ 預金利息
収入計 １１０，０００ １０１，０８３ ８，９１７ ９１．９

前年度繰越金 ５，０８０，０００ ５，０３４，８６７ ４５，１３３ ９９．１ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，０３４，８６７円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円

合 計 ５，１９０，０００ ５，１３５，９５０ ５４，０５０ ９９．０

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 対比 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ５，１９０，０００ ５，１３５，９５０ ５４，０５０ ９９．０ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，１３５，９５０円

三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ４，０００，０００円
合 計 ５，１９０，０００ ５，１３５，９５０ ５４，０５０ ９９．０

第２号議案 平成２４年度 同窓会基金収支決算
自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

平成２４年度 血脇記念基金収支決算
自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済負担金 １８，１４０，０００ １７，８０４，６００ ３３５，４００ ９８．２ 平成２４年度分 ４，７８３人 １４，３４９，０００円
平成２３年度分 ７３５人 ２，２０５，０００円
平成２２年度以前分 ３５７人 １，２５０，６００円
合計 ５，８７５人 １７，８０４，６００円

平成２４年度分 ３，０００円×４，７８３人
平成２３年度分 ３，０００円× ７３５人

昭和４０～４２年度 ３００円× ２人
昭和５２～５３年度 ２，０００円× ２人
昭和５６～６３年度 ４，０００円× ３人
平成１～２０年度 ４，０００円× １８４人
平成２１～２２年度 ３，０００円× １６６人
合計 ３５７人

雑収入 １００，０００ １９，２０３ ８０，７９７ １９．２ 預金利息

収入計 １８，２４０，０００ １７，８２３，８０３ ４１６，１９７ ９７．７

前年度繰越金 ８０，２４０，０００ ８３，４１７，５９９ △ ３，１７７，５９９ １０４．０ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ４，７３０，７７５円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ７５，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 ２３６，８２４円
みずほ信託銀行 定期預金 ３，４５０，０００円

合 計 ９８，４８０，０００ １０１，２４１，４０２ △ ２，７６１，４０２ １０２．８

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済金 １８，３５０，０００ １７，１００，０００ １，２５０，０００ ９３．２ 弔慰共済金 １２，３００，０００円
（＠１００，０００×１２３件）

罹災共済金 ２５０，０００円
（＠１００，０００×２件，＠５０，０００×１件）

８０歳祝金 ４，４００，０００円
（＠５０，０００×８８件）

１００歳祝金 １５０，０００円
（＠５０，０００×３件）

事務費 ２４０，０００ １４４，７６０ ９５，２４０ ６０．３ 弔慰金，祝金送料 他

予備費 ６，０００，０００ ０ ６，０００，０００ ０．０

給付準備金 ７３，８９０，０００ ０ ７３，８９０，０００ ０．０

支出計 ９８，４８０，０００ １７，２４４，７６０ ８１，２３５，２４０ １７．５

次年度繰越金 ０ ８３，９９６，６４２ △ ８３，９９６，６４２ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ５，３０８，９４９円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ７５，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 ２３７，６９３円
みずほ信託銀行 定期預金 ３，４５０，０００円

合 計 ９８，４８０，０００ １０１，２４１，４０２ △ ２，７６１，４０２ １０２．８

平成２４年度 共済基金収支決算
自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ ５２８ ９，４７２ ５．３ 預金利息
収入計 ２，０１０，０００ ２，０００，５２８ ９，４７２ ９９．５

前年度繰越金 ４，０２０，０００ ３，９９０，０９４ ２９，９０６ ９９．３ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ３，９９０，０９４円
合 計 ６，０３０，０００ ５，９９０，６２２ ３９，３７８ ９９．３

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ６，０３０，０００ ５，９９０，６２２ ３９，３７８ ９９．３ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ５，９９０，６２２円
合 計 ６，０３０，０００ ５，９９０，６２２ ３９，３７８ ９９．３

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ ７３９ ９，２６１ ７．４ 預金利息
収入計 ２，０１０，０００ ２，０００，７３９ ９，２６１ ９９．５

前年度繰越金 ５，６９０，０００ ５，６５８，８４０ ３１，１６０ ９９．５ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ５，６５８，８４０円
合 計 ７，７００，０００ ７，６５９，５７９ ４０，４２１ ９９．５

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ７，７００，０００ ７，６５９，５７９ ４０，４２１ ９９．５ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ７，６５９，５７９円
合 計 ７，７００，０００ ７，６５９，５７９ ４０，４２１ ９９．５

平成２４年度 名簿積立金収支決算
自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

平成２４年度 退職積立金収支決算
自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

受講料 ２１，０２４，０００ １６，３０７，０００ ４，７１７，０００ ７７．６ №１ ベーシック
初診の患者さんをどうみるか

２０６，０００円
〔受講割引なし〕

１３，０００×１０人 １３０，０００円
〔受講割引あり〕

１１，０００× ６人 ６６，０００円
１０，０００× １人 １０，０００円

№２ イブニング１ 有病者の歯科治療
２４５，０００円

〔受講割引なし〕
５，０００×４９人 ２４５，０００円

№３ イブニング２ 重度歯周炎患者
４９５，０００円

〔受講割引なし〕
５，０００×９９人 ４９５，０００円

№４ 臨床実習１ 歯周外科実習
１，８７２，０００円

〔受講割引なし〕
６０，０００×１１人 ６６０，０００円

〔受講割引あり〕
５８，０００×１４人 ８１２，０００円
４０，０００×１０人 ４００，０００円

№５ イブニング３ 摂食嚥下
３１５，０００円

〔受講割引なし〕
５，０００×６３人 ３１５，０００円

№６ 臨床実習２ MTM
２，２７４，０００円

〔受講割引なし〕
７０，０００×１４人 ９８０，０００円

〔受講割引あり〕
６８，０００× ８人 ５４４，０００円
５０，０００×１５人 ７５０，０００円

インプラントセミナー
１０，９００，０００円

〔受講割引なし〕
７００，０００× ７人 ４，９００，０００円

〔受講割引あり〕
６００，０００×１０人 ６，０００，０００円

合計 １６，３０７，０００円
雑収入 ２０，０００ ３６，０２６ △ １６，０２６ １８０．１ セミナーテキスト代 他

繰入金収入 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー積立金会計より

収入計 ２１，２４４，０００ １６，５４３，０２６ ４，７００，９７４ ７７．９

前年度繰越金 ５，０００，０００ ２，８６０，８１５ ２，１３９，１８５ ５７．２ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ２，８６０，８１５円

合 計 ２６，２４４，０００ １９，４０３，８４１ ６，８４０，１５９ ７３．９

第３号議案 平成２４年度 卒後研修セミナー収支決算
自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日
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支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 １，１００，０００ ４４８，５３７ ６５１，４６３ ４０．８

通信運搬費 ８００，０００ ４２２，３５５ ３７７，６４５ ５２．８ プログラム発送 他
消耗品費 ２００，０００ ２４，６３２ １７５，３６８ １２．３
雑費 １００，０００ １，５５０ ９８，４５０ １．６

事業費 ２２，６００，０００ １６，５９３，２３５ ６，００６，７６５ ７３．４

講師謝礼費 ５，０００，０００ ４，９２４，５００ ７５，５００ ９８．５
講師旅費交通費 １，５００，０００ ７６２，０００ ７３８，０００ ５０．８
資料作成費 １，７００，０００ １，２８６，２５０ ４１３，７５０ ７５．７ テキスト作成 他
役務費 １，９００，０００ ５５１，２５０ １，３４８，７５０ ２９．０
実習器材費 ６，５００，０００ ５，７７０，１０９ ７２９，８９１ ８８．８
設営費 ２，５００，０００ １，３７７，９０８ １，１２２，０９２ ５５．１
印刷広報費 ９００，０００ ４０６，４５５ ４９３，５４５ ４５．２
受講証関係費 １００，０００ １５６，３３０ △ ５６，３３０ １５６．３
広告費 １，６００，０００ ６６８，８５０ ９３１，１５０ ４１．８
渉外費 ７００，０００ ４８９，５８３ ２１０，４１７ ６９．９
会場費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０ 大学施設利用料

公租公課 ４００，０００ ４５７，７００ △ ５７，７００ １１４．４ 消費税

予備費 ２，１４４，０００ ０ ２，１４４，０００ ０．０

支出計 ２６，２４４，０００ １７，４９９，４７２ ８，７４４，５２８ ６６．７

次年度繰越金 ０ １，９０４，３６９ △ １，９０４，３６９ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，９０４，３６９円

合 計 ２６，２４４，０００ １９，４０３，８４１ ６，８４０，１５９ ７３．９
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

雑収入 ２０，０００ ４，４６４ １５，５３６ ２２．３ 預金利息
収入計 ２０，０００ ４，４６４ １５，５３６ ２２．３

前年度繰越金 １８，４８０，０００ １８，７４８，６６６ △ ２６８，６６６ １０１．５ みずほ信託銀行 普通預金 ７４８，６６６円
みずほ信託銀行 定期預金 １８，０００，０００円

合 計 １８，５００，０００ １８，７５３，１３０ △ ２５３，１３０ １０１．４

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

通信費 ０ ８４０ △ ８４０ 振込手数料
繰入金支出 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー会計繰入
支出計 ２００，０００ ２００，８４０ △ ８４０ １００．４

次年度繰越金 １８，３００，０００ １８，５５２，２９０ △ ２５２，２９０ １０１．４ みずほ信託銀行 普通預金 ５５２，２９０円
みずほ信託銀行 定期預金 １８，０００，０００円

合 計 １８，５００，０００ １８，７５３，１３０ △ ２５３，１３０ １０１．４

平成２４年度 卒後研修セミナー積立金収支決算
自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より
雑収入 ４０，０００ ５，７３９ ３４，２６１ １４．３ 預金利息
収入計 ２，０４０，０００ ２，００５，７３９ ３４，２６１ ９８．３

前年度繰越金 ３５，１７０，０００ ２１，１８５，８８８ １３，９８４，１１２ ６０．２ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ６，１８５，８８８円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １５，０００，０００円

合 計 ３７，２１０，０００ ２３，１９１，６２７ １４，０１８，３７３ ６２．３

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ３７，２１０，０００ ２３，１９１，６２７ １４，０１８，３７３ ６２．３ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ８，１９１，６２７円

三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １５，０００，０００円
合 計 ３７，２１０，０００ ２３，１９１，６２７ １４，０１８，３７３ ６２．３

第４号議案 平成２４年度 時局対策費積立金会計収支決算
自 平成２４年１月１日
至 平成２４年１２月３１日
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１．備 品

機 器 備 品

品 目 数量 購入年月 購入価格 備 考

１ 収納戸棚 ３ H ９．１０ ３７０，６５０

２ 書類保管庫 ３ H１３．４ ３７０，４８２

３ プロジェクター １ H１４．８ ３３８，１００ Epson

４ ビデオカメラ １ H１９．１２ １３８，９０６

５ プロジェクター １ H１９．１２ ２７９，８００

６ パソコン ４ H２０．３ ７９８，０００ acer

７ 書類保管庫 １ H２０．９ １１５，８１５

８ パソコン １ H２１．２ ２４８，０００ A４W-IS

計 ８ 品 目 １５ ２，６５９，７５３

消 耗 備 品

品 目 数 量 購入価格 備 考

１ 片袖机 他 ４０点 １，２８９，５７８

第５号議案 平成２４年度 財産目録
平成２４年１２月３１日
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２．普通預金，定期預金，通常預金

会 計 区 分 種 類 預金残高 取 引 銀 行

⑴ 経 常 部 普通預金 ９，９０８，６０６ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店
〃 ３，４３５，０７５ 〃 〃

定期預金 ４，０００，０００ 〃 〃
通常預金 １，０５８，５６８ 神田三崎町郵便局

計 １８，４０２，２４９

⑵ 共 済 基 金 普通預金 ５，３０８，９４９ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店
定期預金 ７５，０００，０００ 〃 〃
普通預金 ２３７，６９３ みずほ信託銀行 本 店
定期預金 ３，４５０，０００ 〃 〃

計 ８３，９９６，６４２
⑶ 同 窓 会 基 金 普通預金 ４，９６３，７４４ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店

定期預金 １２，０００，０００ 〃 〃
普通預金 １４６，４２２ みずほ信託銀行 本 店
定期預金 １２，１５０，０００ 〃 〃

計 ２９，２６０，１６６
⑷ 血 脇 記 念 基 金 普通預金 １，１３５，９５０ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店

定期預金 ４，０００，０００ 〃 〃

計 ５，１３５，９５０

⑸ 名 簿 積 立 金 普通預金 ５，９９０，６２２ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店

計 ５，９９０，６２２

⑹ 退 職 積 立 金 普通預金 ７，６５９，５７９ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店

計 ７，６５９，５７９

⑺ 卒後研修セミナー 普通預金 １，９０４，３６９ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店

計 １，９０４，３６９

⑻ 卒後研修セミナー 普通預金 ５５２，２９０ みずほ信託銀行 本 店
積 立 金 定期預金 １８，０００，０００ 〃 〃

計 １８，５５２，２９０

⑼ 時局対策費積立金 普通預金 ８，１９１，６２７ 三菱東京UFJ 銀行 神保町支店
定期預金 １５，０００，０００ 〃 〃

計 ２３，１９１，６２７

合 計 １９４，０９３，４９４
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平成２４年度東京歯科大学同窓会業務運営状況及び経常部収支決算書，特別会計収

支決算書（即ち，同窓会基金決算，血脇記念基金決算，共済基金決算，名簿積立金

決算，退職積立金決算），卒後研修セミナー収支決算書，卒後研修セミナー積立金

収支決算書，時局対策費積立金会計収支決算書，及び財産目録につき諸帳簿，証憑

書類を監査した結果適正に処理されていることを認めます。

平成２５年５月３０日

常任監事 関 泰 忠 �

監 事 原 武 仁 �

監 事 矢 島 安 朝 �

監 査 報 告
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総務・厚生部
１．諸会合の準備・調整並びに運営を行う。
２．会員現況の把握並びに名簿の補充完備を図る。
３．母校・父兄会・学生との連携を図る。
４．同窓会改革をすすめ，そのための会則等の見直しを行う。
５．支部・地域支部連合会，学年代表者との情報交換を促進する。
６．支部未入会者対策を講じる。
７．母校水道橋移転事業に協力する。
８．共済制度の健全なる運営を行う。
９．会員厚生および親睦の充実を図る。
１０．同窓会員緊急時 代診制度の検討を行う。
１１．同窓会創立１２０周年記念事業の準備を行う。
１２．アカデミア構想を推進する。

渉 外 部
１．各歯科大学同窓・校友会との交流を図り，緊密なる友好を深める。
２．会員の歯科医政関係者との緊密な連携を保ち医政の推進を図る。
３．母校との連携のもとに国・公・私的機関等と協力し，人材の確保，育成に努める。
４．渉外活動に関する情報交換を進め，全国レベルでの情報の共有と集約を図る。

広 報 部
１．会報を発行する。
２．ホームページ・フェイスブックの維持管理を行う。

事業推進部
１．歯科保健・医療制度・生涯研修などの調査，情報提供などシンクタンク機能の推進
をする。

２．若手同窓を対象とした事業を企画，開催する。
３．大学と連携し，各支部同窓の診療所を活用するシステムを構築する。
４．若手ネットワークシステムを推進する。
５．在学生および父兄と連携した同窓会の啓発活動を行う。
６．TDC卒後セミナーを開催する。
７．地域支部連合会・支部における講演会，研修活動を支援する。
８．各大学の同窓会学術担当者と情報交換，学術事業交流を行う。
９．学術情報の収集，分析および提供を図る。
１０．医療保険関係者等との交流を行う。
１１．各支部の医療保険請求に係わる情報の収集および発信をする。

第１４号議案 平成２６年度 事業計画
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平成２６年度 入会金 本学出身の会員 ０円
推薦会員 ５，０００円

第１５号議案 平成２６年度 入会金

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

会費 １００，２３０，０００ ９８，６８０，０００ １，５５０，０００ ９８．５ 平成２６年度分 ４，２２０人 ７５，９６０，０００円
平成２５年度分 ８００人 １４，３２０，０００円
平成２４年度以前分 ４８０人 ８，４００，０００円
合計 ５，５００人 ９８，６８０，０００円

入会金 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 新卒者入会金 ０円
推薦会員入会金 ５，０００円× ２人

雑収入 １，７００，０００ １，６２０，０００ ８０，０００ ９５．３ 会報広告料 他

収入計 １０１，９４０，０００ １００，３１０，０００ １，６３０，０００ ９８．４

前年度繰越金 １５，０００，０００ １０，０００，０００ ５，０００，０００ ６６．７

合 計 １１６，９４０，０００ １１０，３１０，０００ ６，６３０，０００ ９４．３

第１７号議案 平成２６年度 経常部収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日

平成２６年度 会費現行通り １８，０００円
新進会員（卒後５年以内） １０，０００円

第１６号議案 平成２６年度 会 費
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支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ３８，３２０，０００ ３４，５８０，０００ ３，７４０，０００ ９０．２

給与費 ２３，５５０，０００ ２０，３５０，０００ ３，２００，０００ ８６．４ 事務職員
福利厚生費 ９２０，０００ ９６０，０００ △ ４０，０００ １０４．３ 役員等傷害保険，中退共掛金
地代家賃 ４，２３０，０００ ４，２３０，０００ ０ １００．０ 同窓会室，駐車場
通信費 １，９４０，０００ １，６９０，０００ ２５０，０００ ８７．１
印刷費 １，４６０，０００ １，２５０，０００ ２１０，０００ ８５．６
備品購入費 ６００，０００ ４８０，０００ １２０，０００ ８０．０
消耗品費 ５８０，０００ ５１０，０００ ７０，０００ ８７．９
集金手数料 ３，９７０，０００ ４，１００，０００ △ １３０，０００ １０３．３
保守管理委託費 ８３０，０００ ８３０，０００ ０ １００．０
雑費 ２４０，０００ １８０，０００ ６０，０００ ７５．０

事業費 ６４，２８０，０００ ５６，８３０，０００ ７，４５０，０００ ８８．４

旅費交通費 ２５，７４０，０００ ２３，２００，０００ ２，５４０，０００ ９０．１ 旅費日当削減
総務・厚生関係費 ３，４１０，０００ １，４１０，０００ ２，０００，０００ ４１．３ 時局対策費繰入なし
渉外関係費 ２，０９０，０００ １，６９０，０００ ４００，０００ ８０．９
広報関係費 １３，９８０，０００ １２，２４０，０００ １，７４０，０００ ８７．６ 会報発行 4回
事業推進関係費 ５，０３０，０００ ４，４６０，０００ ５７０，０００ ８８．７
会合費 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０
連合会・支部関係費 ３，９００，０００ ３，９５０，０００ △ ５０，０００ １０１．３ 支部加入促進費
交際費 ５，４００，０００ ５，２５０，０００ １５０，０００ ９７．２
慶弔費 ２，１３０，０００ ２，１３０，０００ ０ １００．０
雑費 １，６００，０００ １，５００，０００ １００，０００ ９３．８

会議費 ２，７００，０００ ２，７００，０００ ０ １００．０

役員会費 ７０，０００ ７０，０００ ０ １００．０
評議員会費 １，７００，０００ １，９００，０００ △ ２００，０００ １１１．８
学年代表者会費 ６００，０００ ４００，０００ ２００，０００ ６６．７
雑費 ３３０，０００ ３３０，０００ ０ １００．０

特別会計繰入金 ４，６１０，０００ ４，１１０，０００ ５００，０００ ８９．２

同窓会基金 １０，０００ ０ １０，０００ ０．０
血脇記念基金 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０
高山・血脇記念
同窓会基金 １１０，０００

名簿積立金 ２，０００，０００ ４，０００，０００ △ ２，０００，０００ ２００．０
退職積立金 １，５００，０００ ０ １，５００，０００ ０．０
同窓会創立１２０周年
記念事業積立金 １，０００，０００ ０ １，０００，０００ ０．０

支出計 １０９，９１０，０００ ９８，２２０，０００ １１，６９０，０００ ８９．４

予備費 ７，０３０，０００ １２，０９０，０００ △ ５，０６０，０００ １７２．０

合 計 １１６，９４０，０００ １１０，３１０，０００ ６，６３０，０００ ９４．３
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平成２６年度 共済負担金現行通り ３，０００円

第１８号議案 平成２６年度 共済負担金

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １０，０００ ０ １０，０００ ０．０
雑収入 ３０，０００ ０ ３０，０００ ０．０ 預金利息 他

収入計 ４０，０００ ０ ４０，０００ ０．０
前年度繰越金 ２９，９２０，０００ ２９，３００，１６６ ６１９，８３４ ９７．９

合 計 ２９，９６０，０００ ２９，３００，１６６ ６５９，８３４ ９７．８

支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

基金支出 ０ ２９，３００，１６６ △２９，３００，１６６ 高山・血脇記念同窓会基金へ移管
支出計 ０ ２９，３００，１６６ △２９，３００，１６６

次年度繰越金 ２９，９６０，０００ ０ ２９，９６０，０００ ０．０
合 計 ２９，９６０，０００ ２９，３００，１６６ ６５９，８３４ ９７．８

第１９号議案 平成２６年度 同窓会基金収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０
雑収入 １０，０００ ０ １０，０００ ０．０ 預金利息 他

収入計 １１０，０００ ０ １１０，０００ ０．０
前年度繰越金 ５，１９０，０００ ５，２４５，９５０ △ ５５，９５０ １０１．１

合 計 ５，３００，０００ ５，２４５，９５０ ５４，０５０ ９９．０

支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

基金支出 ０ ５，２４５，９５０ △ ５，２４５，９５０ 高山・血脇記念同窓会基金へ移管
支出計 ０ ５，２４５，９５０ △ ５，２４５，９５０

次年度繰越金 ５，３００，０００ ０ ５，３００，０００ ０．０
合 計 ５，３００，０００ ５，２４５，９５０ ５４，０５０ ９９．０

平成２６年度 血脇記念基金収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

基金収入 ３４，５４６，１１６ 同窓会基金より移管 ２９，３００，１６６円
血脇記念基金より移管 ５，２４５，９５０円

繰入金 １１０，０００ 入会金 １０，０００円
経常部より繰入 １００，０００円

雑収入 １０，０００ 預金利息 他
収入計 ３４，６６６，１１６

前年度繰越金 ０
合 計 ３４，６６６，１１６

支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金支出 ５，０００，０００ 同窓会創立１２０周年記念事業積立金へ繰入

支出計 ５，０００，０００
次年度繰越金 ２９，６６６，１１６

合 計 ３４，６６６，１１６

平成２６年度 高山・血脇記念同窓会基金収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済負担金 １９，１００，０００ １８，２５０，０００ ８５０，０００ ９５．５ 平成２６年度分 ４，６２８人 １４，２６８，０００円
平成２５年度分 ８８０人 ２，６４０，０００円
平成２４年度以前分 ４００人 １，３５０，０００円
合計 ５，９０８人 １８，２５８，０００円

雑収入 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 １９，２００，０００ １８，３５０，０００ ８５０，０００ ９５．６

前年度繰越金 ８３，５１０，０００ ８４，９２０，０００ △ １，４１０，０００ １０１．７

合 計 １０２，７１０，０００ １０３，２７０，０００ △ ５６０，０００ １００．５

支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済金 １８，２５０，０００ １８，８５０，０００ △ ６００，０００ １０３．３ 弔慰共済金 １３，２００，０００円
（＠１００，０００×１３２件）

罹災共済金 ３００，０００円
（＠１００，０００×３件）

８０歳祝金 ５，０５０，０００円
（＠５０，０００×１０１件）

１００歳祝金 ３００，０００円
（＠５０，０００×６件）

事務費 ２４０，０００ ２４０，０００ ０ １００．０ 弔慰金，祝金送料 他

支出計 １８，４９０，０００ １９，０９０，０００ △ ６００，０００ １０３．２

予備費 ６，０００，０００ ６，０００，０００ ０ １００．０

給付準備金 ７８，２２０，０００ ７８，１８０，０００ ４０，０００ ９９．９

合 計 １０２，７１０，０００ １０３，２７０，０００ △ ５６０，０００ １００．５

平成２６年度 共済基金収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ４，０００，０００ △ ２，０００，０００ ２００．０ 経常部より
雑収入 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 ２，０１０，０００ ４，０１０，０００ △ ２，０００，０００ １９９．５
前年度繰越金 ６，０３０，０００ ８，０００，６２２ △ １，９７０，６２２ １３２．７

合 計 ８，０４０，０００ １２，０１０，６２２ △ ３，９７０，６２２ １４９．４

支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

名簿作成費 ０ ８，０００，０００ △ ８，０００，０００
通信費 ０ ４，０００，０００ △ ４，０００，０００
雑費 ０ １０，６２２ △ １０，６２２

支出計 ０ １２，０１０，６２２ △１２，０１０，６２２
次年度繰越金 ８，０４０，０００ ０ ８，０４０，０００ ０．０

合 計 ８，０４０，０００ １２，０１０，６２２ △ ３，９７０，６２２ １４９．４

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １，５００，０００ ０ １，５００，０００ ０．０
雑収入 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 １，５１０，０００ １０，０００ １，５００，０００ ０．７
前年度繰越金 ７，７００，０００ ９，１６９，５７９ △ １，４６９，５７９ １１９．１

合 計 ９，２１０，０００ ９，１７９，５７９ ３０，４２１ ９９．７

支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０
次年度繰越金 ９，２１０，０００ ９，１７９，５７９ ３０，４２１ ９９．７

合 計 ９，２１０，０００ ９，１７９，５７９ ３０，４２１ ９９．７

平成２６年度 名簿積立金収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日

平成２６年度 退職積立金収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日

87



収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １，０００，０００ ５，０００，０００ △ ４，０００，０００ ５００．０

雑収入 ０ １０，０００ △ １０，０００ 預金利息 他

収入計 １，０００，０００ ５，０１０，０００ △ ４，０１０，０００ ５０１．０

前年度繰越金 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００

合 計 １，０００，０００ ６，０１０，０００ △ ５，０１０，０００ ６０１．０

支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

支出計 ０ ０ ０

次年度繰越金 １，０００，０００ ６，０１０，０００ △ ５，０１０，０００ ６０１．０

合 計 １，０００，０００ ６，０１０，０００ △ ５，０１０，０００ ６０１．０

平成２６年度 同窓会創立１２０周年記念事業積立金収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

受講料 ２０，３１２，０００ １３，８６６，０００ ６，４４６，０００ ６８．３ セミナー№１ 外科小手術と顎顔面の解剖学
２，２００，０００円

〔受講割引あり〕
５０，０００×２０人 １，０００，０００円

〔受講割引なし〕
６０，０００×２０人 １，２００，０００円

セミナー№２ 診査診断のスキル
９０，０００円

〔受講割引なし〕
３，０００×３０人 ９０，０００円

セミナー№３ THE BASIC
５７６，０００円

〔受講割引あり〕
８，０００×３２人 ２５６，０００円

〔受講割引なし〕
１０，０００×３２人 ３２０，０００円

セミナー№４ 定期健診
２４０，０００円

〔受講割引なし〕
３，０００×８０人 ２４０，０００円

セミナー№５ 義歯の悩みを解消します
１，２００，０００円

〔受講割引あり〕
２０，０００×２４人 ４８０，０００円

〔受講割引なし〕
３０，０００×２４人 ７２０，０００円

セミナー№６ 矯正用インプラントアンカー
２，２００，０００円

〔受講割引あり〕
５０，０００×２０人 １，０００，０００円

〔受講割引なし〕
６０，０００×２０人 １，２００，０００円

セミナー№７ インプラントセミナー４日間
７，３６０，０００円

〔受講割引あり〕
２１０，０００×１６人 ３，３６０，０００円

〔受講割引なし〕
２５０，０００×１６人 ４，０００，０００円

合計 １３，８６６，０００円

雑収入 ２０，０００ ２０，０００ ０ １００．０ セミナーテキスト代 他
繰入金収入 １，２００，０００ １，２００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー積立金会計より

収入計 ２１，５３２，０００ １５，０８６，０００ ６，４４６，０００ ７０．１

前年度繰越金 ２，５００，０００ １，５００，０００ １，０００，０００ ６０．０

合 計 ２４，０３２，０００ １６，５８６，０００ ７，４４６，０００ ６９．０

第２０号議案 平成２６年度 卒後研修セミナー収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日
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支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ７００，０００ ５６０，０００ １４０，０００ ８０．０

通信運搬費 ５５０，０００ ５００，０００ ５０，０００ ９０．９ プログラム発送 他
消耗品費 １００，０００ ５０，０００ ５０，０００ ５０．０
雑費 ５０，０００ １０，０００ ４０，０００ ２０．０

事業費 １９，４００，０００ １３，０００，０００ ６，４００，０００ ６７．０

講師謝礼費 ５，０００，０００ ３，０００，０００ ２，０００，０００ ６０．０ 講師 ２，５００，０００円
実習講師 ５００，０００円

講師旅費交通費 １，４００，０００ １，４００，０００ ０ １００．０ 講師旅費交通費，宿泊費，委員旅費交通費
資料作成費 １，３００，０００ ８００，０００ ５００，０００ ６１．５ 実習用資料 ５００，０００円

講演用資料 ３００，０００円
役務費 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０ セミナー役務 ５００，０００円

運営役務 ２００，０００円
実習インストラクター ２００，０００円
症例発表 １００，０００円

実習器材費 ５，０００，０００ ３，３００，０００ １，７００，０００ ６６．０ 実習用器材 ３，０００，０００円
講演用器材 ３００，０００円

設営費 ２，５００，０００ １，６００，０００ ９００，０００ ６４．０ スライド関連費 ５００，０００円
運営資材費 ５００，０００円
演者・委員昼食 ４００，０００円
消耗品費 ２００，０００円

印刷広報費 ７００，０００ ５００，０００ ２００，０００ ７１．４ 研修用プログラム印刷 他
受講証関係費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０
広告費 １，４００，０００ ９００，０００ ５００，０００ ６４．３ 雑誌広告 他
渉外費 ７００，０００ １００，０００ ６００，０００ １４．３ 講師打会せ費 他
会場費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０ 大学施設利用料 他

公租公課 ４００，０００ ４００，０００ ０ １００．０ 消費税

支出計 ２０，５００，０００ １３，９６０，０００ ６，５４０，０００ ６８．１

予備費 ３，５３２，０００ ２，６２６，０００ ９０６，０００

合 計 ２４，０３２，０００ １６，５８６，０００ ７，４４６，０００ ６９．０
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

雑収入 ２０，０００ ２０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 ２０，０００ ２０，０００ ０ １００．０

前年度繰越金 １８，３００，０００ １７，３７２，２９０ ９２７，７１０ ９４．９

合 計 １８，３２０，０００ １７，３９２，２９０ ９２７，７１０ ９４．９

支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金支出 １，２００，０００ １，２００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー会計繰入

支出計 １，２００，０００ １，２００，０００ ０ １００．０

次年度繰越金 １７，１２０，０００ １６，１９２，２９０ ９２７，７１０ ９４．６

合 計 １８，３２０，０００ １７，３９２，２９０ ９２７，７１０ ９４．９

平成２６年度 卒後研修セミナー積立金収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ０ ２，０００，０００ ０．０

雑収入 ４０，０００ ４０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 ２，０４０，０００ ４０，０００ ２，０００，０００ ２．０

前年度繰越金 ３７，２１０，０００ ２４，２３１，６２７ １２，９７８，３７３ ６５．１

合 計 ３９，２５０，０００ ２４，２７１，６２７ １４，９７８，３７３ ６１．８

支出の部

科 目 平成２５年度予算額 平成２６年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

支部加入促進費 １，０００，０００ ３，０００，０００ △ ２，０００，０００ ３００．０

支出計 １，０００，０００ ３，０００，０００ △ ２，０００，０００ ３００．０

次年度繰越金 ３８，２５０，０００ ２１，２７１，６２７ １６，９７８，３７３ ５５．６

合 計 ３９，２５０，０００ ２４，２７１，６２７ １４，９７８，３７３ ６１．８

第２１号議案 平成２６年度 時局対策費積立金会計収支予算
自 平成２６年１月１日
至 平成２６年１２月３１日
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本会会則第２３条第２項並びに同施行細則第１０条第１項一号に基づき次の会員を
本会名誉会員に推薦する。

東京歯科大学名誉教授 内 山 健 志 氏
東京歯科大学 口腔外科学講座

（平成２５年３月３１日退職）
平成２５年４月１日 東京歯科大学名誉教授

東京歯科大学名誉教授 栁 澤 孝 彰 氏
東京歯科大学 口腔超微構造学講座

（平成２５年５月３１日退職）
平成２５年６月１日 東京歯科大学名誉教授

第２２号議案 平成２６年度 名誉会員の推薦
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